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　序　章







　気がついた時には全てが終わっていた。

　まるで――まるで夢を観ていたかのように手応えがなかった。

　認識はしていた。記憶もしている。全て彼自身が経験してきたことだ――それは間違いがない。自分自身の手で。自分自身の口で。自分自身の眼で。自分自身の耳で。五体を用い、五感を使い、彼自身が活動してきた結果としての今がある。

　なのに……何もかもに実感がない。

　ひどく現実味が薄いのだ。予あらかじめ定められた筋書きに従い、延々と演技を続けてきたかのような――そんな自分を一歩離れた場所から眺めているかのような、奇妙な乖かい離り感かんがいつも付きまとっていたように思う。

　ただしそれに気付いたのはつい先程のことだ。

　それまでは全くといって良い位に意識していなかった。

　そう。まるで夢を観ていたかのように。

　そして――

「…………なんだ？」

　――今ようやく夢から醒めたかのように。

　彼は己の手が握る拳銃をじっと見つめた。

　精せい緻ちな彫エングレ刻ービングの入ったヴァルターＰＰＫ。

　彼が愛用してきた品だ。

　弾倉には七発全弾が装嗔そうてんされているが……この期ごに及んで必要なのは、薬室に込められた一発のみだった。妻と愛犬には楽に死ねるようにと毒薬を与えたが――彼自身は、これで自らの命を絶つと決めていた。それが最早どうしようもない程に追い詰められた彼の、最後の矜持プライドでもあったのだ。

　そう。彼は死ぬ。

　この……かつて彼が想い描いた栄えい耀よう栄えい華がとは、遙はるかに遠い地下の穴蔵で。

　もうそれはどう足あ掻がいても覆しようのない未来だった。

　だが……

「なんなのだ……？」

　脳のう裏りに沸き上がる違和感に彼は呻うめいた。

　――『決めていた』？

　それは本当に彼自身の意志であったか？

「……私は…………」

　いや。そもそも彼が望んだ栄光の風景は……本当に彼自身が欲したものだったか？

　それは本当に彼の自由意志が生み出したものであったか？

「……嗚あ呼あ……私は……」

　本当に――良くも悪くも夢のようだった。

　今思い返しても、それが現実であるとは信じ難い日々。

　いつからだろう……こんな風になってしまったのは？

　両親の遺産を食いつぶしながら暮らす一介の画学生の心に……何い時つの間にこんな大それた野望が芽生えたのだろう？　何が彼を駆り立ててきたのだろう？

　わからない。

　思い出せない。

　少なくとも……食費を切り詰めてオペラ座に通っていた当時には、夢想することすらなかった。あの頃の自分は、ただワーグナーに心酔する一介の絵描きでしかなかった。それ以上でもそれ以下でもなかった。自分の未来に漠然とした絶望さえ覚えていたように思う。

　だが……いつの頃からか彼の人生は変わった。

　彼の人生は、彼の想像の範はん疇ちゆうを越えて勝手に動き出していたのだ。

　それはめくるめく体験だった。

「……嗚呼……嗚呼……」

　勿もち論ろん……全てが順調だった訳ではない。

　苦労はした。挫折もした。早くに両親を喪うしなった。戦争で失明しかけたし、精神にも深い傷を負った。画家になる夢を諦あきらめ、建築家になる夢を手放した。彼の人生は無数の絶望と失望によって舗装されていたと言っても過言ではない。

　だが……今にして思えば、それらの苦労や挫折ですらも、巧妙に配置された事象のように見える。それらは巡り巡って一つの運命を導き出し、やがて彼を中心とした大きなうねりを生み出していった。彼の感情ですらそれらの事実によって巧妙に誘導されていたようにも思える。

　挫折が覇気を。

　絶望が野心を。

　苦く渋じゆうが憤ふん怒ぬを。

　全てが黒々と渦を巻き、その彼方にて今の自分を生み出す為に――

「……私……は……」

　だが……

　それらは全て、眼を開いたまま見る微ま睡どろみの夢のようだった。

　気がつけば――彼は自らの人生を観客のように見るだけの存在となっていた。自分自身が突き進んでいく未来を、まるで他人事のように眺めていた。眺めることしかできなかった。更に言えばそれを不満に思うことすらできなくなっていた。

　本当に……いつからなのだろう？

　母を亡くした時か？

　兵役へいえきを逃れる為にミュンヘンに移住した時か？

　それとも戦傷で病院に収容されていた時か？

　あるいは――

「……そう……あれは……」

　初めて博物館であの『槍やり』を見た時からか……？

「…………私は……」

　一体何をしてきたのだろう。

　気がついたら全て終わっていて。

　何かが自分の中から去っていて。

　今こうして……自分自身の人生をも閉じようとしている。

　それがもし自らの意志の結果でないとしたら――

「……誰だ……？」

　彼は呻いた。

　一体誰が彼の人生を操っていたのか。

　何を目的に、その何者かは彼を傀儡くぐつとしていたのか。

　わからない。

　わからないまま彼は棄すてられた。

　用済みの――まさしく人形のように。

「……誰だ……誰が……？」

　問うても答えは得られない。

　ただ掠かすれた声が虚むなしく地下室に響き渡るばかりだ。

「……返せ……私の人生を……返せっ…………！」

　誰を憎み、罵ののしれば良いのかさえもわからない。戦慄おののく手は虚こ空くうを摑つかみ、潤うるんだ瞳ひとみは暗闇へと無意味な視線を投げるばかり。彼は恨うらむべき相手の顔も名も知らない。この最後の瞬間に呪いを吐く相手すら得られないのだ。

　こんなに残酷なことがあろうか――

「…………」

　足元に横たわる妻と愛犬を見下ろして彼は溜め息をついた。

　この上もなく残酷な現実だけが、そこに残っている。昨日はあんなに嬉うれしそうに笑っていた妻が、今や物言わぬ骸むくろとしてそこに横たわっている――

　まるで悪夢のように。

「……いや……」

　彼は微苦笑を浮かべて首を振った。

　これもきっと――夢なのだ。

　未いまだ自分は夢を観ているに違いない。

　こんなことがあって良いはずがないのだから。

　誰かに――誰かすらわからない誰かに、自分の人生の半なかば以上を横取りされてしまったなどと。そして今その誰かの代わりに責任を取らされているなどと。

　そんな理不尽なことがあって良いはずがないではないか。

　だから……

「……この馬鹿げた夢を終わらせよう」

　彼は微笑してヴァルターを己のこめかみに当てる。

　この長い長い夢から醒めるには、それなりの『目覚まし』が必要だろう。

　多分ヴァルターの小振りな七・六五ミリ弾でもそれは充分なはずだ。この塹壕ざんごうの中ならば銃声は思った以上に大きく響いて、未だ寝ね惚ぼけている彼の脳を叩き起こしてくれるだろうから。

　だから――

「さらば――我が人生」

　そう呟つぶやいて。

　彼は――引き金を引いた。










　第一章　要警戒なんですけど。







　霧きり島しま双ふた葉ばは恋する乙女おとめである。

　……などと書くと彼女を知る者は苦笑を浮かべ『恋する乙女って柄がらじゃないなあ彼女は』と口を揃そろえて言うだろう。あるいは彼女の双子の弟である葉は月づきや、彼女自身ですらそう言うかもしれない。

　明朗快活で面倒見の良い彼女は、クラスの牽引けんいん役であり――その何ど処こか男っぽさすら感じさせる行動力と決断力から、皆に『姐あねさん』などと呼ばれ慕したわれている。下級生にも彼女の信奉者は多いし、教師の信頼も厚い。まあ言ってみれば何よりもまず『頼もしい人』という側面の方が強調されがちなのだ。

　だからこそ……しばしば皆が忘れがちになる。

　彼女も年頃の少女で――恋をしている彼女は皆が知る『姐さん』ではなく、繊細せんさいで敏感で臆病な女の子に過ぎないということを。

　そう。

　恋をしている少女は、恐ろしく鋭敏えいびんな感覚を持っている。

　意中の相手に好かれるように――嫌われないようにと全神経を集中する。

　例えば大好きな男の子の姿をいつもいつも眼で追ってしまったり。

　例えば大好きな男の子の細かな仕草の一つ一つが気になってしまったり。

　そして――だから。

　たとえ他の皆は気付かなくても、彼女だけがいち早く気付くことがあるのは当然だ。

　彼女の大好きな男の子……即ち、羽は瀬せ川がわ拓たく人とに関する限りは。

「――拓人君？」

　いつもの時間帯。

　いつもの通学路。

　いつもの生徒達。

　いつも尽くしで変わり映えのしない――しないはずの風景の中を歩きながら、ふと双葉は傍かたわらを歩く羽瀬川拓人に声を掛けた。

「あのさ……何かあったの？」

「え……？」

　言われて――一瞬硬直したかのように拓人は脚を止めた。

　彼は平凡な少年だ。

　それは色々な意味でである。

　顔は美しくはないが醜くもない。背は高くはないが低くもない。太ってはいないが痩やせてもいない。外見を見ている限り、ありとあらゆる部分が中ちゆう庸よう――悪く言えば特筆すべき長所を何一つ持っていない。同時に短所も彼にはない訳だが、大たい概がいの場合『欠点のないこと』は殊こと更さらに意識されない。むしろ何らかの偏かたよりを持っている方が目立つ。街ですれ違えば次の瞬間には誰もが忘れているような――その程度の特徴しか彼にはない。

　強しいて言うなら、何処か中性っぽい線の細さと、人の善さそうなその表情だが――まあ昨今この程度の特徴は珍しくもない。

　そして彼の平凡振りは能力についても同じである。

　成績は理系科目文系科目を問わず――保健体育すら、いずれも平均値。身体能力や芸術的感性も特筆すべき点はなし。挙げ句に付いた渾あだ名なが『平均点算出機』。これは実は凄いことであるはずなのだが――それと気付く人間は少数だ。

　可もなく不可もなく。

　畏い怖ふされる程に凄い訳ではないが、嘲ちよう笑しようされる程に駄だ目めなこともない。

　まあそういう少年なのだ――羽瀬川拓人は。

　少なくとも彼個人の肉体と精神に属する部分に関しては、誰に聞いても何を調べても変わったことは何も出てこないだろう。ＣＩＡだろうが、モサドだろうが、ＭＩ６だろうが、内閣調査室だろうが、彼についてそれ以上の情報を摑つかむことはできないだろう。報告書を作成すれば『平凡』『普通』『人畜無害』といった単語が延々と羅ら列れつされるに違いない。

　幼い頃に母を亡くしていることや、父親がアメリカで暮らしていることなどは、多少特殊な家庭事情かもしれないが……それは単なる周辺事情であって、彼自身の特徴ではない。

　だが……

「な……何かって何？」

　一瞬ぎくりと立ち止まった少年は、すぐに歩くのを再開したが――明らかに双葉の問いに過剰反応している。取り繕つくろわれたが故のぎこちなさがその笑顔にはあるし、手と足が同時に出ているのは、まさか今時、難なん波ば歩あるきに凝っている訳でもあるまい。

　まあ『いつもと違う』のはそれだけではないが。

「何って言われても……何かだけど」

　と首を傾かしげて言う双葉。

　彼女の闊達かつたつな印象を醸かもし出すのに一役買っているポニーテールがさらりと揺ゆれた。

　でもって――

「その『何か』がわからないから聞いてるんだよ」

　と――低く恫喝どうかつするような声で言うのは、双葉の弟の葉月である。

　三六〇度どの方向から見ても間違いなく美少女である双葉の――双子の弟。

　ただし容姿に限って言えば、同じ遺伝子提供元から発生したとは思えない位に共通点がない。厳いかつく岩から削りだしたかのような顔といい、ずんぐりむっくり堅太りの体型といい、双葉とは似ても似つかない。スーツとサングラスを身に付ければそのまま大物ヤクザで通用しかねない高校生――それが霧島葉月であった。

　ちなみに普通に道を聞いても、相手が勝手にビビって財布を差し出してきそうな胴間声だが、葉月の場合はこれが地声である。

「拓人。お前何か俺等に隠してることねえか？」

「あ……いや……その……」

　明らかに狼ろう狽ばいする拓人。

　まあ隠し事の一つや二つは誰にでもあるだろう。

　だが――

「あの……拓人君……さ」

　ちょっと頰ほおを赤らめつつ双葉は言った。

「私で相談に乗れることなら――乗るけど？」

　というか相談して欲しい。

　できれば――誰よりも先に。

　そう思う双葉なのだが……

「あ……いや……別に何も……うん何もないよ！　大丈夫！　いつもと変わらないよ！」

　あはははははははは――とやっぱり取り繕ったように笑う拓人。

　彼が双葉や葉月に心配を掛けないようにと気を使っているのはわかる。そういう部分がこの少年にはある。優やさしいのだろう。だが双葉に言わせるとそれは痛々しくもある。そして同時に寂さびしくもあった。自分は所詮、拓人にとっては気を使うべき他人なのだと言われているようで。

　まあ何にしても――

「ほほう？」

　葉月が唸うなるように言った。

「いつもと変わらないって？」

「あ……うん！　全然いつもと一緒だよ！　あはははは」

　気の使い方が下へ手たというか――どーしよーもない位に下手な噓うそで取り繕おうとしている処ところなんかは、別の意味で痛々しかったりするが。

「すると――あれもお前達にとってはいつものことだったりする訳か？」

　と肩越しに親指で後ろを指差す葉月。

　彼の指し示す先には――

「…………」

「…………」

　二人の少女がいた。

　まるで暗殺予告のあった大統領を護衛する黒服のように……一触即発っぽい、ぴりぴりとした緊張感を逬ほとばしらせながら辺りを見回している少女達が。

　やや背中を丸めて爪先立ち。

　でもって視線は常に右へ左へと落ち着きなく振られている。

　見るからに『臨戦態勢デフコン１ッ！』ってな感じである。

　共に双葉と同じく御み堂どう高校の女生徒用制服を身につけてはいるし、別に銃や刃物を剝むき出だしで携たずさえている訳でもないのだが……迂う闊かつに近付こうものならば、どんな攻撃が飛んでくるかわからない――見れば誰もがそう確信する位に少女達は殺気立っていた。

　しかも学校に近付けば近付く程にそれが強くなっていくのだ。

　はっきり言って周囲から浮きまくること、甚はなはだしい。

　そもそも普段から目立つ少女達なのだ。だから余計に今の状態は人目を引く。

　例えば――

「……みゃ」

　右側の少女。

　タナロット・アンサーティン。

　彼女の場合は、どんなに大人しくしていようとも、赤毛と褐かつ色しよくの肌というだけでまず目立たざるを得ない。かてて加えてその言動が普通より随ずい分ぶんとずれているので、余計に目立つ。とどめに美少女だから更に目立つのだ。

　見るからに元気系――それも双葉とは別の、野放図というか野生児っぽい雰ふん囲い気きを漂ただよわせた少女である。制服を着た姿は確かに可愛らしいのだが……誰もが次の瞬間には、虎柄のビキニとか、Ｔシャツ＆カットソー・ジーンズとかの格好の方が似合うのではないかと考えるだろう。弾はじけるような活力がそのまま少女の形を採ったかのような印象で、彼女に触れた空気は、それだけで南国の匂においを帯びるかのようだった。

　でもって。

「…………」

　左側の少女。

　羽瀬川鈴すず穂ほ。

　タナロットと背中合わせのような感じで警戒範囲を分け合っている少女だ。

　こちらはタナロットとは対照的に――純和風というか大人しめの外観を纏まとっている。

　大きな眼鏡めがね。三つ編みの黒髪。顔立ちにも何処か博多人形のような素そ朴ぼくな愛らしさが漂っていて――逆に言えば積極的に他人の眼を惹ひくような派手さはない。可愛らしいことは間違いないのだが、それに気付いている者はごく少数――そんな感じの少女であった。

　苗字が同じことからわかるように、拓人の親戚しんせきである。具体的には従い姉と妹こだ。

　ほんの少し鈴穂の方が生まれた月が早いので、一応彼女がお姉さんということになっているが、気が小さいせいか、どちらかというと、いつも拓人の服の裾すそを摘つまんで後ろからついてくるような――兄離れできていない妹のような処が、この少女にはあった。

「――拓人」

　ぽんと拓人の肩に手を置いて葉月が言う。

「何をしたのか知らないが、早めに自首した方が罪は軽くなるぞ」

「何もしてないってば!!」

　喚わめく拓人。

「じゃあなんであんなに鈴ちゃんやタナちゃんも緊張しまくってんだよ？」

『――なに？』

　再び指差されて今度は気付いたのか――鈴穂が何処からか取り出したノートにさらさらと文字を書きつけて尋たずねてくる。

　鈴穂は幼い頃の事件が原因で喋しやべれない。

　心因性のもので肉体的な損傷はないのだが――とにかくその結果として彼女はいつもノートやプラカードを介しての筆談で会話する。聴覚には問題がないので対する拓人達は普通に喋るだけで済んでいるが。

　何にしても――たとえ見た目がどれだけ地味だろうと、この行動だけでも鈴穂は目立たざるを得ない。タナロットと組み合わせて見れば落差の意味からも尚更なおさらに目立つ訳で。

『なに、みんなどうしたの？』

「いや、どうしたのと言われてもな」

　と頰を掻かきながら葉月が言った。

「鈴穂ちゃん、タナちゃん、何やってんの？」

「みゃっ？」

『なにって――別に』

　二人して眼をぱちくりと瞬まばたかせた後――ぶんぶんと首を振る。

『何もないよ？　全然』

「みゅ。何もないのである。全然、まったく、のっとあっとおーる、なのである」

「…………」

「…………」

　顔を見合わせる葉月と双葉。

　でもって拓人はだらだらと脂あぶら汗あせを流すばかりで。

「――ねえ鈴ちゃん」

『な、なに？』

　わざわざ文字でまで、どもらなくてもいいんじゃないかなあ――などと内心思いつつも双葉は言葉を続けた。

「前から聞きたかったんだけど」

『う、うん』

「その、いつも抱えてる長いの、何？」

　と――双葉が指差すのは、鈴穂が抱えている細長い筒状のケースだった。

　長さは一メートル強、直径が一五センチといった処か。色は黒。元々小さな荷物ではないが、小柄な鈴穂が持ち歩いていると余計に目立つ。

　明らかに細長い何かを持ち運ぶ為のものだ。

　例えばバットとか。

　あるいは――

「なんかそーゆーケースに女子高生が日本刀とか入れて持ち歩いている漫画とかアニメとか、よくあるよな。で、世間に知られていない魔物とか怪物とかと人知れず戦ったりするんだよな」

「そ、そうだね、あはははは」

　と葉月の指摘に笑う拓人。

「鈴ちゃんのアレにも実は日本刀とか入ってたりして」

「あははははは、ソンナコト、アルワケ、ナイジャナイカ、あはははは」

　ただし台詞せりふはほとんど棒読みである。

『ええもう日本刀なんて入ってませんよ？』

　と鈴穂もぐしゃぐしゃに乱れた字でそう書き示し――

「そうなのである。スズホのアレの中に入っているのは、ワルプル」

　――続く動きでノートの端を使い、タナロットの後頭部に、すこんとチョップをかます鈴穂。

「みゅ。何をするのであるか」

『もうタナ郎ったら、変なこと言って』

「みゅ？」

　首を傾げるタナロットに、物凄い勢いで素早く何かを書いた鈴穂がノートを見せた――葉月や双葉には見えない角度で。

「みゅ」

　頷うなずくタナロット。

　彼女はまるで宣誓をするかのように片手を挙げて言った。

「失言だったのである。スズホのアレの中には何も入っていないのである」

「…………」

「…………」

　再び顔を見合わせる双葉と葉月。

　拓人達が何かを隠していることと――何かを警戒していることは、もう間違いがない訳で。

「実はあのケースはその、何て言うか、そう、鈴穂のお祖ば母あちゃんの形見の……ええとええと釣り竿が入っていてね、そのあの、肌身離さず持ち歩くようにっていうお祖母ちゃんの遺言で――」

「持ってない時もあるじゃない」

　と突っ込む双葉。

「いや、その、ええと月曜日と水曜日は持ってなくてもいいっていう言い伝え、じゃなくて遺言でね？」

　はっきり言って、いわない方がマシな感じの言い訳を慌てて並べる拓人。

　でもってそれに追従して、ぶんぶんと空気が鳴る程の勢いで頷く鈴穂とタナロット。

「…………」

　一体何が彼等をこうまで緊張させているのか。

　彼等が何に対して警戒しているのか。

　疑問は――次の瞬間に解けた。

「やあ――おはよう」

　清すが々すがしい程に澄んだ声がそう挨あい拶さつしてくる。

　誰もが微笑を返したくなるような、爽さわやかな口調と声音である。

　事実、双葉と葉月も反射的に笑顔を浮かべて挨拶を返しかけて――

「――!?」

　だが気付いた。

　拓人の顔色が変わり――そして同時にタナロットと鈴穂の全身から漂い出ていた緊張感が、今や奔ほん流りゆうのような強さに変化するのを。タナロットに至ってはその短めに切られた赤毛が逆立ってさえいる。『敵』に遭遇した野生動物そっくりの反応だった。

　彼等の視線の向かう先。

　そこには……

「羽瀬川君達は、今日も揃って登校かい？　仲がいいね」

　柔らかな微笑を浮かべる少年が一人。

　拓人達と同じく御堂高校の制服を着ている。

　双葉達は彼の名前を知っていた――同学年だからということもあるが、それよりも何よりも三年生の三学期という、どう考えても『時期外れ』の転校生ということで、しばし話題になったからである。

　氷ひ室むろ明あき人と。

　話題になりはしたが――彼の姿形は平凡なものだった。

　顔は美しくはないが醜くもない。背は高くはないが低くもない。太ってはいないが痩せてもいない。外見を見ている限りありとあらゆる部分が中庸――悪く言えば特筆すべき長所を何一つ持っていない。同時に短所も彼にはない訳だが『欠点のないこと』は殊更に意識されない。むしろ何らかの偏りを持っている方が目立つ。街ですれ違えば次の瞬間には誰もが忘れているような――その程度の外見的特徴しか彼にはない。

　そう。

　まるで――拓人と同じように。

　拓人と何処か奇妙に似に通かよったものがこの少年にはあった。

　ただし……違う部分もある。

　よく観察すれば誰もが気付くだろう。

　その表情と目付きだ。

　何処か気が弱くて人の善さそうな表情の多い拓人に対して――明人の表情は穏やかではあるが、同時にある種の余裕を見る者に感じさせる。

　恐らくそれは、自分の何かに絶対的な自信を持っている証拠だ。

　そして同時に――何処か他者を冷徹に観察するかのような、奇妙な距離感を伴ともなう眼まな差ざしも、やはりこの少年に特有のものだろう。大きいとか小さいとか吊り上がっているとか垂れているとか、そういう皮相的な形状とは別の次元で……その双そう眸ぼうは氷室明人独特の何かを放散していた。

「……氷室……明人……」

　呻うめくように呟つぶやいて拓人が自分の制服のポケットから携帯電話を取り出す。

　その手つきに……双葉は何か違和感を感じた。

　携帯電話を持つ手つきではない。何がどうと言う訳ではないのだが――違う。強いて言うならばそれはまるで刃物とか銃器とかを手にして『敵』に備えるかのような、そんな手つきに見えた。

「――みゃっ」

　同時にタナロットも改めて明人に対して身構え、鈴穂は持っていたケースに手を掛けて双葉達の前にその背中を晒さらした――まるで双葉達を何かから庇かばおうとするかのように。

　何かから？

　勿もち論ろんそれは……

「……なんだか嫌われているみたいだね」

　明人は肩を竦すくめる。

　その仕草は何処か気き障ざで――双葉の気のせいかもしれないが、まるで拓人達を嘲笑しているかのようにすら見える。












「…………拓人君」

　双葉が呼び掛けるが拓人は反応しない。

　する余裕がないのか――それとも双葉の声に気付かない位に緊張しているかだろう。拓人に限って無視はありえない。彼の横顔には悲壮なものすら漂っていた。

　何にせよ――

　理由はわからない。原因もわからない。

　だが確実に一つわかったことがある。

　拓人達の緊張感は――この少年のせいだ。

「僕は君達と仲良くしたいんだけどな、羽瀬川拓人君、そして羽瀬川鈴穂さん」

「…………よくもぬけぬけと……」

　一瞬――双葉はそれが誰の台詞かわからなかった。

　まさかそんな物言いを拓人がするとは思ってもみなかったからだ。いつも何処か頼りなさげで、愚かな程に優しくて――しかしだからこそ、誰かに敵意を剝き出しにする拓人など今まで見たこともなかったし、想像することすらできなかった。

　だが……

「……学校の皆に何かしたら……」

　歯は軋ぎしりするような口調で拓人が言う。

　だが対する明人は涼しげな表情だ。

「いいのかい？　こんな処で？　後始末が大変だよ？」

「…………」

　拓人がぎゅっと手にした携帯電話を握りしめる。

　そして――

「まあ気が向いたらいつでも声を掛けてよ。待ってるからね」

　片手を挙げて爽やかな口調でそう言うと、明人はすたすたと歩み去っていった。

　後に残されたのは――身構えたままの拓人と、鈴穂と、タナロットと――そして呆ぼう然ぜんと彼等を見つめる霧島姉弟。

「拓人……君……？」

「――ごめん」

　去っていく明人の背中を睨にらみながら――双葉の方を振り返りもせずに拓人は言った。

「色々聞きたいのはわかる。でも――言えないんだ」

「…………」

「…………」

　言葉に詰まる双葉と葉月。

　ひどく重苦しい空気が朝の清々しい登校風景に満ちていく。

「ごめん……」

　やはり明人の後ろ姿を睨み据すえながら……拓人は駄目押しのようにそう言った。
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　それは一つの教育機関であった。

　ただしそれはいわゆる学校教育法上の定めに則のつとって造られた組織ではない。そもそも社会通念や一般常識には縛られる事のない領域にそれはあった。

　この国の公文書こうぶんしよの何処を探してもその機関の名前は記されていない。

　この国のどんな地図を紐ひも解といてみてもその機関の所在地は掲載されていない。

　それは存在しないはずの機関。在あり得ないはずの組織。

　何な故ぜならこの教育機関が教えることは一般社会とは相あい容いれないものであったからだ。人が人として社会を営む上で切り捨ててきたものが堆積たいせきして出来たものであったからだ。

　だが捨てる者が居いれば拾う者も居る。

　そこは一般社会の常識からは見捨てられてきたものを営々と磨みがき上げてきた者達とそれに続く者達が学ぶための場所だ。利便性。効率。経済効果。確実性――無味乾燥とした実利主義の陰で忘れ去られたはずの不可思議なる、しかし厳げん然ぜんたる真実を身に付ける為の場所だった。

　故ゆえに関係者は様々な想いを込めてその教育機関をこう呼ぶ。

　現代に隠れ住みし魔法使い達の学園――〈マジシャンズ・アカデミイ〉と。
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　始業前の教室にはいつもと変わらぬざわめきが満ちていた。

「おはよう」

「おはよう」

　挨拶してくる同級生達にそう挨拶を返し――机の上に鞄かばんを置く拓人。一緒に教室に入ってきたタナロットも彼の隣となりの席に鞄を置く。ちなみに双葉達や鈴穂は別教室である。

「タナちゃん、おはよー」

「……おはよなのである」

　声を掛けてくる同級生達に、タナロットはやはり何処か気もそぞろな声で応じる。

　まあ確かに一瞬たりとも気を抜けないだろう――『敵』が同じ教室で穏やかな笑みを浮かべて机を並べていれば。

　ちなみにタナロットは拓人の隣の席である。元々は別の生徒の席だったのだが、タナロットが『どうしても此こ処こが良いのである』と言い張って――元々そこの席にいた生徒と教師が折れた形だ。拓人絡がらみのことに関する限り、タナロットは異様な程に頑固なのである。

「……タクト」

　すすすっと近寄ってきてそっと囁ささやくようにタナロットが言う。

「今ならヤれるのである。サクっとヤるのである。必殺と書いて『必ずヤる』と読むのである」

「駄目だったら」

　どこぞの暗殺者のように、危ない発言をする少女を拓人は窘たしなめる。『サクっと』とか言っている割に刃物を持っているのではなくて、握り拳を固めているのがこの少女らしいと言えばらしいが。

「僕達のことを挑発してるんだよ」

「みゅ。確かに奴はタクトより髪が長いのである」

「それは長髪。じゃなくて――わざと隙すきを見せてるんだよ。むしろ攻撃したら、相手の思うつぼだよ。忘れないで。あいつはこの学校の人間、全員を人質にできる」

　言って拓人は教室の片隅を振り返る。

　何食わぬ様子で静かに詩集なんぞを――しかも何を気取っているのかゲーテだ――を開いて読んでいる一人の少年を。

　氷室明人。

　転校生であり拓人達の――『敵』。

　一度は撃退したものの……互いに一般社会に対して己の身分を秘ひ匿とくする者同士、明人のことを吹ふい聴ちようして回る訳にもいかず、そのまま様子を見ていると、まるで何事もなかったかのように彼は登校してきた。

　そしてごくごく普通の学生として日常を送っている。

　まるで学校の屋上で強力な使い魔達をけしかけてきた一件や、拓人の父親を拉ら致ちした一件など、最初からなかったことであるかのように……

　だが、これが挑発なのは明らかだ。

　いつでも自分は拓人の身の回りの人間を人質にできるぞ――という。

　一般社会における生活を切り捨てていない拓人は、こういう状況下では圧倒的に不利だった。〈学園〉――〈マジシャンズ・アカデミイ〉の存在は関係者以外に明かしてはならないのが鉄則だ。そして明人と拓人の相克そうこくは、この〈学園〉絡み。となると拓人は守るべき人々に――今朝の双葉や葉月の例を見るまでもなく――注意を促すことすらできない。

　まして……促した処で魔法的な防衛手段を持たない彼等では、どれだけ警戒していても身を守りきることはできないだろう。

　勿論……事情を話して〈学園〉側で護衛を付けて貰もらうことはできるだろう。

　だがそれは一体どの範囲までの話なのか。

　いくらなんでも御堂高校関係者全員、拓人の親類縁者残らず全てという訳にはいくまい。

　またそれが何の関係もない通りすがりの他人だとしても……いざ人質にされれば無視することはどうしてもできないのが拓人だ。

　守りに徹するにはあまりに無理がある。

　だが攻めに転じても勝てるかどうかわからない。一度榮えい太た郎ろう達の助力があって何とか撃退することはできたものの……明人を倒すには至らなかった。

　まして彼の背後には〈学園〉の永年の宿敵〈連盟〉がいる。

　そう簡単に彼を倒してこの状況にケリをつけることはできないだろう。

　だから――明人はこうして言葉もなく告げているのだ。

『無駄な足あ掻がきはやめて自分の前に膝ひざを屈しろ』と。

　しかし……

「呪文じゆもんとか唱える前にぶん殴なぐるのである」

　とタナロットは倒す気満々である。

　元々、明朗快活、猪突猛進ちよとつもうしんな彼女は、こういう腹の探り合いというか、冷戦じみた睨み合いが苦手だ。とりあえず明人が敵なことは明白なのだから、今すぐ駆け寄って動かなくなるまでぶん殴りたい、と思っているようだった。

　だがまさか明人がその可能性を考慮していないはずもない。

　恐らく何処か近くに明人の使い魔――あの金髪と黒髪の少女達が潜ひそんでいるだろう。そしていざ、あの使い魔達との戦闘ともなれば周りを巻き込むのは必至。しかも一度タナロットは彼女等に敗北している。

　ここで攻撃に出るのは得策ではなかった。

「先輩や寒さ河が江み教授が色々調べてくれてるはずだから。そしたら周りを巻き込まない攻略方法だって出てくるかもしれない」

「みゅー……待つ身は辛つらいのである。心の港なのである」

「なんか意味が違う気がするけど、とにかく駄目」

　苦笑を取り繕って言う拓人。

　そこに――

「なあなあ。羽瀬川、羽瀬川」

　クラスメイトの一人が近寄ってきて言った。

　小さく身振りでタナロットに『この話はちょっと中断』と示してから拓人はその男子学生を振り返る。

「なに？」

「知ってるか？　転校生が来るそうだぜ？」

「……え？」

　思わず眼を瞬かせ――そしてタナロットと顔を見合わせる拓人。

　二人の反応に気付いているのかいないのか、男子学生は言葉を続ける。

「この時期に何考えてんだかなあ」

「…………」

　拓人は無言。タナロットも無言。

　そもそも転校生が来るというのは滅多にない事態だが――同じクラスに続けてとなると相当に希け有うな出来事と言えるだろう。それもこの時期この学年となれば、いっそありえないと言っても過言ではない。転校してきても一カ月と経たたぬ内に卒業を迎えるからだ。

　明らかに不自然である。

　そもそも先の転校生――氷室明人の転校自体が不自然極まりないのだ。

「同じ転校生として何か期待するものは？」

　と――男子生徒はタナロットにおどけた調子で尋ねてくる。

　考えてみればタナロットも転校生だ。

　彼女がこの御堂高校に編入してから、一度学年が変わり、クラス編成も変わっている為、殊更タナロットのことを転校生と意識する者は減ってきているが――それでも赤毛で褐色の肌を晒している彼女は、多くの生徒達にとって『外国からやってきた存在』であり『途中参加の部外者』の印象が強い。

「みゅー……？」

「期待って言ってもね」

　タナロットが余計なことを言う前に口を挟はさんで誤ご魔ま化かす拓人。

「まだ何処の誰かもわからない訳だし。期待するも何もないだろ」

「まあそうかなぁ。でも男と女と一人ずつだそうだぜ？」

「え？　二人も揃って？」

　一人でも特異な状況なのだ。

　益々もって不自然――不自然極まりない。

　これが明人の一件と関係があるのかどうかはまだわからないのだが。

「うーん……？」

　拓人が腕を組んで唸る。

　と――ここで朝のホームルームの開始を告げるベルが鳴った。

「ととっ……ご対面タイムだな」

　そう言い残して男子生徒はそそくさと自分の席に戻っていった。

　タナロットもとりあえず拓人の隣――自分の席についた。

　しかし……

「――タクト」

　タナロットが席から身を乗り出しやや潜めて声を掛けてくる。

「タクト。危険なのである。転校生なのである。きっとまた敵なのである」

「いや……いくらなんでもそれは短絡過ぎだよ」

　と自らも声を潜めて応じる拓人。

　幸さいわい周囲の生徒達のざわめきに紛まぎれて、二人の会話は他の者の耳に届いている様子はないが……念の為にと、拓人はタナロットの台詞を片手を挙げて制すると、口の中で短い呪文を唱えた。

「我はハセガワタクト。超常なりし法と理ことわりの使い手なり・密やかなる言霊ことだまの道よ・我と彼の者を繋つなげ――」

　ぴしりと空気が鳴る。

　同時に拓人とタナロットの間に――眼には見えないが二本の空気の筒が発生する。

　それは力場によって構築された一種のトンネルだ。拓人とタナロット双方の声を収束し指向性を与えて、余計な処に伝わらないように制限するのと同時に、相手の耳には確実に届くようにと指向性を与える為のものである。

　複雑な魔法のように見えるが原理は至極単純――それは力場で模も倣ほうされた伝声管だ。

「転校生が全部〈連盟〉や氷室明人の関係者とは限らないだろ」

「でも油断できないのである！　転校生と言えば特命だったり炎だったり謎だったり電磁波出したり中身が入れ替わったりしてオレがアイツでアイツがオレで状態するものと相場が決まっているのである！」

「決まってない決まってない。っていうかタナロットも元々転校生だろ」

「転校生が来ると何か事件が起こるのは世界の摂せつ理りなのである！　猫が顔を洗うと雨なのと同じである！　風が吹けばＯＫ屋が儲もうかるのである！」

「いやそれ摂理と違うし」

「みゃっ!?」

　色々と間違っているタナロットであるが今はそれを事細かに訂正しようという気持ちの余裕が拓人にはなかった。

「とはいえ……」

　拓人はポケットの中に手を入れて携帯電話を握る。

　いや――彼の持つそれは正しくは携帯電話ではない。今はとりあえず携帯電話に偽装しているだけで本来は全く別物である。

「ファルチェ」

　折り畳み式のそれを開いて液晶画面を表示させる。

　一瞬――待ち受け画面を示す幾き何か学がく模様の壁紙と時計表示がぐにゃりと歪ゆがみ、次の瞬間にはそれらが画素レベルの点にまで分解されて移動。そして再構成。小さな液晶画面に一人の少女の姿を描き出した。

「――はい。御主人様」

　少女は携帯電話越しに――否、携帯電話の中から拓人の呼び掛けに応じた。

　翡ひ翠すい色の長い髪と、やや下がり気味の眼が、どことなくのんびりと落ち着いた雰囲気を醸し出している。相対しているだけで全身に凝った緊張感が溶けていくような感じすらする――いわゆる癒いやし系だ。

　本来ならば長ちよう身しん痩そう軀くのその少女は――しかし画面の中ではちょこんとした三頭身程のデフォルメキャラとして描かれていた。

　ファルチェ・ザ・ヴァリアブルワンド。

　拓人が握っている携帯電話は彼の所有する魔法機杖が変化した姿である。

　その本来の形状はもっと大きく長くて、全く別の形状をしているが、さすがにそんな目立つ代物をそのまま持ち歩く訳にもいかない。そういう訳で質量圧縮やら空間圧縮やらを掛けて携帯電話に偽装した状態で彼は、この魔法機杖を持ち歩いているのである。

　そして画面の中の少女はその魔法機杖の精霊である。

「何かあった時は即座に解凍するから――準備してて」

「御意～」

　ファルチェはにっこりと笑って頷く。

　当然ながらこの会話も先のタナロットとのそれと同様、周囲の生徒達には漏もれないようになっている。もっともこちらは拓人の側が仕掛けた魔法ではなくファルチェが標準装備している機能の一つだが。

「とりあえず防御系の魔法をサブシステム上に一通り事前詠唱準備ロードしておきますね～」

「頼むよ」

　囁く拓人。

　タナロットの台詞を信じる訳ではないが、何かあってから対応しても遅い。転校生の存在が不自然極まりないのは事実なのだ――警戒しておくに越したことはないのだ。

　特に『敵』が同じ教室内に平然と存在しているこの状況では。

「…………」

　拓人は――ちらりと教室の隅の席に座っている氷室明人を一いち瞥べつする。

　相変わらず『敵』は何を考えているのかよくわからない。まるで仮面のように薄い――空気のような笑みをその顔に貼り付けていてその内心が表情に出ない。

　ただ……

「…………」

　拓人の視線に気付いたのだろう。明人はほんの少しだけ笑みを深めてみせる。

　転校生の存在に動揺し警戒する拓人達を見て面白がっているに違いない。常に変わらぬ小憎らしい程の余裕振り。いちいちこちらの神経を逆さか撫なでする相手ではあった。

　その時……

「あ～……」

　気け怠だるい声と共にがらりと教室の扉が開いた。

　姿を現したのは担任教師である。

　生徒達が自分の席につき、教室に満ちていたざわめきが引いていくのを横目で眺ながめつつ――覇気だの気迫だのを根ね刮こそぎ欠落させた初老の現国教師は、のったらのったらと老衰直前の亀の如ごとき動きで教壇に上がる。

「ん～……」

　細い眼で教室を見回してから溜め息。

　そしておもむろに担任教師は言った。

「転校生を……紹介する」

「…………」

　教室にざわめきが広がった。

　どうも転校生の情報はまだそんなに知れ渡っていなかったらしい。

　ましてこの時期この学年――それも氷室明人に続いてとなると、やはり誰もが違和感を覚えて当然だ。普通ではありえない。拓人達でなくてもそこに偶然性ではなく何らかの作為を感じてしまうのも当たり前のことだった。

「……まあ……その～……」

　教壇の上では担任教師が曖あい昧まいな声を出している。

　どうやら転校生の不自然さは彼も感じてはいるらしい。明らかに表情にも口調にも戸と惑まどいが透けて見える。詳細な事情を知ることができるはずの教師にすら違和感や不信感を抱かせるということは――やはり尋じん常じような事態ではないようだ。

「……短い間だが……皆……仲良くするようにな……」

「…………」

　拓人は再びちらりと明人の方を盗み見る。

〈連盟〉から来た魔法使いの少年は相変わらず微笑を浮かべたまま。表情には明確な変化は見られない。この転校生の存在が彼にとっても予想外のものなのか、あるいは彼が仕組んだ予定の内なのかもわからなかった。

「……入りなさい」

　担任教師は教室の入り口を振り返ってそう声を掛ける。

　教室中から集中する何十対という視線。

「…………」

「…………」

　入ってきたのは二つの人影だった。

　同級生の情報は正しかったようだ。着ているのはそれぞれ別の制服――つまり男子生徒と女子生徒一人ずつということである。共に緊張しているのか、うつむき加減で歩いているので顔付きがよくわからなかった。

　まあここまでは良かった。

　特に問題はない。ここまでは。

　だが――

「――自己紹介を」

　そう促された二人の転校生が顔を上げる。

　彼等は教壇の上に立つと、淀よどみない動きで自分の名前を黒板に書いて見せてから――生徒達の反応を確認するかのように教室を見回した。

　ざわめきが濃さを増す。

　その転校生二人の容姿が尋常ではなかったからだ。

「すげえ――なんか大人っぽい」

「びっじーん……」

「ひょっとして外国からの転校生か？」

「タナちゃんみたく？」

「それならまあこの時期ってのもわかるけど」

「でも名前は完全に日本名だぜ」

「帰化人とか？」

　生徒達がそう囁き合う。

　それが聞こえているのかいないのか……転校生二人は特に表情を変える様子もなく、男子生徒の方は優雅な微笑を、女子生徒の方は仮面のような無表情を維持して教壇の上に立っている。

　でもって。

「佐さ久く間ま榮太郎です」

「佐久間英音エーネです」

　嫌という程に見知りまくった顔の二人を前にして――拓人はとりあえず机の上に突っ伏していた。
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　ぱたぱたぱたぱた――と一人の少女が廊下を走っていた。

　長い長い廊下である。

　白を基調とした殺風景な内装で、味も素っ気もない。何というか……役所か研究施設か、そんな実利一点張りの雰囲気がそこにはあった。ただし天井は高く幅も広く、緩ゆるく湾わん曲きよくしているせいで終点も見えない。

　周囲には――少女の他に人影はない。

　お陰で奇妙に寂寞せきばくとした空気が辺りに漂っている。

　何も事前の知識を持たない者が見れば、ここは一体何の建物なのか？　――と首を傾げることだろう。素す性じようを特定するものが何もない。案内のプレートもなければ床に矢印が記されている訳でもない。何というか――ありとあらゆる特徴を剝ぎ落とされた原初的プリミテイブな意味での『廊下』である。

「えっとえっと……」

　そしてそんな場所で少女の姿は――奇妙に浮いていた。

　和服なのである。

　小柄なその少女の姿は、まるで七五三で晴れ着を着せられた幼児にも通じるものがあるが――しかしよく見れば和服とはいっても必要以上の華美な装飾はなく、布地の柄も至って地味、普段着としてそれを着こなしているが故の整合感がそこはかとなく漂っている。

　それだけでも今時、珍しいと言えるだろう。

　だが機能性の権化とも言うべきこの場所で、伝統的な着物を着ている彼女の姿はやはり違和感を放つ。

　それに――

「えっと……」

　ぱたぱたと走ってきた少女が抱えているのは数冊の本である。

　いずれも何やら分厚い――そして何処か色いろ褪あせた感じの革表紙が掛けられている上、題名は明らかに手書き、側面から見える頁の部分もやや黄ばんでおり、相当古い本だとわかる。恐らくは活版印刷普及以前――少なくとも昨今の印刷技術が大量生産した品ではないのは一目瞭然だった。

　だが何よりもその本が特徴的なのは、いずれも『封』が掛けられていることである。

　紙帯テープなのか銀鎖チエーンなのかの差はあれど、いずれの本も、まるで開くことを禁じるかのように――あるいは恐れるかのように――幾いく重えにも封が掛けられている。

　これらは一体何の本なのか。

「えっと――」

　和服少女は廊下の真ん中で立ち止まって――近くにあった扉を見る。

　彼女の視線を受けたその瞬間、それまでは真っ白い一枚板だけだったその扉の上にゆらりと文字列が浮かび上がる。視線を向けられた瞬間にだけ浮かび上がるような仕掛けが施ほどこされているのだろう。

『寒河江教授研究室』

　扉にはそう記されていた。

　少女は落とさないようにと改めて本を抱え直すと、右手を伸ばして扉を叩いた。

「寒河江教授、寒河江教授、麻ま雪ゆきですー」

「ああ。入りたまえ」

　応じる声と共にかちゃりと音がして扉が――消える。

　開いたのではない。まるで最初から壁に四角い切り欠きが穿うがたれていたかのように、扉そのものが忽然こつぜんと消滅していたのである。

　だが少女――麻雪はまるで驚いた様子もなく、またぱたぱたと草ぞう履りを鳴らして部屋の中に入っていく。

　部屋の中は――

「寒河江教授」

　――真っ白だった。

　基本的に何もない。壁も床も天井も全て白一色。表面の質感すら同じで、迂闊に周りを見回すと平衡感覚さえ狂いそうな室内だった。宇宙飛行士が訓練に使う施設に『感覚剝はく奪だつ室』というものがあるが――あれに似ているだろう。自分の立ち位置すら怪しくなってくる空間がそこにはあった。

　で――

「御苦労様」

　その真ん中に一人の少年が座っていた。

　金髪碧眼きんぱつへきがんの、子供用衣服のカタログでモデルでもしていそうな感じの――まるで隙というもののない、綺き麗れいな容姿をした男の子である。年齢的にはＴシャツとジーンズでもおかしくないはずなのだが――顔立ちに気品があるせいか、やや古式な仕立ての長衣ローブを着ていてもあまり違和感がない。

　一見するとその少年は、まるで空中に腰掛けているようにも見えるが、実際には床から唐とう突とつに隆起した白い円柱の上に腰掛けているのだった。そしてその脇では何冊かの本と、そして小型のノートパソコンが、やはり床から隆起した円柱の上に置かれている。

「そこに置いてくれ」

　と少年が指差した瞬間、床が音もなく変形して三本目の柱がそこに発生していた。

「はい。あの――解凍します？」

「ああ。頼む」

　少年が頷くと麻雪は持ってきた本をその柱の上に置き、そしてじっと見つめた。

　すると――




　――ばしん！




　音を立てて一冊の本が跳ねた。

　比ひ喩ゆでも何でもない。まるで生きているかのように本が自らの表紙を勢いよく開き、銀鎖の封をも無理矢理引き千切り、柱の上端を叩いてその反動で跳び上がったのだ。ちりんちりんと音を立て歪んだ銀鎖の欠片が床に跳ねる。

　しかもその次の瞬間――

「しゃああああああッ!!」

　ハードカバーの表紙にぞろりと紙製の牙きばが生えたかと思うと、それはまるで猛獣の顎あぎとのように少年に向けて襲い掛かった。

　しかし……

「ふむ」

　少年がそちらを見据えた瞬間……床から、壁から、天井から数本の白い線が逬った。空中で何度も自ら折れ曲がったそれらは渦を巻くようにして跳ねる本を追い詰め、幾重にも絡み付いて捕ほ縛ばく。

　空中に固定されながらもガチガチと本が紙製の牙を嚙かみ鳴らす。

「やれやれ。やはりちょっと眼を離すと中途半端な精霊化をするな――」

　苦笑して寒河江教授と呼ばれた少年が言う。

　白い線は――室内のあちこちから何の脈みやく絡らくもなく生えた細い紐だった。これが本を捕縛しているのだ。察しの良い者ならば、この紐も、少年が腰掛けていた『椅子』も、基本的には同じもの――同じ素材が変化したものだと気付いたろう。そしてこの部屋の床や壁や天井には、隈くまなくそれが敷き詰められているということにも。

「ふむ――」

　寒河江教授は縛られた本を覗のぞき込む。

　本は更に、藻も掻がき、威い嚇かくするかのように歯嚙みしていたが、寒河江教授がぽんと表紙を叩くと動きを止め――次の瞬間、小さく爆発するかのように、ぼしゅんと音を立てて煙を吐きつつ変化。床に落ちた時にはもう見た目そのままの単なる古書となっていた。

「これだから迂闊に誰かに取ってきて貰う訳にいかんのだよ」

「まず『凍らせてから』という意味がよくわかりました」

　苦笑して麻雪が頷く。

「普段なら私が自分で取りに行くのだが……ちょっと手が離せなくてな」

　言ってその〈精霊化〉本をぱたんと積み上げてある他の本の上に置く寒河江教授。

「お忙しいんですか？」

　他の本も同じくそこへ積み上げながら麻雪が尋ねる。

　よく見ればそれらも封を切ろうとでもしているのか――ぶるぶると細かく震えていたりする。麻雪が先の本と同じく『解凍』したせいだろう。ただし残りの数冊には魔法文字を仕込まれた封を引き千切る程の力はないようだった。

「うむ。ちと〈連盟〉の動きが無視できなくなったというか――明らかにおかしな動きを示しているものでな。〈学長〉直々じきじきの指示で、何名かが調べているのだが」

「はあ……」

「これは予言書なのだが」

　寒河江教授はぽんぽんと先の本の表紙を叩く。

「狂える詩人の書き残した本書には、ある種の呪術が掛けられていてな。すぐに魔力を集めて精霊化してしまう――」

　寒河江教授が言うには、普段なら、封禁を仕掛けて迷宮倉庫の奥底に保管する代物なのだそうだ。しかも大半の記述が〈学園〉の不吉な未来ばかりを予言する代物で、わざわざ見たがる関係者も少ないらしい。

　だが――

「今は手掛かりになりそうなものは、片っ端から眼を通している状態なのだよ」

「はあ……」

「何にしても〈連盟〉と近々大規模な衝突が予想される。大量の対神魔兵器の投入もありう――」

　――と。

　そこまで言ってから、ふと寒河江教授は顔を上げて麻雪を見た。

「いや……すまん。無神経な発言だったな」

「いいえ」

　麻雪は首を振った。

「私はもう〈連盟〉の対神魔試作兵器じゃありません」

「……そうだな」

　寒河江教授は肩を竦めた。

「むしろ謝る方が失礼か」

「私の立場で――気にして貰えるのは、嬉しいです」

　麻雪が微笑する。

　彼女は『罪人』だ。

　かつて何人もの人間を神隠しに遭わせた張本人。魔法使い達の組織〈連盟〉が創り上げ――未完成のまま放棄してしまった対神魔兵器。封印能力に特化した人造精霊。不完全ながらも視線を浴びせた対象の活動を『凍結』あるいは自由に『解凍』できる能力は、全てそうした彼女の素性に由来する。

　現在……彼女は自分の罪を償うべく〈学園〉において奉仕活動中である。

　そのほとんどは彼女自身が神隠しに遭わせてしまった人々の面倒を見、一般社会への復帰を助けることだが……たまに保護観察責任者の寒河江教授の仕事をこうして手伝ったりもする。

「他に何かお手伝いすることはありますか？」

　彼女はそして首を傾げて言った。

「いや。御苦労」

「はい。では」

　ぺこりと可愛らしい仕草でお辞儀をすると、麻雪は再び草履をぱたぱた言わせながら、寒河江教授の白い部屋を出て行った。
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　御堂高校はそんなに大きな学校ではない。

　転校生が来たという話はあっという間に広まる。それが二人――しかも容姿が整っているとなれば尚更だ。それこそ二限目の休み時間には、他のクラスどころか他の学年からも見物に来る生徒達の姿が見られた。

　三限目の休みにはそれが更に増え――また元々同じクラスの生徒達は飽きずに彼等を質問攻めにしていた。これは概おおむね明人の時にもあった現象ではあるが、今回はその転校生二人が美男美女――もとい美少年美少女の二コ人ン組ビであることから興味を持つ者達の数がやや多い。

　そういう訳で……

「――おっ？」

　ようやく興味本位の生徒達から解放されて、のんびり廊下を歩いていた転校生二人が、いきなり理科準備室に連れ込まれたのは、昼休みも残すところあと一五分という時間になってからである。

　唐突にがらりと開いた扉から伸びた四本の手が、それぞれ男女の転校生の腕を摑み、部屋の中に引っ張り込んだ。もっとも二人は特に抵抗する素振りもみせず――むしろ積極的に自ら歩いて理科準備室の中に入ったのだが。

「なんだなんだ？　告白イベントか？　それともあの伝説の『バンチョー』グループからの呼出か!?　燃える！　俺のヨーヨーが光って唸るぜ！」

　拳こぶしを握りしめ妙に嬉うれしそうに言う転校生の一方――佐久間榮太郎。

　対して一緒に理科準備室の中に入った佐久間英音はやはり無表情のままであった。

　そんでもって。

「……何考えてるんですか」

　部屋の中に待ち受けていたのは――拓人とタナロットと鈴穂とファルチェである。ファルチェは既に携帯電話状態から変化して長身痩軀の少女状態になっている。

「おや拓人」

「『おや拓人』――じゃなくて」

　呻くように言う拓人に榮太郎は言った。

　一方、榮太郎はというと妙にテンションが高い。まるで生まれて初めて秋葉原とかコミケに来た地方在住のオタクみたいである。

「やぁ――やっぱ生なまの高校は違うなぁ。コスプレじゃなくて！　本物の制服着た生の女子高生がうようよと！　信じられないナニこの桃源郷!?　すごいやラ●ュタは本当にあったんだネ！　伝説の木はどこだ拓人ッ!?」

「……高校を何だと思ってるんですか」

『普通の高校に制服着た女子高生がいるのは当然です。っていうか何ですか生って』

　降臨する天使か何かを仰あおぎ見る信徒の如く、両腕を掲かかげて熱弁を振るう榮太郎に、とりあえず常識人として突っ込んでおく拓人と鈴穂。

　というか全ての判断基準や価値基準がアニメとか漫画とかエロゲとかに集約されている時点で、人としてどうかと思うが――榮太郎の場合はもう本当に今更なので、突っ込む気力が湧かない二人であった。

「いやもう卒業間近のこの数週間を、毎日どう過ごすかでハッピーエンドもバッドエンドも鬱うつエンドも寝取られエンドも思いのまま、というこのリアル学園物空間が――」

「みゃっ？」

　と――タナロットが若じやつ干かんおかしな反応をする。

「ということは我と拓人が結ばれてスズホが『悔しいけど。お幸せにね』とか言って去っていくエンドとかもアリであるか？」

「勿論だ！　ちゃんとフラグは立ててるか？　選択肢で迂闊な冒険は禁物だぞ？　基本は無難で優しい良い人路線だ。ただしサブキャラではたまに凶悪な選択肢を選んだ方がフラグが立つ場合もあるから慎重にな」

「みゅう。なるほどなのである」

「なるほど～」

　感心して頷くタナロットと――何故かその横で頷きながら、何処からか取り出した手帳にメモっているファルチェ。

「だから何の話ですか何の！」

　言って拓人は溜め息をつく。

「そもそも何なんですか転校生って――」

「何っておまえ」

　その転校生――佐久間榮太郎は首を傾げて言った。

「ミステリアスな転校生として学園に嵐を呼んでみたり何かしちゃったりしようかと」

「ミステリアス……」

　まあどう見ても二は十た歳ち過ぎている外見の転校生が来れば確かにミステリアスだが。

　というかよく考えると榮太郎が果たして幾つなのか拓人は知らない。まさか十代ということはなかろうが――榮太郎の場合、幼い頃とか老けた後とかがまるで想像できないというか、此の世の始まりから終わりまで変わらないよーな気もする。

「とりあえず滝●国電こくでんパンチを会え得とくしようと――いうのは冗談で」

「冗談ですか？　本当に冗談ですか？」

「はっはっは。疑り深い奴だな」

　朗ほがらかに笑う榮太郎。

　まあ彼の場合――朗らかに笑いながら核ミサイルの発射ボタンでも押しかねないので全く安心できない訳だが。

「先輩の歳で高校生っていくらなんでも無理があるでしょ」

「む――それは『僕の方が若くてぴちぴちなんですよ』という俺への挑戦かっ!?」

「なんでそうなるんですか……見た目に無理があるって言ってるんです」

「はっはっは。まだまだ若い者には負けん！」

「本当に幾つなんですか……」

　榮太郎の実年齢が幾つかはさておき――やはりぱっと見て二十代半ばの青年という印象が強い。単に見慣れているか否かという問題もあるだろうが、拓人達と同じ御堂高校の制服を着ていても『大人っぽい高校生』というよりコスプレか何かのような無理矢理感が出てしまう。

「一応……拓人さん達の護衛を兼ねてのことです」

　このままではいつまでも話が進まない、というか昼休みが終わってしまうと危き惧ぐしたのだろう。暴走榮太郎の最終強制停止機構ターミネーターにして分離型良心回路と言われる使い魔のエーネウスがそう口を挟んできた。

　言うまでもなく『佐久間英音』と自己紹介したもう一人の転校生が彼女である。

　当然――彼女も拓人達が見慣れたメイド服ではなく、タナロットや鈴穂と同じ御堂高校の制服を着ている。彼女の場合は『大人びた女子高生』でも通じるというか――ぶっちゃけ似合ってはいるのだが、やはり拓人達の感覚の中ではいつものメイドさんルックの方が基本デフオになっているので、妙に倒錯的とうさくてきというかコスプレ風俗めいた雰囲気が漂ってしまっていたりする。

　これはエーネウス自身にも自覚があるようで、いつも沈着冷静な彼女が、今は妙にもじもじしている。これがまた妙に新鮮な感じなのだが――まあそれはさておき。

「あの氷室明人という〈連盟〉側の魔法使いがどういう行動に出るのかわかりませんが、いざ戦闘となれば、拓人さん達だけでは苦しいのは、先日の一件で明白です」

「それは――はい」

　と顔をしかめつつも頷く拓人。

　そう。たとえタナロットや鈴穂やファルチェの力を借りても拓人だけでは明人と彼の従える使い魔達には勝てない。それに――明人の持つ戦力があの少女二人だけとは限らないのだ。

「なので、できるだけ側そばにいた方が対応しやすかろうと」

「いやそれはわかりますけど」

　拓人はちらりと榮太郎を見て言った。

「どうせなら姿消すとか――百歩譲って、こう、教員の振りするとか色々あったんじゃないかなあって」

「…………」

「そりゃおまえ――」

　何故か顔をしかめて黙り込むエーネウスに代わり榮太郎が言った。

「折角の機会なんだから転校生とかやってみたいじゃないか！」

「…………はあ」

「だって転校生だぞ転校生？　ある日突然やってくる何か訳ありな感じの転校生！　夕陽の見える河原で決闘とか！　意味深な台詞とか！　乱れ飛ぶ必殺技と暗躍する秘密組織！　次第に明かされる過去！　こんな美お味いしいシチュエーション滅多に味わえないぞ？」

「……と申されまして」

　呻くようにエーネウスが言った。

「どうしてもと……私も不自然だと何度も何度も何度も止めたのですが」

　エーネウスのことだ。きっと暴走する主あるじを止める為に、各種物理的説得手段というかぶっちゃけ肉体言語というかそーゆーのも駆使しまくったことだろう。

　予あらかじめ繰り広げられていたであろう惨劇と、それにも屈しない榮太郎のなんだかよくわからない情熱に拓人はとりあえず戦せん慄りつした。というか他にどういう感想を抱いて良いのか最早わからなかった。

「はっはっは。大丈夫、とりあえず俺とエーネは身体が弱くて外国に住んでいたからしばらく休学していて年齢は二十歳、実は血の繋がっていない兄妹ということになっている。父は貿易商、母はピアニスト、共に留守がちで、その代わり家には執事と二人のメイドさんがいて、元々はエーネウスもメイドさんの一人だったのだが、実は親友の忘れ形見だということがわかって養子として引き取られたという緻ち密みつ極まりなくリアリティ溢あふれる設定だ。抜かりはないぞ」

「いや……抜かりだらけのような……」

　やけに元気潑剌と『身体が弱い』などと宣のたまう榮太郎を見ながら、拓人は呻くように言った。

　というかやたらに細かいその設定は一体何の意味があるのか。

『……リアリティって……』

　とげっそりした様子で書き記す鈴穂。

「人間はな、自分が信じたいものを信じるように出来ているのだ」

　と得意げにのたまう榮太郎。

「現実として正しいことがリアリティなのではない。騙だまされる側が気持ちよく受け入れやすい論理構造であれば、たとえどれだけ事実と乖かい離りしていてもリアリティがあると判断されてしまうのだ！」

「受け入れやすいかなあ……」

「何だお前、血の繋がらない妹とかメイドさんとか嫌いか？　偏った趣味してるな」

　哀れむような眼で拓人を見つめる榮太郎。

「先輩に言われたくありません」

　呻くように言う拓人。

「だっておまえ。メイドさんの格好かつこうした血の繋がらない妹に『お兄ちゃん』とか呼ばれてみろよ？」

「いや、みろよ？　とか言われても」

「萌えの重複起動マルチタスク、萌えの複合攻撃――ふふふ確実に萌え死ねるぞ」

「…………」

『言ってるんですか？』と言わんばかりの拓人達の視線を受けて、エーネウスが赤面する。

　まあ『そういう設定の偽装だから』と言われれば、この真面目な使い魔の娘は従うしかなかろうが、多分、彼女にしてみれば物凄い羞しゆう恥ちプレイだろう。

「――まあ冗談はさておいて」

『本当に冗談なのかしら……』

　と鈴穂。

「本当の理由はエーネの言った通りお前と鈴ちゃんの護衛なんだがね」

　鈴穂の台詞（というか何というか）は綺麗さっぱり無視して榮太郎は言った。

「いつぞやのように氷室明人が実力行使に出てくるとまずいからな。正直、お前達も学校休んだ方がいいとは思うが――」

「駄目です」

　拓人は首を振った。

「学校の皆を人質に取られたら同じことです。どうせ知人友人全員を完全に護衛することはできないですから――むしろ氷室明人の近くにいて、あいつが行動を起こしたら即応できるようにしておいた方がまだ気楽です」

「……まあそうだわな」

　肩を竦めてあっさりと認める榮太郎。

　本当は――こちら側の日常を拓人が切り捨ててしまえば、ことは簡単なのだ。

　明人の戦術は拓人にとってこちら側の人々が、つまり一般社会の知人友人や親類縁者が大事な存在であるという前提の下に成り立っている。拓人にとって彼等が何の意味も価値もないと示してやれば――あるいはこの状況を変えることはできるかもしれない。路傍の石をわざわざ人質にとる馬鹿はいまい。明人は仕方なく別の行動に出ることになるだろう。

　だが……切り捨てたフリで通用する相手とも思えない。

　下手をすると明人は本当に拓人がこちら側の人々を切り捨てたのかどうか確認するだろう――一人ずつ順番に殺していくことで。

「それに……」

　拓人は父親が明人の手の者に拉致された際に決めている。

　どちらも棄すてない。

　二者択一を迫られてそれに大人しくなんか従わない。

　二つの選択肢の間をこじ開けてでも第三の選択をしてみせる――と。

　自分は魔法使いなのだから。

　他人の決めた『当たり前』を踏み越えた処に立つ者だ。自分の意味を、価値を、自分で決めることができる者だ。そうでなければ――それができなければ魔法使いになった意味がない。

　だから……

「とはいえこの状況、ストレスも並大抵じゃないだろ」

「それは――その通りですけど」

　と拓人。

「僕よりも――タナロットや鈴穂が辛いんじゃないかと」

　タナロットや鈴穂のストレスもやはり尋常ではなかろう。

　鈴穂はかつて〈連盟〉の魔法使いに殺されかけたことがあるし、タナロットはこうした『待ち』の戦い方は性格的に向いていない。どちらにせよ明人が同じ学校内にいる状態というのはたまらない位に辛いはずだ。ファルチェは現状をどう感じているのか拓人にもよくわからないが――

「みゃ？」

「…………」

　と拓人の視線を受けてタナロットが首を傾げ鈴穂が首を竦める。

「こちら側から何か打って出る方法はないんですか～？」

　ファルチェが尋ねる。

「ま……こちらも〈連盟〉の動きを色々調べている最中だ。正直、〈連盟〉の動きが全体的におかしい。あの明人の行動もそれに何か繋がってるはずなんだ。細かい状況が把握できれば対応の方法は見つかるとは思うが」

　榮太郎は腕を組みながら言った。

「とりあえずは我慢――だな。大丈夫か？　変な意地は張るなよ？」

「はい」

　拓人は頷く。

「こちら側の日常と〈学園〉の日常と――両方とも棄てないって僕は決めました。だから覚悟の上です。僕は――大丈夫です。踏ん張れます」

「そっか」

　眼を細めて榮太郎は笑った。

　まるで――成長して一人前の口をきくようになった弟を見つめるように。

「みゃ。タクトが頑がん張ばるなら我も頑張るのである」

『私もタクちゃんの判断に従います。頑張ります』

　手を挙げて宣誓するように言うタナロットとノートを示す鈴穂。

　最後にファルチェが微笑しながら付け加えるように言った。

「私は拓人様のものですから。主人の意向に従うのが道具の務めです」

「――だそうだぜ？」

　にやにやと笑いながら言う榮太郎。

「えっと。その――」

　頰を掻きながら拓人は少し赤面して。

　そして――

「ありがとう」

　と言った。





＊






　傲ごう然ぜんとエンジン音を響ひびかせながら首都高速を走っていく一台の車があった。

　白い――流麗さの中にも『塊ソリツド』を意識させる車体は、何処か短刀を思わせ、無数の車両が走る首都高速のただ中においても一ひと際きわその存在を主張している。

　地を這はうような車体の低さと、脇に備わったエアインテーク――ミッドシップ・エンジン・レイアウトからこの車がスポーツカーであることが知れる。車体にぎゅっと濃縮された高性能が静かな凄味を醸し出していた。

　ランボルギーニ・ディアブロ。

『悪魔デイアブロ』の名を冠したランボルギーニ社のミッドシップ・スポーツである。フェラーリと並ぶ超高級・超高性能スポーツカーを生産するランボルギーニ社の代表的な車種で――既すでに現行車種ではないが、その名と特徴的な形状は有名だ。

　まともに買えば中古車でも二千万を優に上回るという代物である。

　まあ要するに高くて速くてそれに反比例するように実用性はひどく低くて――とにかく一般庶民が乗り回す車とは全く別次元の存在なのだ。

　なのだが――

「……やはり今の〈連盟〉はもぬけの殻からか」

　車を運転している青年は低い声で言った。

　見た者を例外なく虜とりこにしかねない――端整たんせい極まりない美び貌ぼうの青年だ。いっそその容姿の端麗さは非現実的と言っても良いだろう。だからこそディアブロの運転席に悠ゆう然ぜんと収まるその姿も、実に様さまになっている。条理とか常識とかにこだわるのが馬鹿馬鹿しくなる位に――その姿は浮うき世よ離ばなれしていた。

　ただし。

　もしランボルギーニ社の心有る社員が今のこのディアブロを見たら……泣いて抗議してきたかもしれない。

　ディアブロのそのボンネット。

　そこにはランボルギーニ社のエンブレムである牡牛マークも霞かすむ程に、でかでかとアニメ調美少女のイラストが――金髪少女が鎧よろいを着けて、その癖くせ、太腿ふとももなんかは露出させている――描かれていたからである。

　ちなみにそのすぐ下には牡牛マークをまたぐようにして『鋼鉄はがねの白し兎ろ騎う士さ団ぎ』などと書かれていたりもした。ついでに言うとドアにも別のキャラクターが、やっぱり鎧を着けつつも太腿露出気味で描かれていたりもして、何というか……見ている者の胸に例外なく痛い何かを湧き出させる気配がそこには漂っていた。

　俗に『イタ車しや』――もとい『痛車イタしや』というジャンルがある。

　発音は同じだが、勿論イタリア車のことではない。

　大概の場合にアニメオタクとか美少女ゲームオタクというのは自らがオタクであることを恥じて隠そうとするものなのだが――ごくたまに、むしろ自ら羞恥プレイに挑むが如く愛車にでかでかとアニメキャラや漫画キャラの、しかも主に美少女の絵を描いて走り回る猛も者さがいる。

　彼等の愛車を俗に『痛車』と呼ぶのだ。

　最近は東京の秋葉原や大阪の日本橋を中心にしばしば見掛けるようになってきたが、さすがにディアブロのような超高級車を痛車仕様にした代物はまず見掛けない。言ってみれば一種自虐型の遊びである痛車に、数千万単位の金をつぎ込むような、見上げ果てた馬鹿、もとい勇者はまあいないということだろう――今このディアブロを運転する美青年を除けば。

　まあそれはさておき。

「上層部が軒並み全滅とはな……」

『勿論――』

　青年の言葉に呼応するのは――この場に居ない何者かの声である。

　高くもあり低くもある、形容しがたい、しかし少女の声とわかるそれ。

　それはダッシュボードのすぐ上に蜃しん気き楼ろうの如く浮かんだ、半透明の虚像きよぞうから発せられていた。

　その虚像――立体映像は、黒いゴシック・ロリータ衣装に身を包んだ少女だ。

　艶つややかに波打つ金髪が、やたらと派手な雰囲気を醸し出している。整った顔立ちではあるのだが、ゴスロリ衣装に加えて、眼の下の隈と瞼まぶたに引かれた紫のアイラインのせいで、何というか――不健康というかやたらに危険な香りのする容姿となっていた。

　ちなみに虚像の下には『がぶやん』という文字が点滅中。

『末端の者共は変わらず活動しておるがの。自分達の『頭』が既に死んでいるとも知らずに……呑のん気きなことぢゃ』

　もしこの少女の正体が有名な大天使――ガブリエルだと知ったらキリスト教関係者は揃って首をくくるかもしれない。話をしている相手が魔界の大将軍――アガリアレプトであると知れば尚更だ。

「実質的に現在の〈連盟〉を取り仕切っている者の名はわかったのか？」

『一応……情報は手に入ったのぢゃが』

　とガブリエルの立体映像が言い――そして躊躇ためらうように黙り込む。

「どうした。貴女らしくないぞ？」

『らしさなどどうでも良いわ。ともかく――微妙に信しん憑ぴよう性せいが低い』

「ふむ？」

『我等と異なり、人間の能力というものは基本的に学習により発展し、経験の蓄積により補強される。時に才能と呼ばれる特異性が、この過程を異常に効率化させたり短縮化させたりすることはあるが――それとて限度があろう。魔法という特異技能であれば尚更ぢゃ。〈連盟〉や〈学園〉の奥義ともなれば、それこそ、その才能に恵まれた先達の積み重ねの上に成り立つものであって――一人の人間の研鑽けんさんで到達できる域ではない』

「その意見に異論はないが――」

『その例外が現在の〈連盟〉の頭であるらしい』

「……というと？」

『氷室明人。年齢不詳。本名不詳。どうやって調べても〈連盟〉に関わる以前の、こ奴の素性はわからなんだ。恐らく呪術的な妨害が掛けられておる。だが間違いないのは三年前に〈連盟〉に参加した際には、こ奴は完全な素人しろうとだったそうぢゃ』

「素人？」

　アガリアレプトが形の良い眉まゆを顰ひそめる。

　虚像のガブリエルが頷いた。

『うむ。そこから英才教育を受けたのは間違いあるまい。だがいかな才能があったとて、わずか三年で〈連盟〉の頂点に辿たどり着つけるものであろうか？　特に〈連盟〉は権けん謀ぼう術じゆつ数すう渦巻く組織と聞いておる。上層部を形成する魔法使い達ともなれば、尋常ならざる用心深さであろう。その彼等を軒並み退けて――殺して、後釜に座るなどという真似が、本当にたった三年しか研鑽を積まぬ若造に可能か？』

「…………」

『こ奴が羽瀬川拓人や羽瀬川鈴穂と同じ〈聖せい母ぼ〉である可能性は否定できん。だがあくまで〈聖母〉の能力は対神魔戦において発揮されるべきものであって、同じ人間の魔法使い相手の決定打にはなりえん。まして人間の魔法使い達は、力の大きい小さいや武器の強い弱いだけでは計り切れんものがある』

　人間は脆もろく弱い。

　それはもう神や魔からすれば呆あきれる程に脆ぜい弱じやくだ。簡単に死んでしまうし魔力も小さい。ただ単に真っ向勝負すれば神や魔に人間が勝つことは絶対にない。

　だが、だからこそ人間は姑こ息そくだ。

　姑息に技術というものを創り上げ、戦術というものを考案し、そして徹底的に効率や可能性を追求する。その結果として編み出された人間の魔法は、本来、絶対に覆らないはずの有利不利をあっさりひっくり返してしまうことがある。

　つまり。

　魔法使い達の戦いにおいて、魔力の大きい小さいは必ずしも決定打にはならない。武器のあるなしやその強弱ですらも同じだ。つまり一つ大きな特殊技能を持っていたからといって、確実に相手に勝てるとは限らない――どころかむしろそういう特殊技能を持っている魔法使い程、足元を掬すくわれやすかったりもする。

　だから……

『氷室明人……奴が〈連盟〉を制しているのは明らかに不自然ぢゃ。何か背後にあると考えるのが妥だ当とうであろうよ』

「なるほど」

『正直……妾わらわは人間の、それも魔法使い共の勢力争いに荷か担たんするのはあまり好まぬが、この期ごに及んで好き嫌いを言っている場合ではあるまい。やはり〈連盟〉は――いや氷室明人は危険に過ぎる。明らかに奴は何か企たくらんでおる。そしてその為に巧妙に自らの出自を隠し、眼の上の瘤こぶを殺して除けて、今までお膳立てを整えてきたのぢゃろう。だが奴の目的がわからぬ』

「……世界征服でも企んでいるのかもしれんが」

『その程度ならばまだ良いが……』

　とあっさり剣呑けんのんなことを言うガブリエル。

　まあ確かに神や魔にとって人間世界の勢力図なんぞ興味の範はん疇ちゆう外がいだろう。

　しかし……

『とにかく〈学園〉に一報入れた方が良かろう。彼き奴やつ等らも独自に動いて情報収集してはおるようだが――元々こうしたことには不慣れな者共ぢゃ。後ご手てに回っている可能性は高い』

「うむ。了解した」

『妾は一旦〈学園〉に――』

　そこまで言って。

　急にガブリエルの立体映像が乱れた。

「ガブやん？」

『……ガ……り……！　ま……危……』

　まるで電波障害でも受けたテレビのように――掻き乱される音声と映像。

　それは数秒続いて、唐突にぷつんと途切れた。

「…………」

　秀麗な顔をしかめ眉み間けんに縦皺たてじわを刻むアガリアレプト。

　彼は壊れたテレビを無理矢理直そうとするかのように、こつこつと指先で自分の額ひたいを叩いていたが――

「なるほど……そう来たか」

　言って彼はフロントガラス越しに視線を投げ掛ける。

　いつの間に出現していたのか……高速で無数の車両が通過するその道路上平然と立つ三つの小さな人影を。

　あちらこちらで地を擦ってタイヤが立てる悲鳴と――衝突した車両同士が奏かなでる金属の悲鳴が沸き上がる。恐らくは反射的にその人影を回避しようとしてハンドルをきった車両が、何台も連続して事故を起こしているのだろう。

　そもそも車両専用道路に、徒歩の人間の姿があることそのものが異常なのだ。混乱してしまってハンドルやブレーキの操作を誤る者は多かろう。

　勿論――アガリアレプトにそのような醜態はない。

　異常を感じ取った瞬間に、彼の意識は切り替わっている。超高速思考。何倍にも引き延ばされる異様な時間感覚の中で、彼は慌あわてることもなく前方に立つ人影に眼を凝らした。

「……ふむ？」

　それは――小柄な少女達であった。

　まるで同じ背格好、同じ顔立ちの――同じ鋳い型がたから大量生産されたかのように似通っている少女達。

　年齢は一見すると十代前半であろうか。まだ幼いと言っても良いような年頃である。ただしそれは人間の外見尺度に当あて嵌はめた場合だ。

　この異様な状況下――しかもアガリアレプトという大悪魔を乗せたディアブロを迎え撃とうとするかのように、綺麗な二等辺三角形を描いて高速道路上に立つ三人の少女が、人間である保証はない。

　いや。人間であるはずもない。

　少女達の衣装はボディスーツのように身体にぴったりと貼り付いてその輪郭を浮き立たせるような代物だ。ただしその袖は和服のように広がり、一部が背後に回り込んで繋がるデザインに――まるで大穴の開いたマントを思わせる、奇妙なデザインになっている。更には脇に一対の飾り布が付随して独特の輪郭を形成していた。

　風を孕はらんで膨ふくらむその灰色の衣装は――彼女等自身の長い灰色の髪と相まって、少女達の姿をある種の蝶のように――灰色の奇妙な蝶のように見せている。

「うむ。良いデザインだ」

　アガリアレプトは感慨深そうに言った。

「幼さの残る肢し体たいに食い込むかのよーなプ●グスーツ的デザイン。まろやかさを帯びる直前の柔肌と拘こう束そくの組合せは実に――実にクールだ。その一方で何処か和服を思わせるシルエットを加味して単なるあざといだけのデザインに堕おちぬようにとの気遣いも見える。そう――単なるエロティシズムとは違う高次の萌えを感じるぞ」

　うんうんと頷いている間にもディアブロは速度を緩めずに疾走し――少女達の姿は急速に近付いてくる。

「故に――」

　続く言葉で淡々とアガリアレプトは言った。

　ブレーキではなくアクセルを踏み込みながら――

「滅ぼさねばならぬとは誠に遺い憾かん」

　次の瞬間。

　轟ごうッ――と空気が鳴動した。

　風が吹いたのではない。逆だ。

　風が――引いている。まるで何かに怯おびえるかのように、周囲の空気が走行するディアブロから――アガリアレプトから離れていく。代わりに周囲の空間を満たすのは、彼の長身痩軀から放散される瘴しよう気きであった。

　大悪魔はそこに存在するだけで周囲を魔界と変質させる。

　アガリアレプトがそれまで抑え込んでいたその本質を解放したのである。

　同時刻――アガリアレプトの乗るディアブロを中心に数百メートルの規模で、ありとあらゆる電子機器が一斉に誤作動を起こし、数十人の人間が記憶障害を起こして首都高速周辺は大パニックに陥おちいったのだが……人間達はその程度で済んで良かったと喜ぶべきだろう。アガリアレプトが無制限に魔力を放散すればそれこそ街の一つや二つは一瞬で消し飛ぶからだ。

「……大悪魔アガリアレプト」

　少女達が一斉に言った。

　勿論――声が届く状況ではない。だがそれはまるで同じディアブロの車内で囁かれているが如き明瞭さでにアガリアレプトの耳に届いていた。

「汝なんじを封印す」

「…………ふむ？」

　首を傾げるアガリアレプト。

　本来――下級の天使や悪魔ならば先の魔力解放の衝撃で吹っ飛ばされ、あるいはそれだけでばらばらに粉ふん砕さいされていてもおかしくないのだ。

　勿論、同等の魔力圧で対抗したとも考えられる。

　だが自分の魔力に正面から対抗できる程の強大さをアガリアレプトはこの少女達から感じない。少なくとも真正面から魔力圧に魔力圧で抗している訳ではなさそうだった。

「神ではない。魔でもない。精霊か？　しかし――」

　アガリアレプトの双眸が急速に近付いてくる少女の一人に焦点を合わせる。

　もし少女に精密スコープ並の視力があれば、気付いたことだろう。彼の瞳の中で奇妙な模様が渦を巻き――そして銃口の如く螺ら旋せんを描くのを。




　――がんッ!!




　虚空にありえない程の硬い――剛体と剛体が打ち合うかのような音が響く。

　激突する不可視の破壊力と破壊力。

　その余波を受けてディアブロのフロントグラスが砕け散った。

　同時にアガリアレプトに凝視された少女が吹っ飛び、数メートル向こうに転がる。

　大悪魔の邪じや眼がんに直視されたのだ。物理的な破壊力で喩たとえれば大出力の粒子ビーム砲の直撃を喰らったに等しい。並の精霊ならば一瞬で消滅しているであろう。

　しかも――




　――ごッ……ごごッ……！




　さすがに魔界の大悪魔――外見がたとえ可憐な少女であろうとも敵に対して容赦を思い出すような甘さはない。

　いささかも速度を緩めぬディアブロが一・六五トンの車体で駄目押しのように少女を轢ひいたのだ。

　車体の下で少女の身体が跳ねてぶつかる音がする。尋常な感性の人間なら思わず両手で耳を塞ふさいだかもしれない。

　だが……それも一瞬のことだった。

　音が消える。

　鋼はがねが肉を打つ音も。車体が風を切る音も。Ｖ12エンジンの猛々しい唸りも。

「…………」

　ディアブロが止まったのだ。

　だがそれはアガリアレプトの意図したものではない。彼の脚は相変わらずアクセルを奥まで踏み込んだままで――ブレーキには触れてもいない。

「――む」

　呻くように漏らすアガリアレプト。

　彼はバックミラーの中で、むっくりと少女が――邪眼の直撃を喰らって吹っ飛ばされ、更にはディアブロの車体に轢かれたはずの少女が平然と起き上がるのを見た。

「貴様等は――」

　彼は勿論、気付いていた。先の邪眼の一撃を――少女が同じく何らかの力を載せた視線で迎撃したということに。剛体がぶつかり合うかの如き異音は、強力な魔力を載せた視線と視線が衝突し、余剰魔力が『音波』という物理現象として顕現けんげんした結果だ。

「邪眼使い――いや」

　そこでアガリアレプトは更に気付いた。

　空気の鳴動が――止まっている。

　まるで空間そのものが凍り付いたかのように。

「………」

　アガリアレプトはランボルギーニ車伝統のガルウィング・ドアを跳ね上げ、強制停車させられたディアブロから降りる。

　身を起こした少女を含め、三人の少女がアガリアレプトを囲んでいた。












　異様な状況だった。

　昼日中、停車も後退も禁止の首都高速の上、しかも背後では何台もの車が衝突事故を起こしていて――なのに悲鳴も怒声も異音も聞こえてこない。

　振り返れば背後の事故現場を含め、見える範囲内には何も動くものがなかった。

　事故を起こした車は見える。大破した車から降りたらしい人間の姿も見える。だがそれらがぴくりとも動かない。人間は走ろうとした姿勢のまま彫像のように固まっていた。

　まるで眼に見える全てが写真であるかのように。

　まるで――世界全体が凍り付いたかのように。

「そうか。貴様等は――」

　相手の正体に気付いたアガリアレプトは改めて身構え――

「――ッ！」

　次の瞬間。

　周囲にそびえるビル群を震ふるわす爆音と共に――首都高速に巨大な白い閃光の花が咲いた。










　第二章　なんかやばいんですけど。







　少女達の歓声が上がった。

　午後の校庭の端――長方形で区切られた一郭。黄色い声を上げる少女達の視線は、そこに集中していた。更に正確に言えばその一郭の端、バスケット・ゴールのそびえる辺りで悠ゆう然ぜんと汗を拭ぬぐう少年の姿に。

　一見すれば、その少年の姿はひどく平凡だ。

　だが――それはつまり容姿において明確な欠点を持っていないということを意味する。

　ならば何らかの長所がそこに加味されれば、少年の存在は一気に魅力を倍増させるということにもなる訳で。

「すごいすごい氷ひ室むろ君すっごーい！」

　少女達がはしゃいでいるのは……氷室明あき人とに対してであった。

　バスケット・コートではひどく一方的な試合が続いている。

　氷室明人の属する方のチームが、圧倒的な強さを発揮して相手チームを追い詰めているのである。得ス点コ表アは実に六〇対四。同じ高校生同士、部活ではなく体育の授業、しかも僅わずかな試合時間――一〇分ハーフすら未いまだ終わっていない状況から考えれば、それは異様な数字だった。

　そしてその圧倒的な戦力差が一人の少年によってもたらされたとなれば尚更なおさらだ。

　相手チームの少年達の表情は、慄りつ然ぜんを通り越して呆ぼう然ぜんとしたものになりつつある。

　勿もち論ろんＮＢＡの選手のような――プロのバスケット・プレイヤー級の技量があれば、それは可能なことではあるかもしれない。そもそもＮＢＡと高校体育のバスケットではルールその他にも若干の違いがあるので、点数の入り方が違う。まあ実際にはＮＢＡの方が点数が入りやすい形式になっているのだが、それはさておき。

　何にしても殊こと更さらに身長が高い訳でも、筋肉質でもない印象の明人が、ここまで他を引き離したプレイをするとは誰も想像だにしなかったのだ。ぱっと見ているだけでもダンク、スリー・ポイント・シュートを三連発、ブロック三連発、五人抜きドリブル三回連続――まあ学校の体育レベルでここまでやられると誰もがまず絶句する。

「…………」

　拓たく人とは短く溜め息をついた。

　他の生徒達に混じって明人のプレイを見ながら――彼は微妙に気持ちがざわめく感覚を覚えていた。

　ここ数日で氷室明人はクラスの――否、御み堂どう高校全体における人気者としての地位を固めつつあった。

　外見的には何ら突出した部分のない明人だが、その能力がずば抜けているのである。

　いかなる教科も教師に質問されれば間髪入れずに正答を言う。同級生にわからない処ところを教えてと頼まれれば丁寧に説明する。理系も文系も区別ない。

　更に運動に関しても、今観た通り抜群の才能を示す。短距離走から、長距離走、球技、柔道剣道に至るまで、ありとあらゆる面で他を圧する成績を残すのだ。

　完璧超人と言っても過言ではない。

　しかも――明人はそれを鼻に掛けない。

　今もバスケットのチームメイトを置き去りに一人で活躍していれば、周りの顰ひん蹙しゆくも買いかねないが――彼は自分がゴールするだけでなく、同じチームの少年達の支援サポートに回ったりして、彼等に華を持たせたりすることも忘れない。

　休み時間でも、殊更に自分から話の輪に加わるようなことはないが、話し掛けられれば愛想良く応えるし、時には軽い冗談なども言ったりして場を和なごませたりもする。

　掃除やちょっとした雑用も頼まれれば嫌な顔一つせずに彼はこなす。

　なので同級生達は勿論、教師からの受けも良い。

　そう。完璧だ。

　拓人も彼が『敵』であるという認識がなければ、何の違和感もなく、級友として彼と談笑していたかもしれない。

　しかし……

「タクト。タクト」

　タナロットが側そばに寄ってきて言う。

　女子は女子で近くのコートでバレーボールをしている訳だが、先の明人に声援を送る少女達を見ればわかるように、出番でない少女達は、結構好き勝手に男子のバスケットを見に来たりしていた。

「なんだか面白くないのである」

「うーん……」

　タナロットの気持ちは拓人の気持ちでもあった。

　人気者になっていく明人への嫉しつ妬と心しん――それが皆無とは言わないが、拓人の胸を占める嫌な気持ちは、もっと別のものだった。

　明人は、その気になればきっと卵の殻からを割るように、この高校の生徒や職員を殺すだろう。少なくとも以前戦った際――彼は何の躊躇ためらいもなく、この校舎を吹き飛ばそうとしていた。

　つまり御堂高校の生徒達は、その気になれば蟻ありを踏み潰つぶすかの如く、自分達を潰して滅ぼしかねない怪物と、ソレと知らずに仲良くしていることになる。

　そしてそれについて警告することが拓人にはできない。

　その――苛いら立だち。

「みゅう。やっぱりぶん殴なぐりに行くのである」

「待った待った待った待った！」

　半袖の癖くせに腕まくりをする仕草で立ち上がるタナロットを慌てて拓人は制した。

「駄目だったら！　ここで戦ったら大変なことになるって言っただろ!?」

「みゅう…………」

　表情を曇らせてすとんとその場に座り込むタナロット。

「アンザイ先生、バスケがやりたいです――なのである」

「……何の話だよ」

　彼女の頭を撫なでてやりながら拓人は溜め息をついた。

「……まあ僕もタナロットのこと、とやかく言えないけどね……」

　微苦笑を浮かべる拓人。

　できることなら今この瞬間にファルチェを『解凍』して攻撃呪文を叩き込み、明人を倒してしまいたい衝動にすら駆られる。

「……まあ気持ちはわからんでもないが」

　と――背後から掛けられた声に振り返ると、拓人と同じくジャージ姿の榮えい太た郎ろうが腕を組んで立っていた。

「あれも奴の心理作戦の一つなんだろうさ。苛立った方が負けだぞ」

「……そうですね」

　頷うなずいて。

「ところで」

「なんだ」

「エーネウスさんのその格好――」

「はっはっは。いいだろう」

　自慢げに言う榮太郎。

　その横には、何な故ぜか今時、まず見掛けない女子専用体操着、まあ要するにブルマをはいたエーネウスが、俯うつむきながら全身を恥ち辱じよくに――だろう多分――震ふるわせていた。

　ちなみに御堂高校は男子も女子もジャージが学校指定の体操着なので、校庭中を見回してもブルマをはいているのはエーネウスただ一人である。

「いや、いいとか悪いとかじゃなくて、その、エーネウスさんが――」

「――拓人様」

　呻うめくような口調でエーネウスが言ってくる。

「言わないでください」

「……はあ」

「ブルマは既に殿堂入りした定番萌えアイテムの一つだが、ここで敢あえて嫌がるエーネウスにはかせて周囲の視線を釘付けにすることにより、色々と相乗効果が生まれたり生まれなかったりする訳だ。ふふふふふ」

「…………」

　右手がぶるぶると震えながら拳こぶしを作って持ち上がりそうになるのを、左手で何とか押し留とどめるエーネウス。普段がしっとり落ち着いた雰ふん囲い気きの彼女だけに、やっぱりこういう場面は途方もなく倒錯的とうさくてきだったりする。

「制服は間に合ったが、体操着までは手が回らなくて、前の学校のものを使っているという設定でな――おやエーネ。どうしたんだい？」

「い……いいえ」

　食いしばった歯の間から押し出すように言うエーネウス。

「なんでもありません――」

「違うだろうエーネ」

　ちちち――と人差し指を振って榮太郎は言った。

「なんでもないよ☆　お兄ちゃん♪　だ。でないと設定に齟そ齬ごが生じるではないか」

「……先輩……あなたって人は……」

　戦せん慄りつに震えながら言う拓人。

　でもってエーネウスはというとこちらは明らかに恥辱に震えながら――

「……な……なんでも……ないよ……おにい……ちゃん……」

「いかん。☆と♪が抜けた。こう、きゃろーんって感じに！　もっと萌え萌えに！」

「…………」

　赤面しつつも、じろりと物凄い眼で榮太郎を見み据すえるエーネウス。

　多分、視線に物理的な力があれば彼女のそれはライフル弾の威力で榮太郎の顔面をぶち抜いていたことだろう。

「ほら、きちんと演技しないと疑われてしまうゾー？」

「…………なんでもないよ☆　……お兄ちゃん……♪」

「……うわあ」

　呻く拓人。

　まるで鞭むち打うたれながら逆立ちして歩く虎を見たかのようで、珍しいものを見たと喜んで良いのか、近い将来に必ず来るであろう報復によってもたらされる惨劇に恐怖して良いのかすらよくわからない拓人であった。

「うむうむ。やっぱりいいなあ、学園ものは。惜しむらくは季節だな。どうせならスク水もじっくり堪能たんのうしたかった処なのだが――」

「…………」

　あんまり学園ものと関係ないしっていうか、本当にあんた何しに来たんですか――と突っ込みたくなるのをとりあえず我慢する拓人。

「タクトタクト。タクトも妹萌えなのであるか？」

　首を傾かしげ尋たずねてくるタナロット。

「萌えてんじゃなくて呆あきれてるの」

　と首を振る拓人。きっちり否定しておかないとタナロットの場合は『ならば我もタクトのことをお兄ちゃんと呼ぶのである』とか言い出しかねない。

　まあそれはさておき。

「――先輩」

「うん？」

「あいつの狙いは多分、僕と鈴すず穂ほが持っている〈始原的神魔創造者〉の能力なんでしょうけど――」

　鈴穂もまた〈聖せい母ぼ〉であるという事実は、もう拓人も聞かされている。

　本来――存在してはならない神と魔を生み出し、あるいは殺せる能力者。

　世界の在あり方を定義する『設定』を書き換えられる者。

　だが……迂う闊かつにパソコンのプログラムのシステム・ファイルを書き換えると、途端にパソコンが起動しなくなってしまうように、恐ろしく緻ち密みつな決まり事の集合体として成り立っている世界は、ほんのわずかの『書き換え』でも崩ほう壊かいしてしまう可能性がある。

　つまり……

「僕達の能力は核兵器どころじゃない――本当に世界を滅ぼしかねないものなんですよね。そんなのどうして欲しがるんでしょう？」

「世界を滅ぼしたいからじゃないか？」

　あっさりそう言う榮太郎。

　だが――

「なら僕か鈴穂一人でいいはずなんです。二人とも欲しがる必要はない」

「ふむ……」

　榮太郎は人差し指と親指で顎あごをさすりながら首を傾げる。

「これはまだ推測に過ぎないが」

「はい」

「氷室明人。あいつもお前達と同じ〈始原的神魔創造者〉の可能性がある」

「……！」

　愕がく然ぜんと拓人はバスケット中の明人に視線を向ける。

　拓人の視線を知ってか知らずにか――彼は妙に爽さわやかな笑みを浮かべつつダンクシュートをきめている処だった。

「あいつが連れていた二柱の高密度自律型魔力塊――あれは鈴すず果かちゃんと同じものの可能性が高い。となるとあいつは一人でも世界を滅ぼせることになる訳だが、それでもなお、お前達を欲しがっているとすれば……」

「…………」

「単に世界を滅ぼすとかそーゆーものとは違う目的があるってことだ」

「はい」

「ま……多分ろくでもないことには違いないんだろうけどな」

　肩を竦すくめる榮太郎。

「何にしても先日も言ったが、今は我慢の時だ。時が来たらどうせ思う存分暴れにゃならんだろ。その時まで辛つらいだろうが耐えろ」

「……わかってます」

「大丈夫だ」

　ぽんと拓人の肩に手を置き、彼の眼を真っ直ぐ覗のぞき込みながら榮太郎は言った。

　全てを見透かすかのような黒い瞳ひとみが拓人を優やさしく映す。

　そこにいるのは……拓人が憧あこがれ、いつか同じ場所に立ちたいと願う大魔法使いだった。あるいはいつもと変わらぬ業ごう深きオタクぶりも拓人の緊張感をほぐす為のものなのかもしれない――そんなことを思って拓人は声を震わせた。

「先輩――」

「耐えて耐えて耐え抜いて――」

　榮太郎は青空を仰あおぎ見ながら爽やかに言った。

「そのうちそれが快感になるから」

「なりませんっ！」

　拓人は喚わめいた。
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　十二席委員会。

　それは魔法使い達の集つどう〈学園〉の最高意志決定機関である。

　勿論――そこに名を連ねる者達は数あま多たの〈学園〉関係者の上に立つことになる。

　ただしそれは『君臨』ではない。

　そもそも〈学園〉は魔法使いや神族魔族が自由意志の下に寄り集まっているだけの――つまり非常に緩ゆるい統制下にある集団だ。故ゆえに〈学園〉関係者に対して十二席委員会が持つ強制力はそう大きくない。最高意志決定機関に名を連ねたからといって、絶対君主のような特権を振りかざすことができる訳ではなく――むしろ十二席委員会は一般的な学校組織の生徒会の如く、組織の維持運営に必要な、しかし面倒な雑務を押し付けられている名誉職といった趣おもむきが強い。

　だが――

　それでも彼等が〈学園〉という組織の運営を取り仕切っているのは事実である。

　本来個人主義的傾向の強い魔法使い達は、程度や形式にかかわらず他者の干渉や支配を一律に嫌う。それは十二席委員会に対しても変わらない。

　だからこそ十二席委員会の面々は圧倒的な程の――超越的な程の実力が求められる。

　他の魔法使いや神族魔族達を黙って従わせるだけの、彼等が従わざるを得ないような魔力量や、技能や、あるいは経験と知識を備えた者でなければ十二席委員会に名を連ねる資格はない。

　十二席委員会に名を連ねることが権威になるのではない。

　元より実績のある者達が十二席委員会を構成することでそこに権威を生んでいるのだ。

　何にしても――彼等は何らかの部分で、必ず他に類を見ない程に突出したものを備えている。無論それは必ずしも戦闘能力に長じるという意味ではない。だが十二席委員会の面々が生半可な者達では――それこそ下位の天使や悪魔などでは太刀打ちすらできない者達であるのは間違いがない。基本的な各種能力が全体的に高い為、それが戦闘能力にも反映されるのである。

　故に冗談でも十二席委員会の構成員を攻撃しようとする者は〈学園〉にはいない。

　故に――

「…………何者、いや」

　十二席委員会の一人――ファバロム博士は突然の襲撃にまず怪け訝げんの情を抱いた。

　場所は〈学園〉本校舎五階の廊下である。

　魔法薬資料室に通じるその狭きよう隘あいな空間に一人の少女がいた。

　身体の線が浮き出るかのようなスキンタイトの衣装でありながら、袖口はまるで和服か中華服のように大きく膨ふくらんで独特の輪郭を創り出している。色は灰色と白。清潔感はあるが地味な彩いろどりだ。仕立ての奇妙さとその色味のおとなしさが嚙かみ合わずに、淡い違和感を醸かもし出していた。

　一般社会ではいかにも奇妙奇天烈――注目を浴びずにはおれぬ格好かつこうだろう。だが変人の巣窟そうくつとも言うべきこの〈学園〉においては、別に珍しがられる程の服装ではない。それは少女の白い貌かおが全く無表情であることや、灰色の――銀でも白でもましてや黒でもなく――髪についても同様だ。その程度の外見的特異性は、むしろ〈学園〉においては地味と映る。まして魔法使い達にとって外見的特徴はさして意味を持たない。それはいくらでも変更が可能なものだからだ。

　しかし……

「何物だ……？」

「…………」

　少女は答えない。

　ファバロム博士と少女以外に人影のない廊下で――緊張を孕はらんだ静せい寂じやくが満ちる。

　博士と少女の間には砕くだけた鉄片が無数に散乱していた。

　それは数秒前まで博士の身体に巻き付いていた鎖の切れ端だ。

　ファバロム博士の全身は、まるでミイラの身体を覆おおう包帯のように、びっしりと鎖が巻き付けられている。それは首の辺りから爪先に至るまでで――その下が全く見えない。

　端的に言えばその姿は鋼鉄製の蓑虫みのむしだ。

　恐らくファバロム博士自身は腕どころか指先すら自由に動かせない状態になっているはずなのだが、そのことについては全く問題ないらしい。

　それどころか――

「――ふむ」

　ちゃり……と地面に垂れていた鎖の一本が蛇のように鎌首を持ち上げる。

　次の瞬間、鎖は弾丸にも等しい速さでその先端を少女に向けて逬ほとばしらせていた。

　

　――ばきんッ！




　飛び散る火花。

　同時に空中で粉ふん砕さいされた鎖が無数の鉄片となって床へと降り注いだ。

　先に散らばっていた鎖の残ざん骸がいも、同様にして破壊されたものだ。

　だが少女の側は指一本動かしていない。光も音もない。それは単に破壊された鎖が発したもので――少女の側の攻撃については何ら存在を示す痕こん跡せきはなかった。

　だが……

「邪眼じやがん――ではないな。もっと別の――」

　そこまで言って博士は眉まゆを顰ひそめた。

　何かに思い至ったらしい。

「……開発は中止されたはずではなかったのか？」

「それは表向き」

　少女は歌うように言った。

「私が完成形。貴方達が捕獲したのは――所詮、試作品」

「対神魔兵器……」

〈連盟〉が開発していたであろう精霊兵器。

　対神魔戦闘能力を備えた自閉式封印強制機。

　それは――

「だがそれとわかれば恐るるに足らん」

　髭ひげの奥でにやりとファバロム博士は言った。

　同時に――じゃらりと音を立てながらファバロム博士に絡からみ付いていた鎖が解け、次の瞬間には自ら何度も折れ曲がりながら『面』を構成する。それは最終的に廊下を塞ふさぐ『壁』となってファバロム博士と少女を隔てた。

「所詮、一芸特化型」

　少女の足元の床から跳ね上がる銀光。

　それは一瞬で少女の顔面を貫つらぬいていた。

　言うまでもなくファバロム博士の鎖である。亜空間を経由して少女の足元に忍び寄っていたその必殺の魔法具が一瞬で勝負を決めたのだ。

　顔面を鎖に刺し貫かれた少女が――少女の形をした兵器がどさりと音を立てて倒れる。元より人間ではないせいか血が流れ出ることはなく、代わりにさらさらと傷口から塩のような粉が落ちて――次の瞬間には全身が崩れ去っていた。

「他愛ない。視線が通らねば貴様等の力は何の意味もない」

「そうね」

「――！」

　愕然と振り返るファバロム博士の背後に――並んで立つ二人の少女。

　彼女等は先の少女と全く同じ姿形をしていた。

「逆に言えば――視線が触れれば神でも魔でも人でも同じ」

　無表情に右側の少女が告げた。

　幻術の類たぐいではない。恐らく完成形たるこの少女は同一規格で大量生産されているのだ。

「私達の視線に逆らう術はない」

　左側の少女が言葉を繋つなぐ。

「…………」

　いちいち言葉で応じる愚など犯さず、ファバロム博士は攻撃に出た。

　鎖が四方八方から少女を襲う。眼の良い者なら気付いただろう――それらの鎖の表面に細さざ波なみのような色彩変化が発生しているのを。更に動体視力に優すぐれた者ならばそれらの色彩変化が、恐ろしく高速で鎖の表面を這い回る――高速で循環することで祈禱車効果マニ・エフエクトを発生させている呪文じゆもん文字列だということに。

　勿論これは単なる物理攻撃ではない。

　魔力的な効果をも付与した必殺の一撃だ。ファバロム博士の鎖は必要とあれば原子力発電所の隔壁かくへきですら易々と貫く。貫いた上で対象を幾つもの術式で同時に――多面的に滅ぼす。殺すのでも壊すのでもない。滅ぼすのだ。

　しかし――

　再び異音と火花。

　鎖は少女に達する前に全てその視線によって迎撃されてしまった。

「ぬうっ――」

　ばらりと鎖が解けて旋回。

　轟ごう――と空気が鳴った。

　数メートル分も伸ばされた鎖は回転によって横よこ薙なぎの破壊力を与えられ、近付き触れるものを全て粉砕する巨大なディスポーザーとして機能する。銀色の渦動は壁を、床を、天井を削り、大量の塵煙じんえんと火花を発生させつつ少女達に迫った。

「…………」

「…………」

　慌てず騒がず少女達は無表情に眼を凝らす。

　金属の悲鳴と共に弾はじけ飛とぶ鎖。

　それはまるで機銃掃射の音のように立て続けに廊下に鳴り響き――

「――逃げたか」

　右側の少女がぽつりと呟つぶやく。

　全ての鎖が破砕された後――そこにあるはずのファバロム博士の姿は消えていた。

　恐らく形勢不利として逃げたのだろう。

「だが無駄だ」

　左側の少女が更に呟く。

　そして……

　…………

　…………

「…………ぬう……」

　ファバロム博士は呻き声を漏もらした。

　彼がいるのは〈学園〉本校舎の裏である。

「……危なかった……」

　一瞬でも空間転移が遅れていたらあの視線にやられていただろう。

　さすがに対神魔用兵器として作られた人造精霊。視線に魔力を載せて撃ち出すという単一機能型だが――それ故にその能力は徹底的に強力だ。出力も精度も、勿論反応速度も人間のそれとは比べものにならない。思考加速と至近未来予知を併用して動いても、逃げるのが精一杯だった。

　しかも今のファバロム博士には装甲であり武器でもある鎖がない。逃げる際に全て使い切ってしまっていた。逆に言えば、だからこそ迅速じんそくに転移できた訳だが。

　今のファバロム博士を見れば――他の十二席委員会の面々は驚くかもしれない。

　首から上はいつものファバロム博士だ。

　だが、鎖を失った胴体と四し肢しは……見るも奇怪な現状を晒さらしていた。

　腕はある。脚もある。勿論胴体もある。

　だがそれらの形が今一つ曖あい昧まいではっきりと輪郭が定まらない。それどころか色さえもが緩やかに変化して一定しない。まるで無茶苦茶に捻ひねり出だした絵の具を軽くかき混ぜたかのような――混ざりきって黒になる直前のような、奇妙なマーブル模様と、微妙に細部が揺ゆれ動いて形状が固定しない異様な体たい軀くがそこにはあった。

　ファバロム博士が如い何かなる魔道の追求の果てに、この身体を得たのかはわからない。

　だがあの鎖が彼の武器であり装甲であり――同時に自らの肉体を固定化する為の器でもあったということなのだろう。

　それはさておき。

「〈連盟〉め、血迷ったか――」

　呟いて忌いま々いましげに背後の本校舎を振り返る。

　そして――

「…………」

　ファバロム博士は硬直した。

　彼を取り囲む――眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼――

「貴様等――」

　十と重え二は十た重えにファバロム博士を取り巻く少女達。

　その数――およそ百余り。

「くおっ!!」

　叫びながら再び転移を試み――そして。

「…………」

　少女達の視線の集中砲火に晒されて、数秒前までファバロム博士だったものが、どさりと音をたてながら地面に転がった。
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　金曜日の放課後というのはやはり独特の解放感がある。

　勿論、部活のある生徒達などはそのまま学校に居残ったりする訳だが、早々に学校を辞して遊びに出掛けようという生徒も少なくない。用意の良い者なんぞは鞄かばんの中に私服の着替えを詰めていたり――もっと用意周到な者は駅前のコインロッカーに着替え一式を保管していたりするものだが、まあそれはさておき。

　特に部活をしていない拓人達は勿論、帰宅組である。

　正直、明人のことは気になったが――榮太郎が『そっちは任せておけ。余計なことをしないように見張っておく。お前はとりあえず休め』と言うので御言葉に甘えることにした。

　そういう訳で。

　いつものようにタナロット、鈴穂と共に徒歩で家に向かう。

　多くの場合にこの面めん子つに双ふた葉ばと葉は月づきが加わるのだが――今日は二人とも何やら用事があるとかで一緒ではない。特にその用事の内容について拓人は聞いていない。

　だが……

（……怒らせちゃったかな……）

　という不安はある。

　言うまでもなく朝のことだ。

　あれだけ露ろ骨こつに明人に対して反応していながら『話せない』の一点張りでは双葉や葉月も気分を害して当然だろう。自分だったらやはり怒る怒らないは別にしても――きっと寂さびしい気持ちになって顔を合わせづらくなってしまうだろう。

『タクちゃん？』

　表情にその不安の色が出ていたのかもしれない。鈴穂が気遣わしげな表情でこちらの顔を覗き込んでくる。

「……どっちも棄すてない……って決めたのはいいけど」

　少し自じ嘲ちよう的てきに拓人は言う。

「でも僕はまだ圧倒的に力が足りない……」

『それはでもタクちゃんのせいじゃないよ』

「そうかもしれないけれど」

　拓人は唇くちびるを嚙む。

　しかし現実に反映できない決意など、ただの譫うわ言ごとだ。現に拓人は一人の力では明人をどうすることもできない。タナロットや鈴穂達の力を借りてもこれは同じだ。あくまで榮太郎や〈学園〉の助力があるからこそ、辛かろうじて微妙な均衡を保ってこの状況がある。

「みゅっ!?　拓人は力不足を悩んでいるのであるか？」

　タナロットが尋ねてくる。

「うん。まあ――」

「ならば特訓なのである！　特訓するのである！　とりあえず樽たるに乗って滝から落ちたりするのである。あるいは重いコンダラを引っ張って走るのである！」

『それの何ど処こが特訓なのよ』

「違うのであるか!?」

　ショックを受けた様子のタナロット。

　どうやら特訓の意味を根本的に間違えているっぽい。

「いやまあ――でも」

　拓人は苦笑して言う。

「当然って言えば当然だね。ありがとうタナロット」

「みゃ？」

「力が足りないなら頑がん張ばって増やせばいいんだよ」

　拓人はタナロットの頭を撫でてやりながら頷く。

「自分でどうにかするのが筋だろうけど、さすがに今は時間がないし――明日は土曜日だし朝から〈学園〉に行って寒さ河が江み教授や先輩や……色々な人に相談してみよう」

　効率的な特訓方法を聞くのも良い。

　武器や道具を借りるのでも良い。

　やれることは何だってやっておく――それが大事だろう。

　自分はまだ頼りにできる知り合いや仲間がいる。頼みにできる組織がある。孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしている訳ではないのだ。

（……眼の前のことから、できることから、きちんと片付けていこう）

　双葉や葉月のことをおろそかにはしない。したくないしする必要もない。だがあれもこれもと全てに気を回すのは無理だ。

　だから――今は。

「帰ろう」

　拓人は少女達に微笑ほほえんで言った。
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　窓の外に広がるのは偽りの空だった。

　天とは神の意を含み――それはつまり人智を越え人為の及ばぬものの総称として用いられてきた。干魃かんばつ。大雨。あるいは暴風。空は常に気紛れで不条理で不公平の極みで一方的に影響力を及ぼしてきて――それ故に人はそこに『神』を見る。単なる偶然にすら意味を求めたがる人間だからこそ。

　だから……

　雨天晴天はおろか光量から降雪の有無まで自由自在に支配者の恣し意いによって操作が可能な――人工的な空。完かん璧ぺきに制御され人の意志を具現する従順なシステム。

　それは極めて本物に近い広がりと機能を備えてはいるが、恣意の介入を許すという点においてやはり本物には成り得ない。

「……チャンドラー計画か……」

　感慨深げに〈学長〉は呟いた。

　此こ処こは一般社会において身の置き所のなかった魔法使い達が、安住の地を求めた結果として、膨大ぼうだいな儀式と術式を重ねて創り出された擬ぎ似じ的てきな世界だ。本来の世界に隣接しながらも――その一部でありながらも、決してそこに交わることのない偽物の空間。

　一般社会と交わらず、されど決別しきることもできない者達の妥だ協きようの産物。

　それを未練と呼ぶ者もいるだろう。

　しかし――

「…………」

〈学長〉はふと背後に気配を感じて振り向いた。

　いつからそこにいたのか。

〈学長〉の座るべき座――黒檀の執務机と対になったエグゼクティブ・チェアに脚を組んで座っているのは一人の少年だった。

　一見すればその姿は平凡にも見えたろう。

　特筆すべき特徴はない。美しくも醜くもない。肥満でもなければ痩そう軀くでもない。背は高くもなく低くもなく――ありとあらゆる部分が日本人の少年の平均値だ。

　だが同じく特徴に乏しい人間、例えば羽は瀬せ川がわ拓人などと比べると、その無個性ぶりは装よそおわれたようにも見える。

　何か極端な本質を無個性の仮面で覆い隠しているかのように。

　まるで――自ら『誰でもない』と主張するが如くに。

　だが〈学長〉はその少年を知っていた。

　色々な意味で。

「――久しぶりだね」

　少年は悠然と――いや傲ごう慢まんとさえ思える余裕を示してそう言った。

〈学園〉の頂点に立つ存在を前にしていささかの緊張もない。むしろその様子は言葉通り、昔なじみに語り掛けるかのような気さくさがあった。

「何を考えているのかね？」

〈学長〉は淡々とした口調で言った。

　恐らく寒河江教授や十二席委員会の面々がこの場にいれば、問答無用で攻撃魔法の類を起動していたことだろう。十重二十重に、防御結界と防御魔法で警護されたこの学長室に入ってきた時点で、この少年は要注意人物なのだ。

　ましてそれが〈連盟〉の関係者となれば――

「ああ……」

　曖昧に頷く少年――明人。

「単純なことさ。貴方達に比べれば至極単純で真っ当で自然な望みだよ？」

「私にはそうは思えないが」

「それは貴方が人間ではないからだ」

　明人は断言した。

　だが――

「君も既すでに人間と呼べる範はん疇ちゆうを大きく逸脱いつだつしていると思われるが」

「だが不滅ではない」

　明人は言った。

　淡々とした口調に隠された――憎悪とも羨望せんぼうともつかぬ奇妙な感情に〈学長〉は気付いた。恐らく〈学長〉でなければ気づけなかったろう。挫折と絶望の夜を経へてもなお――己の身を焦こがす欲望を鎮しずめられぬが故の狂気。それは〈学長〉も、片鱗へんりんながら、かつて味わった経験のあるものだった。

「万能ではない。無限でもない。あまりにも僕は不完全だ。そして世界もまたあまりにも不完全だ。許し難い程に」

「…………」

「かつては貴方の力に縋すがろうとしたこともあったがね……」

　明人は肩を竦めた。

〈学長〉は窓を背にしながら――まるで窓枠の十字を背負い、更にその背後から滲にじみ入いる蒼天そうてんの光を背負うようにしながら、諭さとすような口調で言った。

「悪いが槍やりにも釘にも布にも十字架にも、君が期待するような効能はないぞ」

「それは思い知らされたさ」

　苦笑する明人。

「一九四五年四月三〇日、ベルリンの地下壕で。思えばまだまだ私も幼稚だった」

「アドルフ・ヒトラー……」

「それは傀儡くぐつの名だ」

　明人は冷徹な口調で切って捨てた。

「この氷室明人と同じようにね」

「……無惨なことを」

「偉業を為すに犠牲はつきものだ。ギゼのピラミッドも仁にん徳とく天てん皇のう陵りようも歴史に名を残す権力者が自らの手で創り上げたものではない。その完成の陰には無数の奴隷の生命と尊厳が消費されている。それに比べれば僕の傀儡達の何と幸せなことか」

「…………」

「最早――僕に固有の名はない。あったかもしれないが既に忘れてしまったよ。今の僕は、ただひたすらに万能無限を求める者だ。強しいて呼びたければ、この傀儡の名を呼びたまえ。氷室明人。今はそれで事足りる」

「では氷室明人。わざわざ此処に来たのは何の用かね？」

「ああ……」

　明人はひらひらと気き障ざな仕草で片手を振って笑った。

「ちょっとね。思い知って貰もらおうと思ったのさ、羽瀬川拓人と、羽瀬川鈴穂に」

「……やはり狙いは彼等〈聖母〉か」

「他に何があると？」

　せせら笑うように明人は言った。

「万能無限を目指すならば彼等は必要だ。むしろ今まで彼等を放置していた貴方達の愚鈍さには呆れてものが言えない」

「…………」

〈学長〉は無言。

　如い何かなる者もその表情を見ることはできない。真正面から相対していても、その表情は曖昧にかすんで見えない。その容よう貌ぼうの特徴すら把握できない。見ているはずなのに、それを具体的実体として脳が認識できない。

　まるで形けい而じ上じよう的てきな――固有の名を持たぬ概念的な『神』そのものであるかのように。

「ともあれ。貴方達の存在そのものが彼等の『枷かせ』になっているのは事実だろう。だからこそ解き放ってやろうと思ったんだよ。自分が本来、何処にいて、誰に仕えるべきかをきちんと認識できるように」

「相変わらず他人の迷惑を考えないな」

「当然だ」

　明人は言う。

　何の逡しゆん巡じゆんも躊ちゆう躇ちよもなく。言葉通りそれは彼にとって意味や理由を改めて論じる必要すらないことなのだろう。多くの人間が呼吸をし、食事を取ることそのものに、疑念を覚えないように。

「私でない誰かの都合や感情に何の意味がある？」

「孤独な物言いをする」

「勿論、孤独だとも。孤独でなければならない。仲間や友人を欲しがる様では所詮、それはそこまでの存在だ。頂点は常に一つなのだから」

「…………」

「そういう訳で――貴方達には消えて貰うことになった」

　明人が指を鳴らす。

　その瞬間――学長室の天井や床や壁から幾つもの人影が生えてくる。まるで水底に潜んでいたものが水面を割って姿を現すかのように――

　それは十数人の少女達。

〈連盟〉の対神魔兵器――その完成形であり量産型。

「〈メドゥーサ〉と名づけたよ。生あい憎にく髪は蛇ではないけどね。これだけいれば魔王だろうが何だろうが封印できる。抵抗してもいいけど、それはあまり賢い選択とは言えないな」

「……だろうな」

〈学長〉は頷いた。

　恐らく全力で抗あらがえば――この場を切り抜けることはできるかもしれない。

　そう。『かもしれない』だ。

　絶対ではない。あまり分の良い賭かけとは言えなかった。

　しかも、それは手加減抜きでということであり――明らかに〈学園〉にいる関係者達を巻き込む。魔法使いとて不死身ではない。まして〈学長〉の全力はそれこそ御前天使をも上回る。間違いなく何十何百という関係者が死ぬだろう。

　まして……

「こっちには既に人質もいるしね、沢山」

　にたりと笑う明人。

　そう――それは当然予測してしかるべきだ。

　此処に来るまでにこの傲慢な魔法使いが何もしていなかったはずがない。恐らく既に何名もの〈学園〉関係者が明人の手に落ちていることだろう。人質という以上はまだ殺されてはいないかもしれないが。

「貴方としてはそれでも刃向かう、なんてことはできないよね？　教義に反するものね。ははは――有名人は大変だ」

　じりじりと少女達が〈学長〉に向けて近付いてくる。

「さらば――『香油を注がれた者』。今度は復活祭イースターはないよ」

　明人の宣言と同時に神も魔も圧縮凍結する視線が〈学長〉に集中した。
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「――開かない？」

　その言葉を繰り返して拓人は眼の前にそびえる巨大な鉄てつ扉ぴを見上げた。

　巨人用かと見紛う程の巨大な門もん扉ぴである。

　それだけでも異様な代物なのだが――更にその表面には巨大な、人間の何十倍もの大きさを持つ顔面が浮き彫りにされている。男のそれであることはわかるが、他には一切の特徴を持たない――あるいはありとあらゆる人間の特徴を持つ極めて原始的プリミテイブな、本質的な『人間』の顔。最初の人類たるアダムを模したとも言われるその鋼鉄の貌は、〈学園〉に所属する者ならば誰もが慣れ親しんだものであった。

　ゲート・イズモ。

〈学園〉の正門であると同時に門番でもある存在。仮想神格を搭載され魔力によって駆動する大型魔法装置であり――〈学園〉に通う生徒達にずっと親しまれてきた。彼は自らをくぐり超常の技と術に研鑽けんさんを積まんとする人々に対して、いつも分け隔てなく、実直に、助言と激励を送ってきたからである。

　だが……

「…………イズモ？」

　拓人も何度となく励ましの言葉を貰ったその巨大顔面は――しかし呼び掛けに応えることもなく、まるで普通の彫刻のように、ぴくりとも動かず、硬い金属質の表面を晒さらし続つづけているだけだった。

　まるで死体のようだ……とふと思い、拓人はその不吉な想像を自ら打ち消した。

「駄だ目めだな、停止してる」

　と腕を組んで言うのは榮太郎である。

　彼の傍かたわらにはエーネウスの――いつものメイド服だ――姿もあり、拓人の側には鈴穂やタナロット、それに人型形態に戻っているファルチェの姿もあった。

　彼等がいるのは〈プライマリ・ポータル〉に付随する亜空間だ。

　周囲の風景はモノクローム写真のように色彩がなく動きもない。

　一時的にいわゆる『現世』から切り離されたこの亜空間は、言うなれば宇宙船のエア・ロックのようなものだ。〈学園〉には新種の魔法生物や魔法薬等々――外部に漏もれては困るものが色々とある。なので出入りの際の『扉』を二重にし、緩かん衝しよう地ち帯たいとしての亜空間を設けて『検疫けんえき』することで、諸もろ々もろのものの漏洩ろうえいを防いでいる。

　つまり――今彼等がいるのは一枚目と二枚目の扉の間ということになる。

　それはさておき。

「停止してるって――」

　拓人は不安げにイズモを見上げる。

　榮太郎は懐ふところに手を入れて地面にしゃがみ込みながら言った。

「なんかあったな。異常事態が」

　二四時間年中無休でイズモは稼か働どうし続けているはずなのだ。

　それが動かないとなると――確かにそれだけでも異常事態だ。勿論、単に故障中という可能性もあるが……その場合は〈学園〉側が即座に何らかの対応策を講ずるはずだ。

　イズモは〈学園〉関係者の出入りを一括管理している重要な魔法装置だ。それが停止するとなると、様々な不都合が生じるので〈学園〉側が気付かないはずはないし――〈学園〉側がイズモ停止を知ったまま放置しているとも考えにくい。

　となると……残る可能性は『対応したくてもできない』場合だ。

〈学園〉に何かあったと考えるのが妥当であろう。

『異常って、ひょっとして前の、ガストン教授の時みたいな？』

　おずおずとノートを示す鈴穂。

　だが――

「んんー……あくまで勘だけどな。なんかそういうのとは違うような……」

　榮太郎は懐から取り出したチョークで地面に魔法陣を書きながら言う。

　複雑な紋様と大量の文字列から成るそれは、拓人が見た限り〈千里眼〉の術式を基もととした探査と分析用の魔法式のようだった。恐らくイズモの向こう側――つまり〈学園〉の中を探ろうというのだろう。

　およそ三分余りで魔法式を書き終えると榮太郎はそのまま呪文詠唱に入った。

「我はサクマエイタロウ、超常なる法と理ことわりの使い手なり――千里を見つめ万里を透かす眼よ・我に真実を指し示せ……」

　地面に書かれた魔法陣が光を帯びて起動。

　組み合わされた幾つかの魔法式が互いに影響を及ぼし合い、呼吸するように明滅する。

　やがて――

「んー……」

　榮太郎が腕を組んで唸うなった。

　彼の眼の前――空間に直接描き込まれたかのように大量の表やグラフが浮かび上がる。

　同時に何やら箇条書きらしい文字列の群れが下から上へとスクロール。どうやら調査結果が早々に出てきたらしい。

　最後にぽんと音を立てて『画面』の端に三頭身程のエーネウス――プチネウスの３Ｄグラフィックが現れて『異常ありません』と書かれたプラカードを掲かかげて見せた。

「〈学園〉の中に妙な力場や呪術が展開している様子はないな。細菌とか毒ガスとかの類もない。ゲート・イズモが停止しているのは――よくわからないな。なんだこれは？」

　首を傾げる榮太郎。

「よくわからないって――」

「原因が見当たらないんだよ」

　榮太郎は拓人達を振り返って言う。

　彼の背後では『画面』の中でプチネウスが『ばいばい』といった感じで手を振り――諸々の表示画像が一斉に消えた。

「魔力回路に特に異常はない。このまま再起動掛ければ問題なく動きそうなんだがね。時間軸のパラメータだけが削除されているというか……嚙み砕くと単純に『止まってる』としか言いようがないんだが――」

　腕を組む榮太郎。

『止まってる――ですか？』

　とノートを掲げる鈴穂。

「ああ。何て言うか、何処かで無理矢理堰せき止とめられてるんじゃなくて、こう全体的に、ビデオの一時停止みたいな――」

　ファルチェがぺたぺたとゲート・イズモに触りながら首を傾げる。

「確かに一時停止というか～機能停止ではなくて単純に『時間が動いてない』って感じですけど～」












　停止。止まる。動かない。

　拓人達の脳のう裏りには件くだんの『ガストン事件』とは別に閃ひらめくものがあった。

『それってひょっとして、麻ま雪ゆきちゃんの能力と関係あるんでしょうか？』

「ああ…………それか」

　ぱちんと指を鳴らして頷く榮太郎。

「『停止』、いや『固有時間凍結』の呪い――いや封印だ」

「みゅ？　これは麻雪の仕し業わざなのであるか？」

　ファルチェの真似をしてぺたぺたとゲート・イズモに触れながらタナロットが言う。

　だが――

「さて――それはどうかな。あの子は寒河江教授の下で保護観察中だしな。それに何というかこう……麻雪ちゃんの力とは微妙に違うっていうか……強いて言うなら細部が甘かった封印術式をアップグレードして補完したみたいな……」

　そこまで言って榮太郎ははたと気付いた様子で言った。

「そうか。彼女は試作型だったな」

「…………それって」

　拓人が呻くように言う。

　試作型。未完成品。

　つまりそれは……

「〈連盟〉の仕業ってことですか？」

「まだそうと決まった訳じゃないんだがね」

　榮太郎は肩を竦めて言う。

『中に入るのは――』

「できそうだがね」

　榮太郎は一同を振り返って言った。

「ちょいと覚悟決めた方がいいかもな？」

　こういう時の榮太郎は妙に嬉しそうというか――笑顔にやたらと凄味がある。こうした苦境逆境の類をむしろ面白がる困った性癖せいへきがこの魔法使いにはあった。もっとも『無理』『困難』『不可能』などと言われれば、かえって喜びいきり立つのは、魔法使いの多くに共通した性癖でもあるのだが。

「…………」

　拓人は生なま唾つばを呑のみ込こんで――

『タクちゃん。一緒について行くからね？』

　振り向いた拓人の機先を制するように鈴穂が書き示し――次いでタナロットも拓人の服の裾すそを引っ張って言う。

「勿論、我も行くのである」

「私は当然御主人様の身を守る義務が御座いますし～」

　とファルチェ。

「……わかったよ」

　溜め息混じりに言う拓人。

　こういう時にこの少女達が止めても聞かないのはよく知っている。

「入ってみよう」

　拓人の言葉に……一同は揃そろって頷いた。
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　拓人にとって〈学園〉という場所には色々な側面がある。

　それは彼が超常の技を学ぶ場所であるという表面的な意味以外にも――だ。

　例えば……仮に『母校』という言葉を投げ掛けられれば、彼が真っ先に想像するのは、自分が卒業した小学校でも中学校でもなく、今現在通っている御堂高校ですらなく、この〈学園〉だろう。

　一般的な社会において、自分の存在価値をはっきりと見いだせなかった拓人。

　彼は自分が如何につまらない人間かということを自覚していた。してしまっていた。

　可もなく不可もなく。突出した部分も欠落した部分もない。

　何と――何とつまらない人間なのか！

　それは『平凡』という名の呪いだ。それは代替可能オルタネイテイヴということであり、唯一無二でないということだ。いてもいなくても世界には何の影響もないということだ。

　少なくとも拓人自身はそう考えていた。

　ある意味で拓人は自分自身の存在に絶望していた。

　故に何事にも情熱を持てないまま、彼は静かに、まるで植物のように、自らは行動を起こすことなく、周囲に流され、ただそこにいる――いやあるだけの存在として何年もの時間を過ごしてきた。

　そんな彼の前に……〈学園〉は現れたのだ。

　目指すは万能無限。

　誰もが自ら軌道を敷き、その果てにあるものを追い続ける。常識を振り捨て、条理を踏み越え――道がなければ無理矢理にそこを切り開く。そんな生き方の極致がそこにはあった。

　ありとあらゆる情熱を失い掛けていた拓人にとって〈学園〉の存在は新鮮な驚きであると同時に、まるで生まれて初めて自分がいるべき場所に還かえってきたかのような――予め喪うしなわれていた故郷に戻ってきたかのような、ある種の安あん堵ど感かんを与えてくれた。

　此処で初めて自分は自分になれる。

　絶望の裏側で常に燻くすぶり続つづけていた焦しよう燥そう感に火を付けてやれる。

　自分は――此処で初めて燃焼できる。

　拓人はそう思った。

〈学園〉の存在が――緩やかに精神の死を迎えつつあった拓人を救ったと言っても過言ではない。だからこそ拓人にとってこの〈マジシャンズ・アカデミイ〉はかけがえのない『居場所』であると同時に、人生を再起動させた『基ホーム・点ポイント』でもあった。

　勿論――今の拓人は一般社会のしがらみや繋がりを蔑ないがしろに考えている訳ではない。

　それは拓人にとって同じ軸に繋がれた車輪の片側のようなものだ。〈学園〉の存在を得て初めて彼は、自分が淡々と過ごしてきた日常が、如何に驚きと喜びに満ちているかを知った。影があるからこそ光を認識し、光があるからこそ影を認識する。そういうものだということを今の拓人は知っている。

　だが……それでも。

　どちらが本来の自分として落ち着くことができるのかと問われれば――たとえ非常識な事件や人物達に振り回されようと、やたらめったらくだらない騒ぎに巻き込まれようと――拓人はやはり〈学園〉の方だと答えるだろう。

　故に……

「なんだ…………これ…………!?」

〈学園〉の真ん中に――本校舎へと続く道の途上に立って呆然と拓人は呟いた。

　答える者はない。答えられないのだろう。

　タナロットや鈴穂やファルチェは勿論のこと、榮太郎やエーネウスですらも。

　かつて彼等が見たこともない光景がそこには広がっていた。

　本校舎。並木道。図書館。倉庫。寄宿舎。研究棟。

　風景を構成する諸々の建物は変わらない。何ら変化することもなく、それらは見慣れた位置に納まっている。頭上にはやはり変わらぬ青空が――青空を模した魔法システムが広がっており、温度も湿度も特に異常はない。

　だが……

「なんなんですか――これ……！」

　誰に問うでもなく。

　問うても詮ないことは頭の片隅で理解しながらも拓人は問わずにおれなかった。

「なんなんですか！　みんな――何処に行ったんですか!?」

　もし……

　拓人に〈学園〉とはどんな処かと問えば彼はこう答えるだろう。

「年中学園祭をやっているみたいな処」と。

　実際、授業や講義や試験はあるが、一般の学校に比べると生徒に対する個別的指導の割合が大きい為、〈学園〉全体の制度には統一感があまりない。関係者達が割と好き勝手に活動しているという意味では、学園祭前夜の騒然かつ混こん沌とんとした空気が延々と続いているような雰囲気が、いつもある。

　実験途中で逃げ出した合成生物を追い掛ける魔法使いがいたり。

　昇級試験に失敗してヤケになり暴れる魔法使いをその使い魔が宥なだめていたり。

　いきなり思い付いたように酒盛りを始める天使と悪魔がいたり。

　延々と全六六六巻に及ぶ自叙伝を執筆している精霊がいたり。

　二千年後の株式市場予知専用の水晶球を開発している魔法使いがいたり。

　まあ――そういう場所なのだ〈学園〉は。

　何にしても三六五日二四時間――まさしく年中無休で何らかの喧噪けんそうに満ちている場所という印象が拓人にはあった。

　なのに…………

「………………」

　彼等の前に今広がるのはただひたすらの静寂だった。

　誰もいない。

　動くものは何も見えない。喧噪も途絶えて聞こえない。

　ありえない位に静せい謐ひつな空気だけが――終わらぬ祭と宴うたげに満ちているはずのこの空間を支配していた。建物や周辺施設は寸分も違たがわず、その意味ではいつもの光景でありながら――しかし本来そこにあって当然の要素が欠落している。

　まるで真夜中の百貨店のように。

　あるいは閉鎖された球技場のように。

　そこに溢あふれていて当然のものが――血液のように循環し風景を『生きた』ものとする者達の姿がそこにない。

　まるで廃墟のように。

　まるで…………もう二度と動かぬ死体のように。

「みゃ。今日はお休みであるか？」

　とタナロットが首を傾げて若じやつ干かんずれたことを言ってくる。

〈学園〉に休日はない。

　それは学校組織の体裁を採ってはいるが一つの社会だ。管理組織の窓口が休業することはあっても〈学園〉それ自体が活動を停止することはない。社会とは生き物だ。たとえ人間が眠っていても心臓が脈打ち続けているように――細部に至るまでが完全に停止することはあり得ない。

　死なない限り。

「…………」

　さすがの榮太郎もこれは予想外の事態であったのか……腕を組んだまま無言だ。

　代わりに――

「御主人様」

　ふと――エーネウスが榮太郎を呼ぶ。

　彼女は並木道脇に設置されたベンチに屈かがみ込んでいる。その白い手袋に包まれた指先が指し示すのはベンチの上に置かれた紙製のコーヒーカップだった。

〈学園〉のマークが入っている点が特徴といえば特徴だが、まあそれ以外は別に驚くようなものではない。〈学園〉のあちこちに設置されている自動販売機や、カフェ、食堂でも多用されている代物だ。

　中身も別に変わったものではない。

　漂ただよい出てくる匂においを嗅かぐ限りは――ただのコーヒーだ。

　だが……

「んん～自販機で販売された時点が華氏一九四度――もとい摂氏九〇度として～」

　ファルチェが同じくコーヒーカップの側に屈み込んで言った。

　本性が魔法機杖である彼女にしてみれば詳細な数値分析は十八番だ。

「現在の気温が摂氏二六度で～もし大きく変動していなかったと仮定すると～カップの保温性と開口部表面積から考えて～」

「まあそう時間は経ってないわな。せいぜい半時間って処か」

　榮太郎が言った。

「はい～」

　要するにまだ温かいということだ。

　勿論、この〈学園〉の魔法使い達なら、コーヒーカップに保温の魔法を掛ける位のことは当たり前にやってのける。だからこれは正確な数字とは言えまい。

　だが……

「問題は――このコーヒーを飲んでいた奴は何処に行ったかだ」

　まだ温かいコーヒーをベンチに置いて。

　あるいは単に不心得者が、飲み飽きたコーヒーをこの場に棄てていっただけかもしれないが――この無人の〈学園〉の風景の中では、別の意味解釈が成立する。

『やっぱり似てるよね』

　と不安げに辺りを見回しながら鈴穂が言う。

　そう――似ている。

　つい先日のホテルの一件と。

　あの時は麻雪がホテルの従業員達を『凍結』させて連れ去っていた。ホテルの中はつい数分前まで人がいたかのような状態で――風景から人間だけを選択的に消し去ったかのような違和感が漂っていた。

　だが……

「みゅう。ではこれは麻雪の仕業なのであるか？」

　首を傾げて言うタナロット。

『それは……』

　鈴穂としては違うと思いたいのだろう。麻雪は鈴穂に懐なついていて――つまり彼女は麻雪と親しい。彼女がきちんと自分の罪を悔くい、寒河江教授の下で奉仕活動を行っていることを鈴穂は知っている。今さら――過去の罪を繰り返し上塗りするような真似をするとは考えにくい。

　それに――

「違うと思います～」

　否定はファルチェの方から来た。

「いくら麻雪さんが対神魔兵器だったとしても完成前の試作品……魔法的対抗手段を持たない一般の人達ならともかく、〈学園〉の人達を全員、麻雪さん一人でというのはさすがに無理かと～」

「ちと手分けして辺りを調べてみるか」

　榮太郎は辺りをぐるりと見回して言った。

「ただし……必ず二人以上でだな。まあ二手に分かれるのが妥当か」

「何か――いるかもってことですか？」

　表情を硬くしながら問う拓人。

「あるいは、いたか、だ」

　過去形。

　既に――終わってしまった事態。

　重苦しい空気が改めて拓人達の上にのしかかる。

「何にしてもちょっと尋常じゃない。連絡は――密みつに」

　いつになく真剣な表情で榮太郎はそう言った。
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「タクト、タクト！　ヤカンが火に掛けっぱなしなのである！」

「いや、それ薬缶じゃないけど……」

　と言いつつも拓人はタナロットの指し示す処に近付いて火を止めた。

　三脚の上でぼこりぼこりと危険な感じに泡を吐いていたビーカーの中の液体が、ゆっくりとその動きを止めて色をくすませていく。

　何やら魔法薬の加熱実験中だったようだが――どう考えても実験途中で放棄したとしか思えなかった。薬品はビーカーから今にも吹きこぼれそうになっていたのだ。加熱処理一つとってみても――わずか一ミリ秒、加熱時間が変わるだけで全く効果が変わってしまう可能性が魔法薬にはある。自動装置で加熱する場合は別にしても、こうした直接火に掛けるような方法で実験者が部屋を出ていくということはまずありえない。そもそも自動装置任せにしなかったのは、魔法薬の加熱による変化を逐ちく次じ観察して微調整する為だったはずだ。

　となると――

「……やっぱり」

　何かあったのだ。

　この部屋の主が、恐らくは命の次に大事な実験を放棄して――たった一動作で止めることのできる火すらそのままにして、いなくなるような緊急で異常な何かが。

「エミットさん……」

　拓人は室内を見回す。

　何というか――魔法使いの部屋らしく、室内はまさしく混沌の様相を呈ていしている。荒らされているという訳ではない。元々がこうなのだ。

　壁の棚に並んでいるのは諸々の薬瓶かと思えば、そのすぐ横にはパソコンのパーツらしきものが基盤剝むき出だしで転がっていたりする。更にその横には、そのまま鈍器として誰かを殴り殺せそうな、分厚い書籍が並んでいるといった寸法だ。それなりにきちんと棚に納められてはいるものの――その収納物に全く統一感がない。

　机の上に散らばっているメモにした処で日本語、英語、ドイツ語、ラテン語、タガログ語、グロンギ語、オンドゥル語とまるで脈絡なく多種多様な言語が入り交じっている。

　起動したままのパソコンの中では、何処かで見たよーな、額ひたいに傷のある二足歩行の寸詰まり猫が走り回っていた。スクリーン・セイバーのようだった。

　まあ……らしいといえば非常にらしい。

　此処は拓人達の知り合いの研究者、ネフィリムのエミットが使っていた実験室である。

　彼女の専門は魔法薬だが……他にも色々な魔法関連の装置やら文献やらその他諸々が所狭しと置かれている。拓人が知る限り〈学園〉でも入手しにくい極めて貴重な品――マンドラゴラのアルビノ個体とか強制酸化ミスリル銀とか――なんぞも置かれていたが、これらはまるで手付かず。

　殊更に荒らされた様子もない。

　ただ……エミットだけがいない。

「――拓人」

　研究室の入り口で声を掛けてきたのは鈴穂――ではなくて鈴果だった。

　基本的な姿形は鈴穂と同一だが髪の色と形だけが違う。

　三つ編みを解かれたその長髪は、深くも鮮やかな『宵闇の藍ミツドナイト・ブルー』を示している。それは染めでもしない限り、人間にはありえない髪の色であった。

　鈴果。

　鈴穂の中に蓄積された魔力が結合して界面を為した一種の精霊である。

　だがほとんどその力は魔神であるタナロットと同等、重戦車や核施設を素手で解体できるタナロットと、正面切って殴り合いが可能というとんでもない肉体強度と膂りよ力りよくを備えていた。

　以前は一旦、鈴穂から分離していた鈴果だが、現在は鈴穂の内側に戻っており――現在は魔法具の力を借りて、時間限定で別個独立に出現することができる。

　今は一人でも人手が欲しいということで、彼女も『外』に出てきているのである。

「鈴果。どうだった？」

「……隣となりも同じだな」

　と鈴果。彼女の影からひょっこり鈴穂も顔を出して頷いた。

　彼女等は隣の研究室を調べていたのだ。

　ある意味――この時点で既に異常は異常である。

　鈴穂と鈴果は魔法技能を持たない。故に彼女等は迂闊に魔法使いの研究室に入ることはできないのだ。魔法使い――特に〈学園〉の研究者にとって研究室はある種の聖域であり知的財産を詰め込んだ宝物庫だ。故に鍵かぎを掛けるのは当たり前――正規の手段以外で入ろうとする者には各種の罠トラツプを仕掛けて撃退しようとする。

　なのに隣室は扉が半開きになっていたのだ。

　まるで――『鍵を掛けている暇さえなかった』とでも言うように。

『誰もいないの。さっきまでいたみたいな雰囲気なんだけど』

　これは全部同じだ。

　研究室も。大教室も。大食堂も。

　誰もいない。

　まるで〈学園〉全体が廃墟化してしまったかのように――

「……メタリスも……連絡がつかねーんだ……」

　呻くように鈴果が言う。

　ここ最近――鈴果と、〈学園〉生徒で自律型ゴーレムのメタリスが仲良くしているのは拓人達も知っていた。恐らく携帯電話なり魔法通信なりで連絡手段も確保していたのだろうが――それにも応答がないということだろう。

「やっぱり……全員……？」

　戦慄の表情で拓人は呟いた。
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　一見してそれが何なのか理解できる者はごく少数だろう。

　大まかに言えば、それは巨大な直方体が無数に集積された物も体のだ。

　巨大と言っても無数の直方体には大小があり――よく見れば一つとして同じ大きさのものはない。乱雑に、まさしく混沌といった感じでそれらの直方体が、空中に浮かびながら、互いに接し……あるいは一部を融合させて存在している。

　まるで直方体が原生動物のように分裂して殖うえている途中のような――そんな奇妙な形状だった。およそ似ているものが見つからない。無機物のようだが生物のようにも見える。強いて言えば最も印象が近いのは、ある種の前衛芸術だろうか。

　何にしてもこれがコンピュータなのだと言われれば……信じない者もいるだろう。

「駄目か。記録は――こりゃ消されてるか？」

　その直方体群の真下。

　床に描かれた直径三メートル余りの魔法陣と、その外周に沿って配置された幾つものモニターや操作卓コンソール類の真ん中。

　そこに立って佐久間榮太郎は何やら操作をしていた。

　隣には愛用の掃除具兼武器の〈デスキン〉を構え、油断なく周囲を警戒している使い魔エーネウスの姿もある。彼女は視線をゆっくりと辺りに巡らせつつも――口調には若干の驚きを滲ませて尋ねた。

「〈フィロソフィア〉の記録を消す――ですか？」

〈フィロソフィア〉。

　それは〈学園〉――マジシャンズ・アカデミイ最大のコンピュータであると同時に最強の魔法機関である。最新鋭の光電子技術と魔法光学の粋を尽くして建造されたこの超高速演算魔法装置は、〈学園〉のある亜空間の維持術式から、生徒の素行データまで、膨大な量の情報を蓄積し、処理する〈学園〉の頭脳であり心臓でもある。

　勿論、それ故にこの〈フィロソフィア〉は何重にも防護処置が施ほどこされている。

　物理的なものは勿論、論理的、魔法的にも考えられ得る限りの能動及び受動防御のシステムが組み込まれており、達人級魔法使いですら正規の権限が無ければそのプログラム中枢にアクセスすることはできない。

　そして常時その権限を持っているのは、十二席委員会の構成員の他、ごく少数の者だけだ。まして彼等ですら〈フィロソフィア〉の蓄積情報を削除する権限はない。

　つまり――

「十二席委員会のお歴々と同等か、それ以上の魔法使いがハッキング掛けたってことになるな……」

「――〈連盟〉ですか」

「とはいえガストン事件のこともあるからな」

　人差し指で鼻頭を掻かきながら微苦笑する榮太郎。

〈フィロソフィア〉のハッキングは必ずしも不可能ではない。非常に少ないが過去に幾つか――最近も一つ実例があるにはある。どれだけ厳重に防護されていようと、所詮、人間の創り上げたものである以上、何処かに『穴』はあるものだ。

　だが――

「あれ以来、更に〈フィロソフィア〉の防衛システムは強固になってるし、〈フィロソフィア〉のサブシステムは、別個独立のものとして稼働して〈フィロソフィア〉の状況を監視している」

　ガストン事件を教訓として〈学園〉はつい先日も防御プログラムのアップデートを行ったばかりだ。前述の通り突破不可能な防壁は作れないにしても――如何なる天才とてハッキングしようとすれば尋常でない手間暇を食うはずだ。そしてその間〈学園〉側に察知されないで――となると、その難易度は榮太郎の眼から見ても尋常でない。

「全部いっぺんにハッキングかまして、しかもその痕跡を残さないとなると……〈学園〉や〈連盟〉に属さない、市し井せいの魔法使いじゃちと荷が重いだろうな」

　いかな天才でも、それを支える知識の全てを個人で手に入れることはできない。

　先達による知識の蓄積の上に成り立つ技術も多いし――先鋭的なものになればなる程にその傾向が強くなる。喩たとえて言えば、どれだけの天才プログラマーでも、たった一人で発電機を設計して、コンピュータを設計して、それを製造して、使う――ということまではできない。それらの『お膳立て』の上に……つまりは一定の環境の上に成り立つ『天才』というものも少なくない。

「しかし……」

　榮太郎は〈フィロソフィア〉の操作卓コンソールから離れながら言った。

「アガリアレプトからリークしてもらった情報だと〈連盟〉の方はかなり混乱してるみたいだがな。上層部の連中がかなり――暗殺されてるらしい」

「暗殺……ですか」

　剣呑けんのんな話である。

「末端の連中はまあ無事みたいだが……事態なんか到底把握できてないだろうしな」

　そんな状況で、わざわざ〈学園〉側にクラッキング攻撃を仕掛ける余裕と技術のある者が、果たして〈連盟〉側にどれだけいるだろうか。実力が拮きつ抗こうしているからこそ〈学園〉と〈連盟〉は、これまで永きに渡って緩やかな対立状態を維持してきたのだから。

「では……」

　エーネウスは小さく首を傾げて言った。

「私達は――一体何を相手にことを構えているのでしょう？」

〈連盟〉は組織としてまともに機能せず。

〈学園〉ですら関係者が皆姿を消してしまい。

　今や両者の対立構造ですら成立しているかどうか怪しい。

「まさか神族や魔族の暴走でもありますまい」

　基本的に神族や魔族は人間界の出来事に不干渉だ。

　自分達が迂闊に介入すると三界の均衡きんこうが崩れてしまうのを彼等は知っている。まして独自の文化を持たない神族や魔族にとって――人間社会というのは永劫えいごうにも等しい無ぶ聊りようを慰なぐさめる為の大切なオモチャ箱である。そこで生み出される諸々の文化は彼等にとって何物にも代え難い価値を持つ。

　そしてその人間界と神界、魔界を繋ぐ架け橋になるのが人間の魔法使い達だ。

　多少の対立は当然のようにあるとしても――〈学園〉や〈連盟〉の機能を停止させてしまっては彼等も割を食う。

「さてね……だが神でも魔でもないとなると」

　榮太郎はにやりと笑って……外け連れん味みたっぷりの口調で言った。

「やはり最後の敵は――人間か」
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　魔法通信で連絡してから待つこと――約五分。

　校舎の正面玄関に姿を現した榮太郎とエーネウスを見て、拓人は小さく安堵の溜め息をついた。正直言ってこの五分間は拓人にとって異様に長く感じられたのだ。

「――先輩！」

　叫んで彼は榮太郎達に駆け寄る。

　見慣れた連中が綺き麗れいさっぱりいなくなった〈学園〉。

　ひょっとしたら榮太郎達までいなくなってしまうのではないかと――そんな不安が拓人の脳裏にはあったのだ。

「どうでした？」

「どうもこうも」

　榮太郎は肩を竦める。

「〈フィロソフィア〉にも記録が残ってない。改めて探査系の魔法も幾つか使ってみたが、今のところこの〈学園〉には誰もいないな」

「…………」

　予想はしていたが改めて榮太郎の口から告げられると――その事実がひどく重い。

「何にしても一旦、外に出た方がいい」

　榮太郎は辺りを見回して言った。

「元々この〈学園〉の空間は〈フィロソフィア〉の中にロードされてる魔法術式で維持されてる訳だが――それを稼働させてるのはこの〈学園〉の中にいた魔法使い達や神や魔や精霊だ。彼等の余剰魔力が生み出す偏差を使って〈フィロソフィア〉は魔法を稼働させてた訳だが――」

　今現在……〈学園〉はもぬけの殻からだ。

　ならば――

「いつ空間崩壊が起こってもおかしくない」

　今の〈学園〉はいわば燃料が尽きてエンジンの止まった飛行機だ。

　慣性が効いている間はそのまま飛び続けることができるかもしれないが――遠からず墜ちることは間違いない。拓人達の放散する魔力もあるにはあるが、この広大な〈学園〉の亜空間を維持するにはあまりに足りない。墜ちる航空機を止めようと団扇うちわで扇あおいでいるようなものだ。

「じゃあ……」

「状況は色々と気になるが、このまま中にいるとそれなりに危険を伴う。原因もわかってないままだと、やばいしな」

　青ざめる拓人に榮太郎は頰を掻きながら言った。

　何処か余裕のある仕草は、まだこの魔法使いが絶望していない証拠だ。それだけでも拓人は随ずい分ぶん救われた気持ちになった。

　とはいえ――

「とりあえず一旦外に出て、生き残りに連絡を取ろう。多くはないだろうが、外に出ていてこの『現象』に巻き込まれなかった連中もいるだろ」

「あ……はい」

　慌てて頷く拓人。

　そうだ。その可能性があった。

　自分達と同じようにたまたま外にでていて巻き込まれなかった者達。

　彼等がいる限り〈学園〉はなくならない。なくなったことにはならない。組織とは施設のことでも制度のことでもなく――それを構成する者達が本質なのだから。

　しかし……

「…………」

　榮太郎達と共に歩き出しながら――ふと拓人は本校舎を振り返る。

〈学園〉の象徴たる巨大塔。

　いつも拓人達を見守るかのようにそびえていたそれは――まるで滅びの日を待って天を仰ぐ、巨大な恐竜のようにも見えた。
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「――エ？　行方不明？」

　携帯電話を片手に持ったままシンクラヴィアは眼を瞬まばたかせた。

　隣を歩いていたミヤビも怪訝そうな表情を浮かべて立ち止まり――何事かと様子を窺うかがっている。物問いたげな相棒の視線に軽く頷いて見せて……しかし次の瞬間には先を上回る素すっ頓とん狂きような声をシンクラヴィアは漏らしていた。

「ってアガリアレプト様やガブリエルまデ？」

「……！」

　さすがに驚きの表情を示すミヤビ。

　ミヤビ。そしてシンクラヴィア。

　彼女等はそれぞれ白虎と魔鳥の化身である。

　神族と魔族でありながら、二人がいつもコンビを組んで活動しているのは、元々がチームだからだ。神界魔界そして人界における、表沙汰になってはいけない諸々の事件を闇に葬ほうむる破壊工作部隊、それがミヤビとシンクラヴィアだった。

　ただしそれは『だった』――つまり過去形である。

〈聖母〉暗殺計画において目標暗殺を果たせず、それどころか〈学園〉に捕まって現在は使役されている身だ。今の彼女等二人――もとい二柱は、既に三界に恐れられた暗殺者コンビではない。

　ぶっちゃけ『懲ちよう役えき』の大義名分の下に色々とこき使われる使いっ走りだ。

　もっとも――そういう自分達を楽しんでいる部分が彼女達にはある。

　それが暗殺であろうと便所掃除であろうと、何百年も同じ業務を続けていればさすがに神や魔でも飽きがくるものだ。刺激に満ちた人間界でどたばたと駆け回っていると、むしろ暗殺者時代より充実した気分になるから不思議ではある。

　まあそれはさておき。

「御意。わかりマシた。合流しマス」

　言ってシンクラヴィアは携帯電話を切った。

「榮太郎から？」

「うン」

　頷くシンクラヴィア。

「作業中断しテ速やカニ移動――拓人君の家に集合だッテさ」

「〈学園〉じゃなくて？」

「……『誰もいなクなっタ』んだっテさ」

「は？　クリスティ？」

「いヤ――推理小説じゃナクて。実際に。〈学園〉の話」

「…………」

　彼女等が今歩いているのは秋葉原の電気屋街である。

　任務を果たせず帰き還かんもせずという彼女等の処にやってきた上司――アガリアレプトとガブリエルは、それぞれ、自分達の趣味に関する蒐しゆう集しゆう作業を押し付けているのだ。

　彼等が元々の上司である上に、任務失敗の負い目がある為逆らえないミヤビとシンクラヴィアは、仕方なく延々と彼等の嗜し好こう品ひん――アガリアレプトの美少女ゲームと、ガブリエルのヘビーメタルＣＤ――を地道に店を回っては確保するということを繰り返していた。

　ちなみに。

　ミヤビは巫女服、シンクラヴィアはボンテージ服だったりするが、そういう格好でも『ああコスプレか』で済んでしまう処が秋葉原の恐ろ――もとい懐の深い処であろう。たまに振り返る人はいるし、追い掛けてきてデジカメを向ける者達はいるものの、二人の格好に殊更、異を唱えるような無粋な連中はいなかった。

「で――ガブリエル様まで行方不明って？」

「まあガブやん様も、アガりん様も、気楽に行方不明になっタりスるけドネぇ……」

　携帯電話をロングストラップでひょいと首からぶら下げると、溜め息混じりに地面に降ろしていた紙袋に手を掛ける。でかでかと女の子のイラストが印刷されたその紙袋には、はち切れんばかりの美少女ゲームのパッケージが入っている。

　ついでに言うと彼女の背中にはやっぱり美少女の絵の入った風呂敷包みが背負われており――そこには何やらでっかい箱のようなものが収まっていた。

「……ところで敢えて聞かなかったけどさ」

「なニ？」

「そのでっかい箱、なんなの」

「あー……エえと。ＰＣ９８２１……だッケ」

「なにそれ？」

「伝説のギャルゲー専用機らシいわヨ、アガリアレプト様によルと」

「……はあ」

「『ギャルゲーの歴史を紐ひも解とくに、ＭＳ‐ＤＯＳ時代を避けては通れん！　『ドラ●ンナイト』も『ＹＵ‐Ｎ●』も『エンゲージエ●ンズ』も『闘神●市Ⅱ』も『分裂守護神トゥイン●ル・スター』も、当時の息吹、限られた一六、あるいは二五六色環境において最大限にスペックを使って柔肌やわはだを表現する強者共の男気を感じてこそ！　コンフィグいじってメモリーあけてやらないと起動しないよーな、不自由極まりないＭＳ‐ＤＯＳ版を、あえて、あえて５インチフロッピーでゲーム中にしこしこ入れ替えながら体験してこそ、真のギャルゲーマーとして、キッシー嵐山に並ぶことができるのだ！　しかし最早ゲームも機械も絶版、かくなる上は秋葉原で中古を漁あさるしかない』っテ……」

「…………なんなのその悪魔の癖に修行僧チックというか、マゾヒスティックな論理は」

「知らないワよ」

　とシンクラヴィア。

「あんタこそそノ荷物何よ？」

「あー……」

　とこれまた唐草からくさ模様の風呂敷包みを背中に背負っているミヤビが、風呂敷包みの中にある、やっぱりでかめの箱を首だけで振り返る。

「なんかさー。『ＣＤになってないレコード資産をどうにかせねばならん、しかしパソコンで音声ファイルに取り込んでＣＤ‐Ｒに焼くのは幾つも手間がかかって面倒臭い』って言ってさ。これだったらボタン一発でＣＤ‐Ｒに焼いてくれるから買ってこいって……」

「…………」

「…………」

「お互イ、オタクな上司を持つト、苦労すルわヨね」

「本当にね」

　溜め息をついてとぼとぼと歩き出す元暗殺者の神魔二柱。

　彼女等は人通りの少ない路地に入ると、両手と背中に持っていた荷物を降ろして大きく身体を伸ばした。

「さて。さっさと質量圧縮かけちゃいましょ」

「へーイ」

　頷いてシンクラヴィアが取り出したチョークで地面に魔法陣を書く。

　元々魔法だの何だのはあまり知らない彼女らだが――そもそも魔法とは人間達が神や魔の引き起こす奇蹟や怪現象を再現したいが為に作り上げた技術体系だ――〈学園〉に出入りしている為に、ちょっと便利な魔法の一つや二つは覚えるようになっていた。

　その時――

「――シンクラヴィア」

「はイな」

「そっち任せるわね？」

「アいあイ」

　頷く相棒には一いち瞥べつもくれず――ミヤビは悠然とした足取りで歩き出す。

　しゅるりと振られる巫女服の袖から、鈍にぶい光を放つ日本刀が滑り出てきたのは、次の瞬間であった。

　勿論そのまま袖に入るような長さではない。

　奇術師も青ざめる鮮やかな手妻だが――ミヤビはそれを誇るでもなく、ちゃきりと鍔つばを鳴らしてこれを八相はつそうに構えた。

　八相。

　剣術における基本的な構えの一つ。名に付けられた八の数字は、相手の技の出方によって八通りに変化してこれに対することに由来するという。

　ごく自然な――一見すると平凡とも見える構えだ。だが普段、大抵の相手にはそもそも構えることすらないミヤビが、わざわざ両手持ちで構えてみせた事実だけでも、今、彼女が如何に状況を深刻に捉えているかがわかる。

「――で。なんか用？」

　と――彼女が問う先に立つのは小柄な少女が一人。

　秋葉原ですらその姿は眼を引くだろう――身体の線が浮き出るかのようなその衣い装しようは、一歩間違えば公こう衆しゆう猥わい褻せつ罪ざいに問われかねない。まあ捕まるとすればシンクラヴィアの方が先だろうが。

「…………」

　少女は答えない。

　ただ無表情に――淡々とした足取りでミヤビに向けて近付いてくる。

「…………」

　ミヤビは一歩前に踏み出て――そして。

「――っ!!」

　横飛びに跳ちよう躍やく。

　ほとんど元暗殺者としての直感だ――脳裏に湧わき上がる正体不明の危機感が彼女に攻撃よりも回避を選択させていた。まずい。理由はわからないが、真っ直ぐ掛かっていっては――まず間違いなく負ける。

（真っ直ぐが駄目ならば――）

　――背後頭上から。

　ミヤビは壁を蹴って少女の頭上に舞い上がり、空中でばさりと巫女服を翻ひるがえすと、急降下して獲物を狙う鷹の如く、真っ直ぐ剣を構えて少女の脳天を狙う。

　だが――

「…………」

　少女が頭上を振り仰ぐ。

　手足はぴくりとも動かさず――首と眼だけを動かして。

　まるで獲物を狙って旋せん回かいする砲塔と砲身の如くに。

「――！」

　ミヤビに刀の構えを変えさせたのはやはり直感だった。

　咄とつ嗟さに刀身で視線を跳ね返すように構える。

　――異音。

　ただ視線を受け止めただけであるはずなのに――日本刀の剣身にびしりと音を立てて亀裂が走り、次の瞬間には火花と共に砕け散っていた。

「ちっ――」

　身をひねり、巫女服の袖を振ってその空気抵抗で軌道修正。

　ミヤビは少女の背後に着地した。

　少女はそれを追うようにして振り返るが――ミヤビはさらに地を蹴って少女の視線を避けるように移動。体術には自信がある。今の一瞬で、少女の武器がその眼差しであることにミヤビは気付いていた。

　原理まではわからないが、あの双そう眸ぼうに捉えられるとまずい。

　やはり背後から急所に一撃。それが最も適切な手段。

　暗殺者としての経験が行動を選択する。

　折れた日本刀を投げ捨て、貫ぬき手ての形に整えられた五指が少女の後頭部に向けて――

「――っ!?」

　止まる。

　弾丸にも等しい速さで繰り出された必殺の貫手は――ミヤビにその気がないにもかかわらず少女の後頭部に達する直前で寸止めされていた。

　動かない。動けない。

　これは――

　…………

「…………ミヤビ？」

　怪訝の様子で振り返るシンクラヴィア。

　彼女は相棒の勝利を微み塵じんも疑っていなかった。この狭い路地裏はミヤビの独壇場だ。近接戦闘においてはミヤビに優る者などまずいない。神でも魔でも人間でもだ。

　しかし……

「…………！」

　シンクラヴィアは息を呑み硬直する。

　彼女は見た――変わり果てた相棒の姿と、その背後に立つ灰色の少女を。

「ミ……ミヤビ……」

　呆然と呟いてから、そしてシンクラヴィアは気付いた。

　頭上を振り仰いだ彼女は見る――

「…………」

　眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。眼。

　路地の上――二つのビルの狭はざ間ま。

　向かい合う壁面にびっしりと、まるで虫のようにへばり付き、あるいは思いだしたように向かい合う壁面と壁面の間を跳んで行き来する……灰色の少女達。

　同じ服。同じ顔。同じ――瞳。

　集中する十数対の視線。

「くっ――」

　ばさりと隠していた翼を展開するシンクラヴィア。

　魔力を集中しその少女達をまとめて薙なぎ払はらおうとして――

「…………」

　――しかしシンクラヴィアにできたのはそこまでだった。










　第三章　おいつめられてますけど。







　薄闇の中……回遊魚のようにゆっくりと円を描いて巡る何十という紅い文字列。

　その内容はどれも同じ――『ＮノＯー　ＲＥＳＰＯＮＳＥレスポンス』。

　応答ナシノーレスポンス。応答ナシ。応答ナシ。応答ナシ。応答ナシ。応答ナシ。応答ナシ。応答ナシ。応答ナシ。応答ナシ。応答ナシ。応答ナシ。応答ナシ。応答ナシ。応答ナシ。応答ナシ。応答ナシ。応答ナシ。応答ナシ。応答ナシ――

「……くっ……」

　震える手で『切断』の命令を含んだ印を切る。

　拓たく人との周りに浮かんでいた残酷な告知は瞬時に消滅し、視界を占めていた薄闇もまるで上映の終わった映画館のそれのように拭ぬぐい去さられる。次の瞬間には見慣れた自分の部屋の風景が視界の中に戻ってきた。

「…………」

　拓人はよろめくようにして壁に寄りかかった。

　全滅だ。

　知りうる限りの――榮えい太た郎ろうとエーネウスは除いて――〈学園〉関係者に対して、片っ端から魔法通信による呼び掛けを試みた拓人であったが、結果は最悪だった。

　既すでに今の呼び掛けは六度目だ。

　半時間ずつ置いて――全員に。

　だが誰も応答しない。

　勿もち論ろんある種の居留守を使っているという可能性も――わざと応答しないという可能性もありうる。だがどこぞのイジメでもあるまいし……全員揃そろって拓人からの呼び掛けを無視するとは考えにくい。まして魔法通信の際に拓人は『緊急』のサインを添えている。明確に拓人を拒絶する意思でもない限り――ちょっと食事中とか運転中とか、その程度の事情で応えないということもなかろう。

　つまり皆が皆……応答できない状態にあるということだ。

「やっぱり……駄目か……」

　一いち縷るの望みを掛けての通信であったが――結果的には気分が重くなっただけだった。

　勿論、元々〈学園〉の外に出る機会がある者の方が少数派だ。大抵の魔法使いは俗世間における軋轢あつれきを嫌って〈学園〉の中に居を構えている。これはほとんどの魔族や神族も同様である。

　だがそれでも。

　何かの用事で〈学園〉から出ていてあの『事件』から逃れていた者がいないかと拓人達は考えた。

　メタリス。シュタイン教授。寒さ河が江み教授。ステンリート。ミヤビ。シンクラヴィア。御み狩かり谷やはるか。ジャネット・ランファン。麻ま雪ゆき。エミット……

　誰も――連絡がつかない。

　全く返事が来ない。

『他も色々あたってみる』ととりあえず拓人達と別れた榮太郎達も、同様に連絡を試みているはずだが――今のところ、誰かが見つかったという連絡は来ない。

「誰か……」

　呻うめくように拓人は呟つぶやいた。

「誰かいないのか……!?」

　いない。誰も。

　見知った〈学園〉の者達が皆消えてしまった。

　まるで――まるで最初からそんな者達はいなかったかのように。

〈学園〉などまるで拓人の見ていた夢か幻であったかのように。

　勿論、元々現代に隠れ住む魔法使い達は、己の存在する痕こん跡せきを一般社会にはほとんど残さない。前述の通り――そもそも〈学園〉の外にでてくる場合の方が希まれだからだ。その理屈はわかっている。よくわかっている。

　けれども……

「馬鹿な……」

　こんなにあっさりと。

〈学園〉が――

（なくなってしまう？）

　その想像に拓人は震ふるえた。

　何か――自分の周りに張り巡らされていた命綱が次々と音もなく切られていくような感覚がある。焦あせりと。怯おびえと。そして訳のわからない戸と惑まどいとが頭の中をぐるぐると回る。

　来ると信じていた明日が、来て当たり前だと思って疑念すら持ったことのなかった明日が、もう二度と来ないのだと――突然知らされたかのように。

　心細い。とてもとても心細い。

「僕は――」

　その時。

　不意に――携帯電話が鳴った。

　びくりと身を震わせて拓人が机の上のそれをとると、小さな液晶画面には『霧きり島しま双ふた葉ば』の文字が点滅している。

「――双葉ちゃん」

　何ど処こか疲れ切った口調で呟いて……拓人は電話にでる。

「もしもし……？」

『あ。拓人君？』

　電話の向こうから聞き慣れた双葉の声が届く。

『双葉ちゃん。どうしたの？』

　努めて明るい声を出しながら拓人は言った。

『あ……うん。やっぱりちょっと気になって』

　ちょっとはにかんだような双葉の声。

　気になって。

　恐らくは明あき人とのことだろう。確かにあんな風に、いかにも訳アリといった場面を見せられた後で『事情は言えない』と言われて――はいそうですかと素直に納得する人間はいないだろう。親しい人間なら尚更なおさらのことだ。

（……記憶操作すべきだったのかな……）

　拓人は悔くやんだが……既に何度か〈学園〉の秘密を守る為に双葉には記憶操作を施ほどこしている。あまり短い時間で何度も何度も記憶操作を繰り返すと、彼女の意識に何らかの障害が残る可能性があったので、敢あえて拓人は避けたのだが――

「ごめん。双葉ちゃんや葉は月づきには不愉快な思いをさせたかもしれないね」

『あ。ううんあのね――』

「でもどうしても話せないんだ。本当に――ごめん」

　まるで何かを反省するかのように、傍かたわらの壁に頭でもたれ掛かりながら拓人は言った。

『……あのさ、拓人君』

　双葉が言う。

『無理に話してとは言わない。けど……でも……忘れないでいてね』

「――え？」

『私も葉月も……拓人君や、タナちゃんや、鈴すずちゃんの味方だから。あの氷ひ室むろ君との間に何があったのか知らないけど、私達は拓人君達の味方だから！』

「双葉ちゃん……」

『何かあったら遠慮なく頼ってね。私達は――』

　一瞬の躊ちゆう躇ちよ。

　だが――

『私達は友達なんだから』

　言い切る双葉の声は力強かった。

『だから必要になったら頼ってくれていいんだよ。大した役には立たないかもしれないけど、何もできないかもしれないけど、でもさ、その、頼ってくれると――その……嬉うれしいし……と……友達ってそういうもんでしょ!?』

「…………」

　拓人は無言。

　勿論怒った訳ではない。迂う闊かつに何か言えば、押し止めている何かの堰せきが切れて――声が震えてしまいそうだったからだ。

『拓人君？　拓人君？』

「だ……大丈夫、大丈夫だよ」

　呼吸を整え辛かろうじてそう応える。

　双葉の気持ちはありがたかった。本当に。

「…………」

　ふと。

　ある種の衝動めいたものが拓人の中に生まれる。

　普段なら馬鹿げているとすぐさま頭の中から追い出したであろう――それは何処までも無意味な問い掛けであったから。

　だが……

「双葉ちゃん」

『なに？』

「僕が――実は魔法使いだって言ったら信じる？」

『……魔法使い？』

　電話回線の向こうできょとんとしている双葉の顔が見えるような声だった。

『えっと……ごめん……あの……質問の意味がわからないっていうか……それって……何かの、比ひ喩ゆ？』

　そうとしか受け取れないということだろう。

　彼女にとっては――大多数の人間にとって、それは迷信か創作の中にのみ実在する事物だった。問われてその真偽を考慮する必要もない程に現実味を欠いた言葉だった。

　当然の話だ。

　だが……

「いや」

　拓人は静かに笑って言った。

　何かを決定的に否定された気分だった。

「いいんだ。忘れて」

『そ……そう？』

　双葉はそれ以上問うてこなかった。

　勿論……双葉は悪くない。彼女はただ真面目に誠実に応えただけだ。むしろ拓人の望む答えを――彼を傷つけまいと、慰めようと、慎重に言葉を選んですらいた。

　だから。

「ごめん。それからありがとう」

　拓人は努めて明るい声を取とり繕つくろいながら言った。

「嬉しかった。でも――大丈夫。大丈夫だよ」

『拓人君……』

「ごめん。色々片づいたら……こっちから連絡入れるよ」

『あ…………うん……』

　少し寂さびしそうな双葉の声。

　もう一度だけ『ごめん』と告げて拓人は電話を切った。

　短く――けれど途方もなく重い溜め息が漏もれる。

「…………」

　馬鹿げたことだ。

〈学園〉の存在を――自分の正気を一瞬でも疑うなどと。

　だが……昔どこかで聞いた都市伝説じみた話が脳のう裏りを過よぎった。

　某国民的人気漫画の最終回。

　冴さえない少年の元に未来の世界からやってきた猫型ロボット。その存在が少年の日常を刺激に満ちたものに変えてゆく。不可能を可能にする数々のアイテム。そこから巻き起こされるあり得ない事件。どたばたと騒々しくも楽しい日々を過ごす少年とロボット。

　だが――それは現実のことではなくて。

　全ては交通事故に遭って植物状態に陥おちいってしまった少年の見ている夢に過ぎなくて――

「…………」

　ぶるりと身を震わせる拓人。

　そこに――

「…………」

　――こんこんと扉を叩く音がする。

　振り返った拓人の視線の先で、おずおずと半開きの扉の向こうから鈴すず穂ほが顔を出した。

『あの……タクちゃん』

　鈴穂が躊躇ためらいがちにノートを差し出してくる。

『その……晩御飯……どうしよう？』

　見れば壁の時計は既に夜の一〇時半を指している。〈学園〉から帰ってきて既に三時間が経過していることになる訳だが――今の拓人はまったく空腹感を覚えない。それどころではない。本当にそれどころではなかった。

「いらない」

　素そっ気けなく言って――そして怯えたような鈴穂の表情に気付いた拓人は、慌あわてて言い足した。

「ごめん……食欲がないんだ」

『でも――』

「僕はいいから鈴穂達だけでも食べてて」

「駄だ目めですよ御主人様」

　鈴穂の背後からひょっこりファルチェが顔を出す。

「私やタナロット先輩はともかく……御主人様と鈴穂先輩は少しでも何かお食べにならないと……緊張しておられる時は余計に……」

　そう告げるファルチェの声も気遣わしげだ。いつもはのんびりほんわかした態度を崩くずさない彼女だが、さすがに今度ばかりは何処か口調に陰りが見えた。

「ファルチェ……」

　彼女の姿を見て思わず安心する自分が心の何処かにいることを拓人は自覚した。

　ファルチェ。そしてタナロット。

　彼女らは拓人が〈学園〉に所属していた確かな証だ。もし彼女達までいなくなれば拓人は本当に自分の正気が信じられなくなるような気がした。

　そんな彼の気持ちを知ってか知らずにか――

「タクト！」

　タナロットが身を乗り出して言う。

「ごはんにするのである！」

「…………いや、でも……」

「ハラが減っては戦いくさができぬのである！」

「…………」

「闘うならたっぷりきっちり食べておくのである！」

「…………」

　拓人は――力説するタナロットを束の間呆ぼう然ぜんと見つめて。

「そう――そうだね」

　彼は微苦笑混じりに頷うなずいて見せた。





＊






　白い白い虚きよ無むがそこには広がっていた。

　それは本来――ありえない光景だ。

〈学園〉本校舎の存在する異空間は、中で暮らす魔法使い達が失調しないようにと、昼夜の別が設定されている。具体的には空の色と明度は緩ゆるやかに変化しつつ循環し――気温もまたそれに倣ならう。普段〈学園〉内にいる限り、そこが人工的に創り出された偽りの世界であると殊こと更さらに意識することはない。事情を知らぬ者ならば気づきもしないだろう。

　だからこそ今は異常なのだ。

　偽りの空は蒼あおを湛たたえることを放棄し――まるで表面塗装を剝はがされた壁の如ごとく、白一色で何の変化もない虚無をさらけ出している。それは何処までも無味乾燥としていて、以前の〈学園〉を知る者には信じ難い光景を描き出していた。

「…………なるほど」

　白い空を見上げて榮太郎は薄く笑った。

　拓人達には危険なので一旦、外部への退去を勧めた榮太郎であったが――彼自身はエーネウスと共に再び〈学園〉の中へと舞い戻ってきていた。いかな彼といえど、拓人と共に訪れていた時間だけでは〈学園〉の端から端までを詳細に調べることはできない。まだ調べきっていない部分に、何かの手がかりが残っているのではないかと彼は考えたのだ。

　結果的に彼のその考えは正しかった。

　だが――

「やはり麻雪ちゃんの完成版か」

　呟く榮太郎が立っているのは〈学園〉本校舎の屋上である。

　広々とした――球場並みの面積を誇るその場所で彼は十と重え二は十た重えに包囲されていた。

　灰色の少女達に。

「…………」

「…………」

「…………」

　声もなくただ静かに少女達は榮太郎を囲んでいる。

　榮太郎と――そして変わり果てたエーネウスを。

「しかし……そうくるか」

　足下に転がるものを――数秒前までエーネウスだったものを榮太郎は見下ろして言った。

　小さな縫ぬいぐるみを。

　それはエーネウスの特徴を色濃く遺のこしてはいた。黒髪。犬耳。犬尻尾。そしてメイド服。随ずい分ぶんとデフォルメされてはいるものの、エーネウスを知っている者ならば、多くの共通点から、それが彼女を模した縫いぐるみなのだと理解するだろう。

　だがそれはエーネウスの縫いぐるみではない。

　榮太郎をかばい、少女達の視線の直撃を受けたエーネウスそのものなのだ。

「睨にらみ据すえた相手を『凍結』し縫いぐるみに変えて封印――か。量産兵器の癖くせして、なかなか萌える機能だな」

　と榮太郎。

　彼は改めて自分を取り囲む少女達を見回す。

　灰色の少女達は手に手に皆縫いぐるみを持っている。揃いも揃って同じ姿勢、ぞんざいな感じで片手に縫いぐるみを提げている処まで同じという彼女等の姿は、傍はた目めにはひどく異様で――何か狂気じみたものを感じさせた。

「…………寒河江教授」

　縫いぐるみの一つに何処かで見たような顔を見つけて榮太郎は呟いた。

　三頭身程の、金髪碧眼きんぱつへきがんの少年を模した縫いぐるみ。左手を摑つかまれた状態でぶら下げられたそれは――明確に十二席委員会に名を連ねる大魔法使いの面影を残していた。












「単に凍結させるだけじゃつまらないからねえ」

　笑いを含んだ声でそう告げてくるのは少女達の包囲の外側、〈学園〉本校舎屋上の端に立つ少年だった。

　脇に二人の――黒髪と金髪の少女型使い魔を従えるその姿は、基本的に御み堂どう高校に通っている時と大差ない。脇の少女達はくすくすと笑いながら少年の腕に自分のそれを絡からませていた。

「まあ実際には召喚技術の応用さ。単に凍結させて封印するだけじゃ解除されてしまう可能性も高いからね。術の発動と同時に『器うつわ』を作ってそこに召喚することで封じ込める――この際の『器』は感染呪術的な効率を考えて被封印者の外形に似せて作られる」

　氷室明人は言った。

「という訳で君も縫いぐるみになってもらうか――佐さ久く間ま榮太郎君？」

　少女達――対メ神ド魔ウ兵ー器サの眼球数十対が妖しく光る。

　見つめられれば、ありとあらゆる活動を凍らされた上で縫いぐるみ型の『器』に封入されてしまう灰色の、まなざし。大悪魔や大天使、十二席委員会の面々すらも封じたその力が全方位から榮太郎に殺到した。

　視線の先の全てが凍り付く一瞬。

　ぐらりと揺れて――地面に倒れる栄太郎。

　だが……

「――あれ？」

　明人の脇にいた使い魔の一方――タウが声を漏らす。

　主あるじたる明人が頷くのを確認すると、彼女は跳躍して〈メドゥーサ〉達の包囲を越え、榮太郎の側に駆け寄った。倒れたままの榮太郎の側そばに彼女はしゃがみ込むと、首を傾かしげつつその様子を探る。

　本来なら榮太郎は縫いぐるみになるはずなのだが――

「これは――」

　タウが驚いて声を漏らす。

「と……等身大フィギュアっ!?」

「――変わり身!?」

　明人の脇のもう一方――アレフが呻くように続けた。

「…………やるな」

　呟く明人。

　そんな彼等の頭上に――

「――はっはっはっはっは」

　高らかに響ひびく笑い声。

「薪まきざっぽとか使うより見破りにくいだろう!!」

　どうやらそこが勝ち誇るポイントらしい。

　拓人や鈴穂やエーネウスなら色々突っ込んだことだろうが、生あい憎にくと明人はそこまで付き合いが良い訳ではないらしかった。彼は代わりに薄い笑みを浮かべて呟く。

「なるほど……最初から読まれていた訳か」

「所詮、単一機能特化型。確かに不意をつかれれば防ぎようがないが、予あらかじめわかっていればどうとでもなる。要は『見られ』なけりゃいいんだからな」

　吹きさらしの場であるにもかかわらず、まるで幾いく重えにも反響しているかのように声は四方八方から響いてくる。その一方で榮太郎本人の姿は何処にも見当たらない。

「それは確かにその通りだ」

「氷室明人」

　榮太郎の声が傲ごう然ぜんと響く。

「お前は何を考えている？　いや――お前の『中の人』は？」

「…………」

　明人は無言。

「三人の〈始原的神魔創造者〉。三。そう――三だ」

「…………」

「点ではなく。線でもなく。三にして初めて成立する――面。三さん位み一いつ体たい。三つの同位でありながら異なる点を用意することで初めて可能となること。それはつまり――」

「佐久間榮太郎」

　明人は溜め息をついて言った。

「いや――毒の王よ。それを知った処ところでどうする？」

「勿論、その企たくらみは潰つぶさせて貰もらう」

　榮太郎は言った。

「まるで正義の味方のような物言いをするね、君は」

「いやいや。単に俺はこの世界が気に入っているだけだよ。お前のような奴に引っかき回されたくないだけだ」

「……ふむ」

　明人はしばし考え込む表情を示してから……

「ところで」

　彼は懐ふところに手を入れて言った。

「こういうものがあるのだが」

　すっと彼が抜き出したのは小さな箱が一つ。

　それは――

「うおっ!?」

　何処かにいる榮太郎が動どう揺ようの声を漏らす。

「全国のお兄ちゃん志望者垂すい涎ぜんのトレーディングフィギュア『シスマゲドン』セカンド・シリーズ!?　いやしかし発売は来週のはず――」

「しかも」

　明人は淡々と言った。

「中身は激レア必至のシークレット、戦う妹メイドにしてヨガの達人『イーシャ・ダルシェマＣＯＭＰパーティ仕様』――しかも更に数少ない試作クリア・ヴァージョン！」

「なにぃ!?」

　と動揺ぶりに拍車がかかったところを見るとどうやら榮太郎のツボらしい。

「敢えて、敢えてソラとの戦闘場面ではなく、崩れるカクテルグラス・タワーを一瞬で積み直したあの名シーンを――！　何という通な選択!!」

　知らない人にはちいともわからないが……まあなんだかそういうことらしい。

　でもって。

「ふふふ」

　それを……明人はあっさりと放り投げた。

　本校舎屋上の端から――空中へ。

　箱はくるくると周りながら落下していく。遙はるか下方の地面へと毎秒九・八メートルの重力加速をしながら。勿論地面に叩き付けられれば箱に入っていようが間違いなく粉々だ。

「ぬおおおっ!?」

　次の瞬間、明人から見て数メートル右横の空間が歪ゆがんだかと思うと、そこから必死の形ぎよう相そうで飛び出した榮太郎が空中の箱をキャッチ。

　当然ながら共に落下しそうになりつつも、咄とつ嗟さに投げた鈎縄かぎなわが屋上の縁ふちに引っかかり、彼はぶらんと屋上からぶら下がったのだった。

「なんてことをするかッ!!　このクリアヴァージョンがどれだけ貴重だと思ってるんだ！　クリアヴァージョンはただでさえ小さな傷が命取り――いやそもそも」

　憤ふん然ぜんと叫んで。

　それから。

「………………あ」

　はたと気付く榮太郎。

　ずらりと校舎屋上の縁に〈メドゥーサ〉達が顔を出したのは次の瞬間であった。

「さらばだ佐久間榮太郎」

　明人の言葉と共に何十という魔力の視線が榮太郎の頭上から降り注いだ。
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　デラックス・シーフードミックス。

　スペシャル・バーベキュー。

　ミート＆ミート・パラダイス。

　スーパー・ベジタブル。

　…………

　景気づけにと――まあ多少ヤケになっていたのは否めないが――拓人が頼んだ宅配ピザＬサイズ一〇枚とサラダ五セット、フライドチキン二〇ピース、粗あら挽びきフランクフルト一〇本はおよそ三〇分で全て完食されてしまった。

　言うまでもなく食べたのはタナロットと――それから鈴穂から分離して出てきていた鈴すず果かである。この二人はそもそも食事は栄養補給と言うより嗜し好こう品ひんの意味合いが強く、文字通りに胃袋は底なしだ。三〇分という数字もあくまで彼女等の口と手の大きさではその速度が限界だというだけのことである。恐らくこの一〇倍の量を頼んだ処で平然と食い尽くしたことだろう。別に試してみたいとも思わないが――どう考えても先に破は綻たんするのは彼女等の胃袋ではなく拓人の財布だ。

　ちなみに拓人と鈴穂とファルチェが食べたのは、三人合わせてもＬサイズピザ一枚余りである。ファルチェも基本的に食べようと思えば底なしで食べられるが、そもそも元が器物である彼女はあまり食欲というものがない。付き合いと――精々が、味覚情報を蓄積する程度の意味しか彼女の食事にはないのだった。

　まあそれはともかく。

「あー。喰くった喰った」

『鈴果。お下品』

　どこかのオヤジみたいな口調で満足げに言って身体を伸ばす鈴果を、鈴穂がたしなめる。

　こうしていると双子の姉妹みたいである。まあ――鈴果は鈴穂の形質情報を基もとに構築された存在なので姉妹というのはあながち外れた見方ではない。鈴穂が生み出したという意味では親子といった捉え方の方が近いかもしれないが。

「へいへい」

　肩を竦すくめてから鈴果は拓人の方を振り返った。

「で――拓人。どうするよ？」

「うん。とりあえず先輩からの連絡待ちなんだけど」

　拓人は空になったピザの箱を積み上げながら言った。

「ちょっと秋あき穂ほおばさんの処にも行ってみようと思うんだ」

「母さんの処に？」

　首を傾げ――鈴穂と顔を見合わせる鈴果。

「みゃ？　また夕食をゴチになりに行くのであるか!?」

　と今、普通の人間なら腹が裂けかねない量を喰ったはずのタナロットが嬉しそうに身を乗り出す。どうも、前に鈴果と共に秋穂に御飯を食べさせて貰ったことがある為、餌え付づけされた動物の如く『秋穂＝ごはん』という図式がタナロットの中では成り立っているらしい。

「てめーは少しは遠慮えんりよしやがれ」

「みゃ？　違うのであるか」

　鈴果に言われて首を傾げるタナロット。

「違うよ」

　苦笑して言う拓人。

『でも――どうして？』

「僕達だけじゃ今のところ、あの氷室明人に勝てない。だからっていって特訓とか何とかってやって実力付けるのにも時間ないし。せめてこう――戦い方を変えられないかなって思ったんだよ。で……」

『あ。そっか』

　鈴穂は得心した様子で頷き、鈴果もぽんと手を打った。

「うちの母さん〈破壊魔デモリシヨナー〉って綽あだ名なされる武闘派魔法使いだったって――」

「そう」

　拓人は頷いて見せた。

「秋穂おばさんに魔法戦闘について何か教わることができないかなって。当たり前だけど魔力だけでの力押しじゃ魔法戦闘では強くなれない。秋穂おばさんって魔族や神族相手でも一歩も引かなかった位だって――」

　当然だが魔族や神族の魔力量は、人間のそれとは文字通りに桁けたが違う。

　だからこそ人間の魔法使いが魔族や神族相手に力押しで勝つことはありえない。言ってみればそれは、ネズミが象に綱引きを挑いどむようなものだった。

　逆に言えば……人間の身で魔族や神族と互角にやり合えるということは、それだけ魔法技術そのものと、魔法戦闘に関する戦術に長けているということだ。

　ネズミが象に力で勝つことはありえない。だが急所に歯を立てて象を殺すことは、あるいは――可能かもしれない。そういうことである。

「みゅう。何やら凄そうなのである」

　タナロットは腕を組んで言った。

「鈴穂の製造元とは思えないのである」

『余計なお世話よ』

　そう書いてすこんとノートでタナロットの後頭部にチョップをかます鈴穂。

「まあ今は魔力もなくなって普通の――」

　言いかけて。

「…………」

　五秒ばかり懊悩おうのうするように沈黙してから拓人は続けた。

「――ま、まあとにかく主婦してるけど、戦い方とか、そういう技術的なことを教わることはできると思うんだよ。だから……」

　そこまで拓人が言った時。

　電子音。

「……！」

　拓人達が一斉に振り返った先にはコードレス電話の子機があった。

「榮太郎様でしょうか～？」

「……かな？」

　拓人は子機に歩み寄る。

　小さな液晶ディスプレイの表示は――『番号非通知』。

　だが今時、番号非通知など珍しくもない。榮太郎の場合はそれこそ、魔法通信を直接電話回線に割り込ませる位はやりかねないし――それなら番号が出るはずもない。拓人は特に気にせずに子機を取って耳に当てた。

「はい。羽は瀬せ川がわです」

『やあ。僕だよ――』

　その声に拓人は息を呑のんだ。

　電話越しに聴くのは初めてだが聞き間違いようがない。

「氷室……明人……」

　拓人達の――『敵』。

　拓人の呟きと同時に、鈴穂は思わず傍らにあった〈ワルプルギス〉を摑つかみ、タナロットは身構える。

　ただ一人、ファルチェだけはしかし反射的な臨戦態勢を採らず、そっと手を伸ばして電話機に触れると、一同に頷いてから近くにあったミニコンポに触れた。

　途端――

『そう。そろそろかなと思って電話を入れてみたんだけれど』

　――会話の内容がミニコンポのスピーカーから流れ出る。ファルチェが媒ばい介かいしてミニコンポを電話機の外部スピーカーとして使ったのだろう。

「そろそろ？　何がそろそろだよ。僕等は――お前の脅おどしには」

『まあそう身構えないで欲しいな』

「…………」

『〈学園〉には行ったかい？』

「……！　やっぱり、あれは――」

『そう。あれは僕の仕し業わざ』

　あっさりと電話の向こうで明人は白状した。

『もうあの〈学園〉には誰もいないよ。所属神族一〇八柱、所属魔族九九柱、所属精霊三二四柱、所属仮想神格七七柱、所属魔法使い五九二人……全部僕が排除した。いや、排除というと聞こえが悪いね。僕が、制圧した』

　同じことだ。

　それが――氷室明人のような人間の口から漏れている限り、排除も制圧も処理も全て同じ意味でしかない。

　しかし……

「全部……!?」

　それは途方もない数字だった。

　たしかに諸もろ々もろ合わせて一二〇〇名弱というのは見方によっては少ない数字かもしれない。

　だが程度の差はあれ〈学園〉関係者はいずれも何らかの魔法的技能や道具を身に付けている。何も知らない一般人とは訳が違う。

　それを――

『先程――』

　明人は駄目押しのように言った。

『最後の一人、佐久間榮太郎の封印を以もつて制圧は完了した』

「…………ッ!?」

　拓人が息を呑み、鈴穂と鈴果が愕がく然ぜんと顔を見合わせる。

　榮太郎までも……？

　それはつまりエーネウスもということだ。しょっちゅう流血沙汰のツッコミは入れるものの彼女は榮太郎の使い魔である。そしてあの生き真ま面じ目めな彼女が、主の危機を黙ってみているはずがない。

『念のために言って置くけど。彼等は生きてはいないけど、死んでもいないよ？』

　押し殺したような笑い声が電話回線の向こう側から漏れてくる。

　それが――ひどく拓人の癇かんに障る。だがここで怒鳴っても仕方がない。今必要なのは何よりも情報だ。そして明人は間違いなくそれを握っている。

　拓人は努めて冷静を装よそおい、問うた。

「……なんだって？」

『殺すと人質の役には立たないしね』

「……人質……」

『そうさ。君と鈴穂ちゃんに僕の言うことをきいて貰う為の人質だよ』

　明人は愉たのしげに言う。

「その為に……〈学園〉の皆を――」

『まあ人質だけなら全員は要らなかったんだろうけどね。君に理解して貰いたかったんだよ、僕は』

「……何を？」

『君が今依存している、あの〈学園〉というものの脆もろさをさ』

「…………」

　拓人は――絶句。

　何か必死に隠していた気持ちを見透かされたような気分だった。

『君にはどう見えていたのか知らないけれど――まあ想像はつくけれど、でも、結局、あれはあの程度のものでしかない。僕が本気を出せばこの通り。同じく〈連盟〉もね。所詮、〈学園〉も〈連盟〉も烏う合ごうの衆、群れねば何もできない半端者の集まり、馴れ合いの場に過ぎない』

「…………お前は……」

『僕は違う。私には目的がある。全てを犠牲にしても悔いず恥じぬ目的を持っている。そして力とは目的を達成する為の手段だ。故に君達は私の下もとにあるべきなんだよ』

　あまりに自信たっぷりの口調。

　たとえ世界が否と唱えても自分を曲げないとでも言うかのような。

　それは――今の拓人にはないものだった。

『破裂せぬ爆弾、撃たぬ銃、切らぬ刃に何の意味がある？』

「僕は――」

『君に本来の居場所を提供してやろう』

　何処か底冷えのする声で明人は言った。

『君が本当に必要とされる、君が君であるだけで意味を持つ立ち位置を与えてやろう。私の元に来るがいい、〈始源的神魔創造者〉――神を生み魔を殺す力を持つ者ッ！』

　――がちゃん。

　拓人は叩き付けるようにして受話器を置いていた。

「何を……何を言ってるんだ、あいつは……！」

『タクちゃん、大丈夫？』

「あ……う……うん……」

　頷いて拓人は長々と息を吐く。

　ここで動揺しては駄目だ。それは氷室明人の思うつぼだ。

　恐らく氷室明人は徹底的に拓人の心を折るつもりなのだろう。

　まず戦いを仕掛けて自分の方が魔法使いとして強いのだということを示して。

　次に同じ学校にやってきて『いつでもお前の周りの人間を消せる』と圧迫を掛けて。

　更には拓人の『居場所』であり頼る先でもある〈学園〉を根ね刮こそぎ消して。

　徹底的に拓人を追い込んで、叩きのめして、行き場所を無くした彼が自分の処に飛び込んでくるしかないように……自分の足元に平伏すしかないように、拓人の周りの堀を埋めに掛かっているのだ。

　洗脳せんのうしてしまっては拓人の能力を、そして鈴穂の能力を利用できない可能性があるからだろう。あくまで拓人達を拓人達のまま、明人は手に入れるつもりだ。

　それはわかっている。

　今此こ処こで動揺すれば明人の思惑通りだということは、もう痛い位にわかっているのだが、現に次々と〈学園〉関係者との連絡が取れなくなっていくと、どうしようもない程の孤立感が押し寄せてくる。まとわりつく孤独感がどうしても拭えない。気がつけば外堀を埋められ周囲から刃物を突き付けられているかのような――そんな危機感がひしひしと全身に染み込んでくる。

　なくなる。

　なくなっていく。

　彼の周りから――〈学園〉が。

　知ち己きが。場所が。

　彼が魔法使いとして自分を維持できる世界そのものが。

「僕は……」

　どうすればいい？

　明人は人質と言った。

　つまり――逆らえば〈学園〉の関係者全員が殺されたり永久封印を掛けられたりするということか。

「くそっ…………」

　拓人は壁に両手をついて呻いた。
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　それは本来――誰も知らない場所で。

　あるいは未来永劫えいごう何事も起こらない可能性だってあったはずの場所で。

　だからひょっとしたら『彼』も同じく未来永劫眠り続ける可能性だってあった。それは保険であり安全装置でもあった。賭かけは賭けだが当たらないことを望まれた賭けであったはずなのだ。

　しかし――

「…………」

　薄闇の中で何かがかちりと嗔はまり込こむ。

　同時に置かれていたそれががたんと一度大きく震えた。

　真っ黒の――棺桶かんおけが。

　ずずず……と音を立てて蓋ふたが横に滑る。最後にがたんと蓋が床に落ちて、それが起床の合図であるかのように、棺桶の中からむっくりと細身の人影が身を起こした。

「…………むう」

　短い呻き。

　そして――

「出番か」

　呟いたその人影は、悠ゆう然ぜんと立ち上がり――まるで虚こ空くうから摑みだしたかのように、何処からか取り出した黒の長衣ローブを羽織った。
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　久しぶりに早く帰ってきた夫と軽い晩ばん酌しやくをした後――酔いを冷まそうとして縁側に出る。

　まだ晩冬の寒気が肌に刺さるが、それもまた火照った身体には心地良い。

「…………」

　東京都内では反則とも言うべき……日本庭園の情景。

　灯籠とうろうから漏れる光によって夜特有の色彩を見せるそれを、ぼんやりと眺めながら、秋穂は小さく息を吐いた。

　その時――

「……あら」

　右へ左へと虚空をたゆたいながら白い羽根が一枚落ちてくる。

　それに手を伸ばして受け止めると――秋穂は笑った。

「ミカちゃん？」

「――はい」

　ひゅん――と空気が鳴る。

　次の瞬間、秋穂の眼の前、日本庭園の真ん中に一人の少女が出現していた。

「お久しぶりです」

　少女はぺこりとお辞儀する。

　綺き麗れいな――そう本当に綺麗な少女だった。

『可愛い』という言葉の前にまず『綺麗』という言葉が出てくるような。勿論――その非の打ち所がない程に整った顔立ちは、どこまでも可か憐れんで、可愛らしくはある。美しくもある。だが何処かその繊細せんさいな――迂闊に触れれば壊れてしまいそうな微妙なバランスによって成り立つその風ふ情ぜいは、まず何よりも『綺麗』と表されるべきだろう。

　まるで――雪の結晶のように。

　着ているものが白いワンピースに、鍔広つばひろのこれまた白い帽子であるせいか、まるで高原のサナトリウムに暮らす病弱な御嬢様――といった印象がある。まあこの冬場には見ているだけで寒々しいことこの上なかったりもするが。

「本当に。ガブちゃんと違って、いつもこっちにいる癖くせに、全然顔を出してくれないんだもん」

　まるで少女のような物言いでちょっと拗すねた表情を見せる秋穂。だがこの主婦は不思議とこういうことをしても違和感がない。

「あ……いえそれはその」

　何やら照れたように頰ほおを赤らめて後頭部を掻かく少女。

「彼氏？」

「……ええまあ」

　両手で頰を挟はさみ、照れ照れもじもじとする少女。

　その姿は何処から観てもただの――まあ尋じん常じようでない美少女ではあるものの――絶賛大恋愛中の女の子にしか見えない。だが少しでも霊感のある者ならば彼女から滲にじみ出る『力』の大きさに慄りつ然ぜんとするだろう。

　彼女がただそこにいるだけで空気の質さえもが変化するのだ。

　そう――大魔族がただそこにいるだけで周辺を魔界へと変質させるのと同じく。

「その話は今度じっくり聞かせて貰うとして」

　秋穂は微笑ほほえんで言った。

「今日来たのは――別の用件なんでしょう？」

「はい」

　一瞬で真顔に戻ってミカちゃんと呼ばれた少女は頷いた。

「〈連盟〉所属の魔法使い――氷室明人について、神界と魔界が懸け念ねんを示しています。明らかに彼の行動は三界条約に反しますし、既に何柱もの神族魔族が封印されています」

「……あらまあ」

　と秋穂はのほほんと眼を丸くする。

　今一つ緊張感がないというか――事態を把は握あくしていないようにも見える。

「しかし……大量の神族魔族が立て続けに封印された影響か、時空連続体が不安定になっていて、神族魔族は迂闊に人界に来ることができなくなっています。それこそどんな天変地異が起こるかわかりません」

「そうねえ」

　たった一柱の魔族や神族ですらその場を変える。

　本気で――しかも戦う為に本来の力を保持したまま大魔族や大天使が人界にやってくれば、それだけで余剰魔力が物理転換先を求めて暴走、大地震や竜巻を巻き起こしかねない。

「故ゆえに……かつて〈破壊魔〉とまで恐れられた貴女あなたに」

「それは無理よ」

　と微苦笑を浮かべて秋穂は言った。

「私はもう魔力がないもの」

「それは――胎内たいないに鈴穂さんがいたからでしょう？」

　少女は言った。

「今の貴女はかつての力を取り戻しているのではないのですか？　そもそも貴女は――」

「ごめんなさい」

　秋穂は首を振った。

「姉が死んだあの時から私は……魔法が使えない」

「…………」

「私は魔法を――自分の中の魔力を憎んでいるの。魔法を使おうとするとそれを否定する気持ちがどうしても沸き上がってきてしまう」

　秋穂は少女から視線を外し、夜空に浮かぶ月を眺める。

「私が姉の可能性を奪った。姉にも与えられるはずだった魔法や魔力を私が全て独占して生まれてきた。結果――姉は『本来あってしかるべき何か』の欠落に悩み、常に不安を抱えて生きてきた」

「それは――」

「勿論、私の意図したことではないわよ。でも私のせいなの」

　秋穂は透明な――何かを悟りきった者特有の、ひどく透明な笑みを浮かべて言う。

「あるいは姉は気付いていたのかもしれない。私が姉の何かを奪って生まれてきたのだということを。だから――」

　当てつけのように秋穂の恋人の兄と結婚し。

　それでも埋まらない欠落に悩み。

　そして――満たされぬ飢き餓が感かんが彼女を妻としても母としても未成熟な存在にさせてしまった。自分ではない何かをひたすら求めた末に彼女は、全てを振り捨てて賭けに出て――それに失敗して死んだ。

　彰彦あきひこを裏切り。

　拓人を見捨て。

　全ては――

「だから……全ては私のせい」

　だから鈴穂を身み籠ごもった時も天罰だと思った。

　姉から可能性を奪った自分が我が子に可能性を奪われる。

　それは――むしろ当然のことのようにも思えた。

「ではこのまま世界を見捨てると？」

　少女は悲しげに尋たずねる。

　だが――

「いいえ。私などが今更出て行かなくても、そう簡単に世界は崩れたりしません」

「その自信は何処から？」

「姉の中で結実しなかった力は」

　秋穂は微笑して言った。

「拓人君の中に在ありますから」

「…………」

「私の力も鈴穂の中に在ります。もし氷室明人という少年を止めることができるとすれば、それはもうロートルの私達ではなく、彼等でしょう」

「ですがまだ彼等は未熟です」

「確かに」

　秋穂は苦笑する。

「ですからその内、此処に来るでしょう。自分達の未熟を克服する為に。私はその時まで待って、教えられることを教えるだけです」

「――まさか」

　少女はふと何かに気付いた様子で眼を瞬まばたかせる。

「我等とてつい数時間前に知ったことなのに――既に気付いておられるのですか？　あの氷室明人の正体」

「中の人に関しては何も」

　秋穂は肩を竦める。

「しかし『器』にされているあの可哀想な子については――漠ばく然ぜんと」

「…………」

「できればあの子も救ってあげたい。だからこそそれは拓人君や鈴穂の役目なのだと思います。私には――その資格がない」

「――わかりました」

　少女は微笑した。

　秋穂の気持ちと覚悟を理解したのだろう。

「ならば羽瀬川秋穂」

　少女の背に光が弾ける。

　それは左右に三メートルはあろうかという巨大な白い翼となって広がった。

「我が好敵手にして旧ふるき友。『神に似たる者』『正義の天使』の名にかけて貴女を――貴女の娘と甥おいがやってくるその時まで守護します」

　弾はじけた無数の羽根が地面に突き刺さる。そこから発せられた白い光は次の瞬間に物質化して塩の柱となり――更に次の瞬間には自ら塑そ形けいして人の形を採った。

　白い――装甲と武器を帯びた小柄な少女達の姿。

　その数およそ百。ずらりと並んだ可憐な戦士人形達は一斉に、腰の剣を抜いて礼賛の型に構えた。しゃん、と音を立てて一〇〇本の剣が天を指す。

　その真ん中で――ミカちゃんと呼ばれた少女は凜りんとした仕草で一礼した。

「この場に我が軍団の陣を敷くことを許し給え」

「はい。よろしく御願いします」

　縁側に正座したまま秋穂は頭を下げた。





＊






　氷室明人が最終的に何処まで拓人を追い込むつもりなのかはわからない。

　そして――彼の中の〈学園〉関係者という括カテゴりライズがどの辺りまで適用されるのかもわからない。今のところ、御堂高校の面々や彰彦までは手を出していないことを思えば、〈学園〉絡みでない人間はまだ大丈夫だろう。

　だが――では元〈学園〉関係者はどうなるのか？

　つまりそれは秋穂のことである。

　拓人にとっては叔お母ばであると同時に、育ての親でもあり、先輩魔法使いでもある。

　彼女に明人が何らかの手を出してくる可能性は――あった。

　また同時に彼女に魔法使いとしての戦い方を聞きたいという考えはそのまま生きている。

　故に――

「我が名と技を背に・我は召喚す・我はハセガワタクト・超常なりし法と理ことわりの使い手なり・縮しゆく地ちの門よ・いざ我等を移送せよ――」

　呪文を唱えて拓人は手にした杖状態のファルチェをかざした。

　しゃんと音を立てて鳴るその魔法機杖から光の線が放射状に出てきたかと思うと――それらは折れ曲がって拓人やタナロットや鈴穂の周りで円を描き、更に細かく折れ曲がって魔法陣を描いていく。

　榮太郎のような達人級の魔法使いだと、杖もなく瞬時にこの手の魔法を起動できるのだが、さすがに魔法使いとして半人前の拓人では、それは無理だ。

　巡る光の中で拓人のマンションの風景が薄れていき、転移移動先の風景が――

「――？」

「みゃっ!?」

　まず反応したのは術を行使中の拓人とタナロットであった。

『どうしたの？』

「いや……なんだか」

　拓人が顔をしかめながら呟くように言って。

「おかしい――」

　次の瞬間。




　――轟ごうッ！




　爆音にも似た音の破裂。

　強烈な衝撃が三人を襲い、次の瞬間、拓人達は硬いアスファルトの路上に投げ出されていた。

「な――」

『なに？　なに？』

　咄嗟に身を起こす拓人と混乱した様子でノートを書く鈴穂。

　魔法が失敗したのだろう。そこは拓人が目的地として設定した鈴穂の実家の裏口付近ではなく、何処かの路地裏だった。

　左右にそびえるビルが狭きよう隘あいな空間を作り出している。幅はおよそ二メートル余り。ゴミ箱や段ボールがあちらこちらに置いてあって――いかにも人の眼の届かない感じの寂さびれた空気が漂っている。

「失敗？　でも――」

　拓人だけならともかく――魔法機杖であるファルチェを併用しての魔法で、こんなにはっきりした失敗をした経験はない。確かに拓人は半人前の魔法使いだが、ファルチェは彼の経験不足や知識不足を補って余りある性能を備えているからだ。

『どうしたの？』

「みゃ？　ちょっと見ない間に鈴穂ん家もでかくなったのである」

『違うわよ！』

　ビルの壁面をぺしぺしと叩きながら言うタナロットに突っ込む鈴穂。

　そして――

「わからない。何だか魔法が突然、途中で――」

　そこまで言って。

　そして拓人は何かが背中に触れたかのような感じで背後を振り返る。

　そこには――

「――そう。妨害させて貰ったよ」

　肩を竦めて路地の入り口に立っているのは――氷室明人。

　その脇には例の使い魔の少女達もいた。

「まあ追い詰められた君が〈破壊魔〉羽瀬川秋穂の処に行くのはわかっていたからね。予め妨害用の結界を展開しておけば簡単だよ」

「…………」

「全く……まだ諦あきらめないと見えるね」

　呆あきれた様子で明人は肩を竦める。

「お前は――」

「まだわからないのかい」

　明人は首を振った。

「君がどう足あ掻がいた処で僕には勝てない。僕は――色々な意味で君より上だ。中身ソフトも器ハードもね。特にこのハードは、君より後で色々君の問題点を研究して創り出されているからね。基本性能が違う」

「なにを――」

「後から作られた後継機の方が、性能は上ってことだよ――」

　にたりと嬲なぶるような笑みを見せながら明人は言った。

「――兄さん」

「……!?」

　意味がわからない。

　一瞬――そう思った。

　だが違う。恐らく意識の何処かでは常に感じていたのだろう。

　似ている姿。似ている雰ふん囲い気き。

　そして――同じ特異能力。

　もし拓人や鈴穂の中に流れる血にその源があるのだとすれば……当然に〈始源的神魔創造者〉の能力を持つ者達には何らかの血縁があることになる。それは勿論、単純な遺伝情報だけの問題ではないのかもしれないが――

「お前は……！」

「同じ胎はらから産み落とされた者同士――仲良くやろうよ」

「…………馬鹿な、そんな」

「そう？　どうしてそう思うの？」

「…………」

　思考が千ち々ぢに乱れる。

　断片的な考えや単語が拓人の脳裏を錯綜さくそうする。筋道だった考えを組み立てたいのに組み立てられない。

「そんなに信じられないかい？」

　明人は嘲あざけるように言った。

「そんなに自分の自由意志なんて――曖あい昧まいなものを信じていたのかい？　ははは。傲ごう慢まんな。道徳。宗教。社会正義。金銭。肉体的欲求。環境的負荷。名誉欲。状況的慣性。所詮、多くの人間は周りの環境に踊らされているだけの傀儡かいらいに過ぎない。多くの人間にとって自由意志なんてのは幻想だよ。それはあるんじゃない。あると信じたい者達があると自分に思い込ませているだけだよ」

「…………」

　何を言っているんだこいつは。

　何を――

「簡単なことだったよ？　君の母親にもう一人の君を生ませることなど」

「…………」

「勿論、偶然という要素は常に付きまとう。神ならぬ身、いや神や魔ですらも制御しきれぬ確率の世界。例えばそもそも君や鈴穂という存在が同時代に誕生したのは全くの偶然だろう。だがだからこそ、その希け有うな可能性の結実を私は見逃さなかった」

「…………」

「元々現状に不満を抱いていた愚おろかな女をそそのかすのは実に簡単だった。わかり易い現世利益を説いてやれば、あっさり彼女は私の用意した傀儡の前に股を開いたよ？」

「黙れ……」

「勿論、このハードを作るために、傀儡の方に仕込む遺伝子にも色々と――」

「黙れ…………！」

　母は。

　拓人の母は。

　男と逃げて。

　夫と息子を棄すてて。

『後継機』？

『兄さん』？

　それはつまり。

『作られた』？

　だからそれは。

　母が。

　母は。

　この明人という存在を作り出す為に。

　その為に？

　まさか――その為に!?

　あるいは拓人を棄てたことでさえも――…………全て。

　あの黄昏色たそがれいろの部屋。

　独りぼっちの部屋。

　罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐いて去っていく母の背中。

　誰かに。何物かに。

　仕組まれて――…………？

　何処から？　何故なにゆえに？

　全て――全て!?

「あ…………」

　拓人はぎゅっとファルチェを握りしめる。

　そうしていないと脳が破裂しそうだった。

『タクちゃん！』

「タクトッ!!」

　鈴穂とタナロットが声を掛けてくるが応じる余裕がない。

「かッ……くッ…………」

　呼吸が乱れる。

　拓人は胸元を押さえながら――乱れる意識を叱しつ咤たして必死に魔法を紡つむいだ。

「か……〈魔弾カスパル〉ッ!!」




　――びょうッ！

　

　瞬間的に空間に凝ぎよう縮しゆくされた魔力弾が三発、明人に向けて撃ち出される。

　だが次の瞬間、それらはさっと明人の前に出た使い魔達によって弾き飛ばされ、遙か頭上、ビルの壁面に着弾して小さな火花を咲かせただけだった。

「駄目だよ――兄さん」

　殊更に強調するように明人は言った。

「年上の癖に暴力に訴えるなんて」












「みゃ――ッ!!」

　タナロットが明人の台詞せりふを打ち払うように突撃。だが前に進み出た金髪の使い魔が彼女の突撃を受け止めた。

「みゅ……」

「お馬鹿さん♪」

　金髪の使い魔は笑った。

　彼女の両手はそれぞれタナロットの両肘ひじを摑みその前進を妨げている。

　そして――

「前に一度負けてるでしょ。貴女では私達に勝てないの」

　両手が塞ふさがっている金髪の使い魔はかぱりとその口を開く。

　その口腔こうくうで光が渦を巻き――次の瞬間。

「みゃああっ!?」

　それは強烈な閃光となってタナロットの顔面を直撃していた。

「タナロット！」

『タナ郎！』

　愕然とする拓人と鈴穂の元に顔面から煙の尾を引いてタナロットの身体が吹っ飛んでくる。未分化といえど魔神のタナロットに死はないだろうが――

「みゅ……う……」

　顔面をまるで煤すすだらけのようにしてタナロットは呻いている。

「……！」

　鈴穂は携たずさえていたケースを開いて〈ワルプルギス〉と〈アイギス〉を取り出し、更にリボンを解いて――身構える。

　轟、と本来耳に聞こえるはずのない魔力の渦動が聞こえる。

〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉の能力による魔力の真空地帯構築。

　これで魔法は使えない――

「勿論」

　明人は平然と笑った。

「貴女用の対策も万全だよ――鈴穂お姉ちゃん？」

　鈍い音を立てて明人の背後に立つ――異い形ぎよう。

　それが何かに気付いて鈴穂は勿論、拓人も思わずその場に膝ひざをつきそうになった。

　重機動ゴーレム。

〈学園〉の持つ最強戦力――だったもの。

　バッテリー駆動であれば、それは鈴穂／鈴果が〈宵藍の侵奪者〉の能力を解放していても問題ない。またその武装には魔法に頼らぬ単純なミサイルやスタン・グレネードといったものも数多く含まれている。

「寛容かんような僕としてもそろそろ痺しびれが切れてきたよ」

　明人は言った。

「そろそろ貴方達に本当の絶望というものを味わって貰おうと思うんだ。そうしたら僕の元に来るのがどれだけ幸せかわかるというものだしね」

「…………」

　タナロットを抱えて後ずさる拓人と――やはり両手に〈ワルプルギス〉と〈アイギス〉を構えながら後退する鈴穂／鈴果。

　だが――

「――！」

　愕然と振り返る拓人達の視線は、路地のもう一方の出口を塞ぐようにして立つ重機動ゴーレムの姿を見た。

　完全に明人に中身を書き換えられているのだろう。手にした対神魔特殊機関砲の銃口は拓人達の方を向いて微動だにしない。本来拓人達を守る為の戦力は――しかし今や敵の忠実な下僕に過ぎなかった。

「諦めが悪いね。しょうがない――死なない程度に身体で思い知って貰おうかな」

　重機動ゴーレムと――そして使い魔達が前に出る。

　まさしく前門の狼、後門の虎。前にも後ろにも拓人達に逃げ場はない。

「…………」

　ぶぉん――と音を立てて鈴穂／鈴果の〈ワルプルギス〉が起動。

　何を？　と拓人や明人が問う間も許さず、彼女はその力場刃をビルの壁面に突き刺した。

　同時に――亀裂の走ったその壁面に〈アイギス〉を差し込んで起動。

　轟ごう音おん。

「ほう」

　明人が面白そうに呟く。

「タクト、こっちだ」

　両手に〈ワルプルギス〉と〈アイギス〉を持った鈴穂／鈴果が促うながす。彼女が頭を振って指し示す先には、〈ワルプルギス〉と〈アイギス〉で強制的にビルの壁をぶち抜いて創り上げた『第三の道』があった。

「……あ……ああ」

　タナロットを抱きかかえたまま拓人はそのビルの中に逃げ込む。

　これを追って重機動ゴーレム達が前に出て――




　――がんッ!!




　次の瞬間、二体の重機動ゴーレムは吹っ飛んでいた。

「――うん？」

　怪け訝げんの表情を浮かべて明人が声を漏らす。

「魔法――」

　――ではない。

　鈴穂の特殊能力は相変わらずこの場に干渉している。

　では――この力は一体何だ？

「…………そういえば、あの負け犬共の処分を忘れていたか」

　明人は呟いて――使い魔の少女達を振り返る。

「生きていればいい。適当に痛めつけて連れておいで。用済みの三人組は殺していい」

「――御ぎよ意い」

「はぁーい」

　金髪と黒髪の少女達は頷いて――そしてまだ塵煙じんえんおさまらぬビル壁面の穴に飛び込んでいった。





＊






　ひしひしと迫ってくる気配。足音。

　そして底抜けに明るい――それだけに残忍な笑い声。

「うふふふふ」

「まてーい♪」

　それに背中を押されるようにして拓人達はビルの中を走っていた。廊下を走り。階段を上り。どちらに逃げれば良いのかもよくわからないまま――ただ闇やみ雲くもに。

　だが――

「――！」

　たたらを踏んで立ち止まる拓人達。

　そこは――行き止まりだった。

　右にも左にも通路はなく奥はただの壁。先程と同じくくり抜いて移動することは勿論、できるだろうが……迫り来る使い魔達の気配と足音からして、猶ゆう予よは数秒。だが此処は既に一階ではない。ビルの外に出て――それからどうする？

　廊下の反対側――十数メートル向こうに金髪と黒髪の少女が現れる。

「もうおしまい？」

「ねね。アレフ」

「なに？　タウ」

「殺さなければいいんだったよね？」

「そうね」

「手足の一本や二本へし折ってもいいよね？」

「指の一本や二本引き千切ってもいいと思うわ」

「うふふ」

「うふふふふ」

　恐ろしく残酷で勝手なことを言いながら近付いてくる少女達。

　鈴果は両手の機剣を構える。自分が能力を解放し魔力を吸い込んでいる今、拓人の魔法は頼れない。それでもまだ明人が追っ手に加わらないだけでもマシな状況なのだ。

「鈴果、リボンを！　僕も戦う――」

「…………」

　拓人が叫ぶが鈴果は答えない。答えられない。そもそもリボンを結ぶべき両手は〈ワルプルギス〉と〈アイギス〉でふさがったままだ。

　だが……

「じゃあまず左右の耳から引き千切っ――」

　そう呟いた黒髪の少女が。

「――て？」

　次の瞬間、吹っ飛んで壁にめり込んでいた。それどころか壁をぶち抜いて拓人達の視界から消えていた。まるで見えない巨大な鉄槌てつついでぶん殴なぐられたかのように。人間ならまず最初に壁に激突した時点でぺしゃんこに潰れていたことだろう。

　圧倒的な――そして純粋な『力』の奔ほん流りゆう。

　同時に。

「――！」

　ゆらりと残った黒髪の少女の前に、虚空から滲み出た幾つもの人影が立ちはだかった。

　古めかしい――東洋風の甲かつ冑ちゆうを身につけた異形の男達。

　いや違う。それは――像だ。

　鳥の頭を持つものや、六本の腕を持つものや――いずれも何らかの異形を備えた八体の人型が、拓人達と少女の間に立ち塞がっていた。

「ふふん？　負け犬が何を今更――」

　言って。

　次の瞬間――

「――!?」




　――しゃん！




　逬ほとばしる銀光が少女の前後をすり抜ける。

　それは壁越しにふるわれた――一撃。

「な――」

　ずるりと顎の下で胴体から切断された少女の首がずれて、落ちる。

　咄嗟に両手が動いてこれを受け止めるも、しかし同時に殺到する異形の八体がそれ以上の動作を許さなかった。

「――くっ!?」

　八体の異形がそれぞれの武器を振りかざしながら少女の上にのしかかる。

「このっ！」

　少女はこれをふりほどこうとして暴れるが、元々鈴穂の〈宵藍の侵略奪者〉の能力が全開中のこの場では、本来の力が――全力が出ない。無論それは衰えていても人間の一〇倍以上を誇るものだろうが――尋常でない膂りよ力りよくという意味では異形の八体も同じだった。

　そして……




　――しゃん!!

　

　再び走る銀光が拓人達の足元に輪を描く。

「――え？」

　崩れるリノリウムの床。

　間の抜けた声をその場に残して落下する拓人達は――しかし次の瞬間、周囲の風景が一変していたことに気付いた。

「――ここは」

　呆然と呟き辺りを見回す拓人。

　タナロットと鈴穂も眼を丸くして視線を右へ左へと彷徨さまよわせている。

　彼等がいるのは何処かのビルの屋上らしかった。何やらびょうびょうと風が吹いているコンクリートの平面には、ペントハウスらしき構造物と、給水塔らしきもの以外には何も見当たらない。

　だが――

「――危機一髪って処？」

　揶や揄ゆするような声が背後から投げ掛けられる。

　振り返る拓人は――実の所、声の主が誰なのかは予想がついていた。聞き覚えのある声だったし、何よりも先に使い魔の少女二人を一時的とはいえ撃退したその『力』にはやはり見覚えがあったからだ。

　しかし……

「貴女達は――」

　彼等は敵側の人間ではなかったか？

　緊張含みで問う拓人。そしてやはり身構えるタナロットと鈴穂。

　彼等をむしろ愉しげに眺めながら……

「私達を雇やとわない？」

　そう言ったのは――二度にわたり拓人達と戦った、超能力者三人組の一人、マリエラであった。


（つづく）


















　あとがき




　某巨大ロボットアニメのＯＰオープニングがぐるぐる頭の中を回って離れない中、耳を塞ふさいでも両手をすり抜けたりする締げめん切じりつに惑ったりしつつ、絶賛デスマーチ中の私ですが皆様いかがお過ごしでしょうか。っていつものことですね。




　軽小説屋の[image: ]さかきです。毎度。




　仕事場のパソコンでヘビーローテーションで掛けてる（某動画投稿サイトで引っ張ってきて）のが「アンインストール」と「もってけ！セーラーふく」ってのは両極端というか、実は相殺そうさいしあってかなりバランスとれてるのではないかと自負したり。すいませんンなこた、どうでもいいですね。




　それはさておき「まじしゃんず・あかでみいⅧ　学園閉鎖!?」をお届けいたしまする。

　随分、本編前作から間があいてしまいました。

　すいません。

　ちょっと、いつもよりコメディ分も減っております。

　すいません。

　それからデスマーチ中なのに今さら「バイオハザード４」をやり直してしまいました。

　すいません。

　……………どうでもいいけどシカゴ・タイプライター鬼つええ。




　ちなみに今回の原稿の執筆中にＢＬＡＤＥ師の画集「ＺＥＡＬＯＴＩＣゼラテイツク ＢＬＡＤＥブレイド ＺＥＲＯゼロ」が出ましたが、初心に還る意味もあってこれを眺めながら書いていたりもしたんですが――いやあもう懐かしい。ＢＬＡＤＥ師のコメントを見てるとまた色々な発見があって、これがまた面白かったんですよね。

　思えば遠くにきたもんだよなあ。企画書出した時は全三巻だったんだけどなあ。




　今回は実のところ「まじしゃんず・あかでみい」最終話前後編のうちの前編にあたります。まあそろそろ拓人も高校卒業だし主人公卒業かなーとか思いつつ、最後はちょっとシリアスに活躍してもらうことに。

　後編はできるだけ早くにお届けする予定なのでどうかご容赦を。




　え？　「まかでみ」終わるのかって？

　終わりますとも。ええ。

　始まった以上はいつか終わるのが定めなのです。

　そう。「宇宙戦艦ヤマト」に「さらば宇宙戦艦ヤマト」があるよォに！

　そして「宇宙戦艦ヤマト　新たなる旅立ち」があるよォにッ……！

　……………

　……………えと。そのあの。

　まあそういうことで。察してください。＜なにを？

　もうちょっとＢＬＡＤＥ師と組んで仕事したいしね。＜いやだからなにが？




　ところで「まかでみ」に関して今一番ホットな話題はやっぱりゲームかなとか思ったりする私ですが。

　正直、最初に「ＳＲＰＧシミユレーシヨン・ロールプレイングゲームで」とか言われた時は関係者全員の正気を疑いましたが、全員きっちり正気でした。ごめん。




　さすがに時間ないので脚本の全部は無理でしたが、ストーリー原案と脚本の何割かを担当してます。

　単なる既存のストーリーのゲーム化ではなくて、「まかでみ」の物語世界の一端を担になう形で設定してあるので、良かったらよろしく。

　ちなみに既に短編で出てきている学食のおばちゃんことジャネット・ランファンは実はこっちが初出なのですな。最初にストーリー原案を作ったのが随分前（つかゲームの企画の話を初めて聞いたのはもう二年以上前）なので、先に小説版に出てきてしまいましたが。まあそれはそれで。




　あとやっぱり喋る拓人とかタナ郎とかが新鮮。

　アフレコにちょっとだけ立ち会わせて貰いましたが（時間の関係で全員分は聴けなかった、残念）、私が現場で聴かせて貰った中ではタナロットの斉さい藤とう千ち和わさんとか、これ以上ないって位にハマってました。お楽しみに。




　コミック版の方もよし☆ヲ師の作画で始まりますし、まだまだ色々行くぜ「まかでみ」という感じではありまする。

　……つかこの人の絵がまた、まだ予告用の絵とかしか見てないんですが、なんつーか色っぽいんだよなぁ。早く本編見たい。




　あとそれから。

　また今回も無茶な執筆スケジュールのせいで、担当のＫさんとＢＬＡＤＥ師には随分とご迷惑をかけてしまったり。多分校正の人とか印刷所の人にも。ごめんなさい。




　まあ何はともあれ。

　次巻で本編最終巻とか言った横から、素知らぬ顔でまだまだ広がり続ける「まかでみ」世界。なんか関係者というか、業界のあちこちに巻き込まれる被害者を増やしてるだけのよーな気もしまするが、読者の方々も、業界の方々も、これからもよろしくおつきあいの程を。




　２００７／４／１３

　ＢＧＭ：「もってけ！セーラーふく」（by　泉こなた・柊かがみ・柊つかさ・高良みゆき）

　ＭＡＣＨＩＮＥ：シャープ・メビウスＰＣ－ＭＰ４０Ｈ
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